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      第１夜：‥恋する共感ラビン・シンパシア



    

  
    
      
　カモメたちの間を縫って、ノトはおっこちていた。

　マストのてっぺんから、まっさかさまに、どんどん加速しながら。

　海面を見据えるその顔には、額ひたいの右側に、あだ名のもとになった×ノト字の傷あとがある。



　――とぷん。



　水しぶきをほとんど上げず、ノトは海中へとすべり込んだ。

　深く、深く潜もぐっていくと、海底に目当ての物が見える。錫すず鉱こう石せきの詰まった大袋だ。

　ひょいひょい、と袋にロープを結びつけると、ノトは頭を上げて浮上し始める。

　見上げれば――銀の針みたいな真夏の日光が、揺れる水面にきらめいていた。

　ちゃぷ、と海面に頭を出し、桟さん橋ばしから心配そうにこっちを見ている船乗りたちを見回す。

　うまくいかなかったかのような顔をしてフェイントをかけてから、

「――俺おれの報酬分も、気合い入れて引き上げろよな！」

　とロープの端を掲げると、船乗りたちはどっと歓声をあげた。



　亞大陸で最も大きいこのガルナ港には、今日も何十隻もの商船がうじゃうじゃと出入りしている。その無数の船がいろんな積み荷を揚げ降ろしするのだが、まれに、その荷物をドジって海に落っことしてしまうことがある。

　それを引き上げるために、高いマストから海に飛び込み、素潜りで縄をかけてくる仕事――それが、ひっかけ屋クリツパーと呼ばれるノトの『昼の仕事』だった。



　孤児だったノトは、自分が何なに人じんなのか知らない。

　ちょっと鋭めの目つきや黒い髪は、東方のハヤン人っぽい。

　いまいち伸びきらない身長と運動神経の良さは南方ゲーナ人の血を感じさせるし、瞳ひとみの色は西部フェルス人に多い鳶とび色いろだ。

　まぁつまり、一目で分かる混血なのである。

　雑多な民族が集うガルナの港町では、混血自体はそんなに珍しいことではない。だが、ノトほどいろんな人種が混ざって出来上がったと思われる人間は、そうそういなかった。

　――夕方。ノトは白いシャツをはおり、こんどは『夜の仕事』のために家路につく。

　大小さまざまな運河の張り巡らされたガルナの下町を行けば、通りの角々から、老若男女の陽気な挨あい拶さつが飛んでくる。その一人一人に軽口を返しながら、ノトはさっきの帆船の主計係からもらった金貨をがじがじと噛かんで確かめた。

　あの船は、ハヤン帝国との取り引きを専門とする貿易船だった。

　ハヤン帝国とはガルナ港から北東のユーラ砂漠を越え、さらに東の山岳地帯を越え、地球の傷口と呼ばれる大地溝帯を渡った向こうに広がる、地大物博の大帝国である。

　だが、大国のくせに、かの国の金貨はいまいち信用度が低かった。時たま、金の純度が低い悪貨が混入しているらしいのだ。

　というわけでノトが１枚、また１枚と金貨を噛かんで固さを確認していると――

　ちゃりちゃりん。

　薄暗い裏路地にさしかかったところで、お金の散らばる音がした。

「？」

　自分がお金を落としたのかと思って辺りを見回すが、どうやら違うようだ。

　見れば、路地の片隅で――ガラの悪い２人組の男が、黒髪のおさげを垂らした少女を弄もてあそぶように小突いていた。お金は、よろけた少女が他ほかの荷物と一緒にまき散らしてしまったものらしい。

　小柄なその少女は突き飛ばされた勢いで足をもつれさせ、すてん、と転んでしまった。

　その拍子に藍あい色いろのぞろっとした異民族の服がはだけて、白いふとももが露あらわになってしまう。

　笑いながらの２人組がさらに調子に乗って手を伸ばし、少女が顔をおおって泣き出したあたりで――ノトは自分の後ろ頭をがりがり掻かいて、舌打ちをした。

（あ―――もう、しょうがねーなッ！）

　頭では分かってるのだ。こういうのは、関係ないんだから、放ほうっておくのが一番いい。

　でも、ノトは弱い者イジメとか……特に、あんな見るからに弱そうな小さな女の子を嬲なぶるのとか、そういうのを放っておけない損な性格なのだ。

　助けると決めたら、もう迷わず奇襲するのが一番いい。

　そう思ったノトは眉まゆを吊つり上げ、男たちめがけて全力疾走で駆け寄って、パッと跳ねた。

　ばきいッ！

　高く飛び上がったノトの両足が、片方の男の背中に炸さく裂れつした。

　声にならない声をあげてつんのめった男は、そのまま少女の脇わきを転げてノビてしまう。

「なんだテメェ――！」

　言うが早いか、もう片方の男が錆さびた小剣ステイレツトを抜いた。

　跳とび蹴げりで体勢を崩したノトを狙ねらい、問答無用でいきなり斬きりかかってくる。

　ギイインッ！

　片かた膝ひざをついたノトは、とっさに背中、腰の少し上に隠し持っていたナイフを抜いて男の剣と切り結んだ。衝撃にオレンジ色の火花が散り――かきん。

　乾いた音を立てて、男の安そうな細身の剣が根本から切れた。

　わッ、と驚いた声をあげる男に、ノトはナイフで自分の肩をぽんぽんと叩たたいて見せる。

　素手になってしまった男は起きあがってきたもう一人と顔を見合わせたかと思うと、こそこそと……そしてなにげに素早い足取りで逃げていってしまうのであった。

　男たちが路地の向こうに消えたのを見送ってから、ノトは、ふぅーっと安あん堵どの息をつきつつ刀を鞘さやにしまう。

　実を言うと、ノトはそんなに強くない。

　今のもたまたまなんとかなったが、正直、ヒヤヒヤした。

　なんとかなったのは、引っかけ屋クリツパーで培つちかったこの運動神経と……教会に捨てられていた赤ん坊のノトとセットで籠かごに入っていた、この守り刀のおかげである。

　どうやら極東の品らしいこのナイフは、折れず、欠けず、やたらによく斬きれるのだった。

「おい、大丈夫か」

　ぺたりと座り込んだままの少女に、ノトはしゃがんで尋たずねた。少女は何も答えず、ひっく、ひっくと泣きながら、ぽろぽろこぼれる涙を手の甲でぬぐっている。

　見れば彼女は、雑多な人々が集うこの港町でもかなり珍しいなりをしていた。

　藍あい色いろの生地でできた服は体に巻き付けるようにして着るもので、ノトたちのようにボタンを使うのではなく、おなかの辺りで白い帯を使って留めている。背にしょっているのもザックではなく、渦巻きみたいな模様の大きな布に荷物をくるんだものだ。

　そして何より違うのは、彼女の耳だった。

　普通の人間のそれと違って、その耳は動物のようにとんがっていて、左右の斜め下に大きく広がり、ふさふさした灰色の毛で覆おおわれている。

　ってことはもしかして……と思ってさりげなくオシリの方を見ると、やっぱり、そこには足に巻きつけるように曲げられたシッポが生え出ていた。

（亜人か……半年ぶりに見たな……）

　こういうちょっとケモノっぽい人種――亜人は、少数民族としてガルニアの各地にぽつぽつと暮らしている。だが、その彼らがこんな都会にやってくることは滅めつ多たにない。

「おい……俺おれの言葉、分かるか？」

　尋ねると少女は顔を上げ、こくり、とうなずいた。

　うわ。

　初めて目が合って、ノトはちょっとたじろいだ。彼女の涙に潤うるんだ黒い瞳ひとみはとっても大きくて、怯おびえるようなあどけない顔も、ドキッとするぐらい愛らしかったのだ。

　見たところ14、５歳だが、これはあと何年かしたら、とんでもない美人になるかもしれない。

「あ、あのなー……日が暮れたら、この辺の裏路地なんかを女の子が一人で歩いてちゃ危ないんだからな？　ヘタなのに捕まったら、売り飛ばされちゃったりするんだぜ？」

　などと言いながら、少女が落としてしまったお金を拾ってやる。

「ってお前これ……フラウニーナ銅貨か？　これ、ここじゃ使えないぞ？」

　拾い上げた穴あきコインに、ノトは鳶とび色いろの目を丸くした。

　この通貨は、北方の雪深い山岳地帯で１００年ほど前に使われていた古銭である。

「……はい……どこのお宿もそう言って、ナキを泊めてくれなかったんです……」

　少女は長い耳をしゅんと垂れさせながら目を伏せた。ナキ、というのは自分の名前だろう。自分のことを名前で呼ぶタイプか。ちょっと苦手かもである。

　ノトはふーんと呟つぶやきながら、コインを少女に返してやった。手持ちのお金が使えずあちこちさまよってるうちに、こんな下町の裏路地まで来てしまったというわけか。

　銅貨である以上、この子のお金も両替屋に行けば覇王貨アダガに換金してもらうことは可能なハズである。しかしもう時刻は夕方だ。両替屋はどこも開いていないだろう。

「んー……しょーがねーなー」

　わしゃわしゃ、と後ろ頭を掻かきながらノトは考えた。

　こんなカワイくてトロそうな子を放ほうっておいたら、さっきみたいな賊のいいカモである。せっかく助けたのに、翌朝とんでもない姿で発見されちゃったりしたら後味が悪すぎだ。

「お前、名前は？」

「え、あ、ナキアミ……です」

「じゃあナキアミ。お前さえよければ、今夜、俺おれん家ちに泊めてやるよ。あ、俺はちゃんと別の部屋で寝るからシンパイすんな」

「えっ……？」

「つっても、タダじゃないぞ。この世にタダのものなんて何もないんだからな」

「で、でも、このお金じゃ……」

「金がないなら、仕事を手伝わせてやるよ。俺の、『夜の仕事』をな」



　がやがやがや。狭い室内に丸テーブルが並び、それを囲む船乗りたちが強いエール酒をまるで水のようにあけていく。



    

  
    
      



    

  
    
      　ぱたぱたぱた。その男たちの間を、ふりふりのメイド服を着たナキアミがいそいそ給仕して回る。運動神経が極端に悪いのかさっきからいろんなものにつまずいているが、勤務態度がマジメなので、なんとか人並みの働きはできているようだ。

　部屋の片隅には剥むき出しのキッチンがあり、いろんな食材がジャングルのようにごちゃごちゃと収納されている。その真ん中で、ノトはせっせと料理に精を出していた。

　ノトの夜の仕事とは、この自宅を開放して作った酒場『ノト屋』の切り盛りだった。

「ナキアミぃー。辛から子しタコ、揚げ芋、酢漬けのオリーブできたぞー」

「は、はいぃ」

　ちょっと間の抜けた返事をしながら、ナキアミが逃げるようにキッチンに戻ってきた。

　恥ずかしいのか、ひらひらするミニスカートをお盆としっぽで押さえている。

　ナキアミが着ているメイド服は、近所の宿屋に一晩１銀シエルで借りてきたものだ。スカートの下からシッポが出ているのも含めて、これがなかなかどうして似合っている。

「……お前さぁ、客から注文とるとき目ぇ逸そらして話してるけど、もっとニコニコ顔見て接客できないのか？」

　小声で注意すると、ナキアミはもじもじとノトを上目遣いに見た。

「すっ、すみません。ナキ、こういう賑にぎやかなところは初めてで……それに、お、お店の中が男性ばかりで、そ、その、恥ずかしくって……」

　赤くなった顔をお盆で隠すナキアミにちょっと萌もえつつ、ノトは冷や物の皿を作り貯ためていく。

「慣れだよ慣れ。お前、そんなことぐらいでいちいち恥ずかしがるなって」

　苦笑いして言うと、ノトは石窯のパンの焼け具合をちょっと見た。

　そして、焼き上がるまでまだ時間がかかりそうなことを確かめてから、壁に掛けてあった弦楽器マンドリンを取り、客で賑わうフロアに割って入っていく。

　今日のノト屋は、カワイイ新人ウェイトレスのおかげか満員御礼である。満員になったときは店主が歌を一曲サービスするのが、ガルナの酒場の習わしだった。

　前置きとかをすると気まずくなるので、ノトは船乗りたちがツッコんでくる前にと楽器を抱え――折れたスプーンのピックで弦をかき鳴らして、古い船歌を歌い始めた。



　旅人　旅人　――どこまでも行く　旅人よ

　たどりついた港に　朋ほう友ゆうと手をとり

　帆は春風を抱く　新たな星を標しるべに

　もう還かえれない　あの　はるかなる故郷

　幸せな日々　いま　ひとみ閉じて思い出す

　旅人　旅人　――いずれ月までも　往ゆくその旅人よ



　通る声で歌い終えると、あれだけうるさかった船乗りたちは皆しんみりと歌に聞き入っていた。

　ノトはくるっと楽器を担かついでニヤッと笑うと、男たちの拍はく手しゆ喝かつ采さいを背にキッチンへ戻る。

　音楽は、ノトの得意分野である。特にこの歌にはノトは深い思い入れがあり、感情の籠こもったいい声色で歌うことができるのだった。

「……月といえばさ、ノト」

　キッチンのそばに座っていた、店内で一番小柄な船乗りが話しかけてくる。

「『月面踏破計画』って、知ってるか？」

「なんだそれ」

　ノトは楽器を壁に戻しながら、片耳を貸してやる。

「いま大王陛下が、人間を月に行かせる計画を立ててるんだよ。どうやって行くのかは分かんないんだけどさ、成功したら、南方探索・新大陸パーゲイア発見以来の快挙だと思わないか？」

　船乗りは懐ふところからビラを出すと、指で弾はじいて読み上げ始めた。

「月面踏破――ガルニア王国は、この目的を完遂し得る屈強な宙士アストロを募集する。

　条件は、ガルニア王国人であることと、体重が１００リッブラ以下であることのみ。

　身分、人種、性別、年齢は全すべて不問とする。

　ただし、本計画の試験と訓練は過酷で、命を落とす恐れもあることを覚悟されたし。

　いかなる困難をも乗り越える勇気を持った、頑健かつ聡そう明めいな冒険者の応募を待つ。」

　目をらんらんと輝かす彼の顔を見るに、たぶん志願を考えているのだろう。

　月旅行にはノトも思うところがあったが、それは、小さい頃ころにさっきの歌を聞いて憧あこがれたというだけのことだ。実際に行くだなんて、マジメに考えたことはない。

　というわけでノトは「あっそう、へぇー」と適当に話を流し、ハムにオリーブ油を塗る作業に戻った。ほとんどスルーされた船乗りが再びノトに夢を語ろうとしたとき――

　彼が持っていた紙を、横から取る小さな手があった。

「な、なんだよ？」

　抗議するような彼の声に、店内の男たちの注目が集まる。

「？」

　ちょっと意外だったので、ノトも、その手の主ぬしをキョトンと見た。

　ナキアミ、である。

「どうしたんだよナキアミ。月旅行の話、そんなにビックリしたのか？」

　半笑いで尋たずねると――

　ナキアミは、さらに意外なことを口走った。

「ナキは、これを受けにきたのです」

　ナキアミの言葉に、船乗りたちは一斉に顔を見合わせた。

　それから――弾かれたように、おなかを抱えて大爆笑するのであった。



　深夜、閉店後の掃除を終えると、ノトはナキアミを連れて店の奥のハシゴを上がった。

　ごそごそと木の窓を開けると、満月の光が殺風景な屋根裏部屋に入ってくる。

「まぁ、一宿一飯分の働きはしてくれたな。おつかれさん」

　残り物の皿を床板に置きながら、ノトはすとんとあぐらをかいた。ナキアミはノトの向かいにお行儀良く正座して、三つ指をつき、ぺこりとおじぎをしてくる。

「ノトさんも、おつかれさまでした」

「お……おう」

　しおらしいナキアミの仕草にちょっと照れながら、ノトは二刀流フォークで食べ物をがっつき始めた。向かいではナキアミも、青菜や穀物ばかりを選んでちびちびと食べ始めている。どうやら、肉や魚は食べない人らしい。

「あのさー……俺おれのこと、さん付けなんてしなくていいぞ。歳とし、そんなに違わないだろ。敬語も使わなくていいからさ」

「は、はい」

「はいじゃなくてうん」

「……うん」

　はにかみながら可愛かわいく言ったナキアミに、ノトはまたちょっと苦笑いする。

「んで、お前がさっき言ってた宙士アストロの選抜試験って、いつなんだよ」

「９月３日の、風ふう曜よう日びにやるの」

「へー、来週じゃん。ま、がんばりなよ」

　いちおう応援してやりつつも、ノトには正直、この子が宙士アストロなるものの試験に受かるとはとても思えなかった。体は子供のように小粒だし、気も弱そうだし、冒険者！　という雰囲気は小さじ一杯ほども感じられない。

「うん。ナキ、ラタラ族の代表として来てるから、責任重大なの。ハイランドからの旅費だって、みんなが持ち寄ってようやく作ってくれたものだし……あっ、こ、この喋しやべり方がイヤだったら元に戻すからいつでも言ってね……ノト」

「いーよそのままで。気ぃ遣われるとこっちも肩がこる」

　ノトはナキアミの出身地を聞いて、やっぱりなと内心うなずいていた。

　ハイランドといったら、東方・ハヤン帝国との国境付近。イナカもイナカ、広大なガルニア王国でも最も山深い、雪に埋もれた辺境の地である。

　ぶっちゃけ、ラタラ族などというどマイナーな部族のことは何も知らないが、たぶん、ナキアミみたいな耳としっぽをしたチビスケがわらわら集まった民族なのだろう。いっぺん、村を見てみたい気もする。

「あー……そんじゃ、食い終わったら下の倉庫で寝ていいぞ。俺はここで、今日の売り上げ数えてるからさ」

　残り物を平たいらげてとりあえず満腹になったノトは、売り上げ金を入れた籠かごを持って立ち上がった。

　１００年ほど前に貨幣が統一されたとはいえ、多様な額面の金貨・銀貨・銅貨が混在するガルニアの通貨は、なにげに計算がめんどくさい。後回しにするとこの計算仕事がどんどん貯たまっていって、後で休日がまるまる潰つぶれてしまったりするのだ。

「あ、１金アダガ１７銀シエル２３３銅ルビだよ。ノト」

　ナキアミが、にっこり笑ってそう言った。

　へ？　と、ノトは太い眉まゆを寄せる。お金の出すい納とう管理はノトがしていたので、ナキアミがその金額を知っているハズはないのだ。

　ナキアミがいま売り上げを算出したとしたら、さっきエール酒と十数種類の料理をそれぞれ何杯・何皿出したのか全すべて記憶していて、壁掛けのメニューに書いてあった金額も全部暗記していて、いま瞬時にそれらを掛け算・足し算した――という、超人技をやってのけたことになる。そんなこと、できるワケがない。

　ノトは苦笑いすると、ベッドの脇わきに置いてあった小袋を手に取った。

「なぁーにテキトーなこと言ってんだよ。じゃ、寝るときはそこのベッドの下にある新しい方の毛布を持ってきな。あと……これ。よく働いてくれたから、デザートにやるよ」

　小袋から、ノトは氷砂糖をひとかけら取り出してナキアミに投げてやる。

　ナキアミは胸にあたったそれを手に取ると、不思議そうに月明かりに透かして見た。

「なにこれ？　キレイ……氷みたいだけど、冷たくないね」

「ちょっと、なめてみな」

　言われるままにぺろっと氷砂糖をなめたナキアミのしっぽが、ぴこ！　と立った。

「うわぁ……なにこれ？　おいしい！　おいしいよノト！」

「けっこう高いんだから、かじらないで大事に味わえよな？」

　お金の籠かごを手に、ノトは机に向かう。ぱたぱたぱたと音がするので振り向くと、それは小さな氷砂糖を両手で持ってなめるナキアミがしっぽを左右に振る音なのであった。



　売り上げ金を机の裏に隠し、倉庫でナキアミが熟睡しているのを確認すると、ノトは服を上から下まで全て洗濯済みのものに着替えた。そしてちょっと迷ってから、戸棚にしまってあった緑色の小箱を取り出してポケットに入れる。

　屋根裏部屋の窓から木登りのように屋上へ上ると――そこでは、夜風に洗われたような満月がノトを照らしていた。

　いつもの習慣で夜空にオリオンの翠星ヴエルデ・オリオネを見つけると、ノトは静かに目を閉じた。

　あの星と同じ色の瞳ひとみを持つ、ある少女のことを胸に思い浮かべる。

（レンビア……今夜は何をやらかした？）

　――『恋する共感ラビン・シンパシア』――

　ノトは生まれつき、一つだけ、このささやかな魔法を使うことができた。

　それは「自分が恋した人がどこにいて、どんな気持ちでいるのかだいたい分かる」という、ただそれだけの魔法である。

　ガルニアの人間は数十人に１人の割合で、ノトのように生まれつき何かしらの小さな魔法を使うことができる。伸ばし方次第ではより強力な魔法使いになることもできるのだが、それにはさらなる素質となにより莫ばく大だいな学費が必要だ。だから大抵、平民の魔法使いはノトのように『ちょっとフシギな力を持った普通人』として一生を送るのだった。

　そして――ノトはこの能力を、誰だれにも秘密にしていた。

　そもそもこの魔法、町の魔法使いに内緒で調べてもらったところによると、普通は女にしか備そなわらないものらしい。名称も女っぽくてこっぱずかしいし、何より、そんな能力で居所を勘づかれる側はいい気持ちがしないだろう。

　なので、ノトはこの能力を対象の少女――ノトが片思いしている相手だ――が『何かに困っている』カンジがする時にしか使わないようにしていた。

（あ、今夜は学院じゃないのか）

　ノトの中で、魔法がささやく。

　彼女はいま、何か妙なトラブルにハマっている。

　方向は、あっちだ。

　うん。なんとなくだけど、間違いない。



　歓楽街に近いノトの自宅からは、レンビアの家はなにげに遠かった。

　大きな通りを５つほど渡り、古い建物の多い静かな地区に出て、月明かりを頼りに石畳の道を抜けると、長い煉れん瓦が長屋に突き当たる。

　――そこは、魔法陣師アラベスカと呼ばれる学者たちが集まって住む地区だった。

　その片隅にある『レンビア』と書かれた表札を見ただけで、ノトはちょっとドキドキしてしまう。

　背筋を伸ばし、襟をちょっと直してから、ノッカーを鳴らす。

「……だれよ」

　部屋の、なんだか妙に奥の方から不機嫌そうな声がする。

「ノトだよ。エサ持ってきてやったぞ」

「あ、開いてるわよ」

　歯切れの悪いレンビアの声に小首を傾かしげながら扉を開け……

「ぶわ―――――っははははははははは！」

　中の光景に、ノトは夜中にもかかわらず大爆笑してしまった。

　なんでだ。なんでそんなことになったんだレンビア。

　ノトはひいひい笑い続けながら、後ろ手にドアを固く閉めた。この姿は、ご近所様にはぜったい見せられないだろう。

　――レンビアは奥の部屋から壁を貫いて、上半身だけを居間に突き出させていたのだ。

　なんでそうなったのかは分からないが、腰の所で抜けなくなってしまったらしい。

　まるで、シカか飛竜ワイバンの剥はく製せい……いや、ギロチンに間違って胴を挟んでしまった死刑囚といったところか。

　いいだけ笑われたレンビアは、真っ赤になって歯ぎしりしながらこっちを睨にらんできた。

　元々ちょっと吊つりぎみの翠みどりの眼めが、さらに眉まゆ尻じりを吊り上げている。

「――バカノト！　笑ってないで早く助けなさいよ！」

　がう！　と、レンビアはネコっぽい八や重え歯ばぎみの犬歯をむいて叫ぶ。握った両手を振り上げると、ツインテールに結ってあるレモン色の金髪も一緒に跳ねた。

　身動きがとれないくせに、相変わらず攻撃的なやつである。

「くくく……はいはい。よい……しょっと」

　ノトは笑いをこらえながらレンビアに歩み寄ると、両腕を引っ張ってみた。

　ぐっ。ぐいっ。

　しかし、抜けない。

「いたいいたい！　もっと優しくできないの!?」

「しょーがねーだろ。ん……しょっと……」

　ちょっと胴体をねじったり、ツインテールを両手で持って引っ張ってみたりするが、こっちからではどうにも抜けない。

　四苦八苦しているうちに……レンビアの着ていた白いブラウスが、だんだん乱れてきた。元々開け気味の襟がたるんで、胸元の下着がのぞいてしまう。

　無意識にチラ見してしまったところによると、模様は白と黄緑のしましまだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「あー……だ、ダメだな。向こう側から引っ張ってやるよ」

　胸を見てるのがバレたら噛かみつかれる。ノトは仕方なく、ぐるっと壁を回り込む。

　奥の部屋に入ると、そこには割れたフラスコや焦こげた紙が散乱していた。

　どうやらレンビアは、魔法陣の実験中に爆発事故を起こしたらしい。それで吹っ飛ばされて、壁に突き刺さったというわけか。

　一人納得して振り返ると、壁のこっち側には――チェックのスカートをはいた、レンビアの下半身だけが突き出ていた。スカートの下には、白い両りよう脚あしがぐったりと垂れている。

「へっ、ヘンなことしたら後でひどいからね！」

　壁の向こう側から、壁をどこどこ叩たたく音がする。

　これは……たしかにちょっと何かイタズラしたくなってしまうイヤラシイ図だが、ノトは頭をぶんぶんと振って邪念を振り払った。むかしレンビアとぶつかって胸を触ってしまったとき、全身８か所に次々と噛みつかれた悪夢のような記憶が脳裏をよぎる。

　レンビアは、キレるとノトを噛む。本気で噛む。そしてあのネコっぽい犬歯が肌に食い込むと、もんっのすごく痛いのだ。尋常じゃなく痛いのだ。というか大けがをする。

　あの時はたしか、全治２か月だったか。

　ノトだって、一時の欲望に負けて若い命を散らしたくはない。

「い、いいか？　いまから、足……さわるけど、お前を助けるためなんだからな？」

　そう念押ししてから、生っちろいふともものあたりをむにっとつかむ。

「ひゃ……ぅっ」

　レンビアが、らしくないカワイイ声をあげた。

　ノトはこれも人助けと覚悟を決め、よっこらしょ、と両ももを両りよう脇わきに抱えて持ち上げる。

　はずみでブラとお揃そろいのしまパンが丸見えになるが、今はそれどころではない。

「っせーの、せええええっっっ！！！」

　大根を抜くようなイメージで、体重を真後ろにかける。

　すると、ずる、ずる、ずるずるるるっ、ぽんびたんっ！

　と、レンビアが抜けて――――床に落ちた。



　壁の穴を布で応急処置していると、レンビアがお風ふ呂ろから戻ってきた。髪を洗うのにハーブと粉こな石せつ鹸けんを使ったらしく、なんだかふんわりといいニオイがする。

　ちょっと赤い顔でイスに座ると、レンビアはさっき床に落ちたときにぶつけた鼻をさすりながらジロッとこっちを見てきた。鼻の頭には、小さなバンソウコウをつけている。

　さっきの救出劇の件で、どーやら怒っているらしい。

　せっかく助けてやったのに、あんたねぇ、助けるにも、助け方ってもんがあるでしょ!?　などとツインテールを逆立ててガミガミ言われたのではたまらない。

　――お小言が始まる前にと、ノトは食べ物の包みを取り出した。

「えーっと、ほれ、これ。店の余りモン持ってきてやったぞ。どーせお前、研究ばっかで晩飯もロクに食べてないんだろ？」

「あー……そういえばそうだったわ。おなか、かなり減ってるかも」

　思い出したようにそう言いながら、レンビアはノトの包みに視線を下ろした。

「ほんっと、お前って世話が焼けるよなぁ……わざわざ持ってきてやったんだから、ありがたく受け取れよな」

　やっぱり何も食べていなかったか。

　と、ノトは呆あきれながら包みを広げた。切れ目を入れたパン、ほどよく刻んだ野菜、そしてレンビアのためにとっておいたハムや魚のいい部分がズラリと机に並ぶ。

　それを見たレンビアは、くるっと笑顔になった。現金なヤツだ。

「ありがとうノト！　大好き！」

　ノトではなくハムを見ながらそう言うと、レンビアは雑然とした実験器具の底からフォークを掘り出してきた。そしてイスを引きずってきてテーブルにつくが早いか、ぱくぱくと食べ始める。

　怒られずに済んだことにホッとしながら、ノトもテーブルの反対側についた。

　レンビアの幸せそうな表情を見ていると、こっちまで幸せな気分になる。

「――ねえノト、聞いてよ」

　一方レンビアは食べ物を頬ほお張ばりつつ、細かい文字や表がビッシリ書き込まれた羊皮紙を取り出した。公的な魔法実験に用いられる、改ざんが法律で禁止された記録文書だ。

「なんだよ。また、『物質転倒テレポン』の魔法陣か？」

「『物質転送テレポーテ』よ、バカノト。もう。人類初の実験があれこれ成功してるんだから、もっとちゃんと驚いたり誉ほめたりしなさいよね」

　そう言って羊皮紙を指で弾はじくレンビア本人には、ノトと違って魔法の力は無かった。

　レンビアの肩書き――魔法陣師アラベスカとは、異世界から力を引き出す魔法陣を研究する学者のことである。レンビアは若干16歳にして王立大学院に通う、その国費奨学生だった。

「こないだ数種類の試料を『物質転送テレポーテ』させる実験をしたんだけど――その結果がおかしいのよ。転送時刻と到着時刻が全部、秒単位まで同じなの。見てよノト、これなんかひどいわ。ガルナ大学からユーラ砦とりでまでの転送結果なんだけど、到着時刻が転送時刻の１秒前になってる。これはきっと、観測した人間によるミスね。こんな不正確な状態じゃ、とてもマトモな実験をしたとはいえないわ。学会でも、きっと認めてもらえない」

　真剣な眼まな差ざしで語るレンビアの翠みどりの目に、ノトは話を聞くフリをしながら見とれていた。

　魔法陣のことを語るレンビアは、時々こうしてとても知的な表情をするのだ。

「まぁ……よ、よくわかんないけど、がんばれよ」

　正直、魔法陣の実験のことなど、ノトには難しくてよく分からない。だが、レンビアが一生懸命それを研究している姿や、真しん摯しに語る瞳ひとみを見るのは大好きだった。

　ぶっちゃけると……認めるのが恥ずかしい事だったが……

　ノトは、レンビアが好きなのであった。

　――まずなんといっても、レンビアは最近めきめきと美人になってきている。

　ぱっちりしたふたえの、ちょっとキツめの翠みどりの眼め。レモン色の金髪。口紅がいらないぐらいに健康的なチェリーピンクの唇に、家にこもる生活のせいで色白な肌。

　本人は鈍感だから気付いてないが、魔法陣師アラベスカのレンビアといったら『ちょっと変わり者だがキレイな子』ということで、この界かい隈わいでは人気急上昇中の美少女なのだ。

　外見だけじゃない。アバウトな性格のせいでいまいち評価されていないが、レンビアはとんでもなく複雑な魔法陣の法則を理解し、発展させられる天才でもある。

　元々はただの幼なじみだったのに、最近のノトはそんなレンビアのことがかなり、というか毎晩夢に見てしまうぐらい好きになってしまっていた。『恋する共感ラビン・シンパシア』だって、14、５歳の頃ころから精度も感度もうなぎ上りである。

　しかし。

　物心ついた頃から一緒にいたレンビアに、ノトはいまさら好きとは言い出せずにいた。

　それでなくても、ノトには彼女にアピールできるものが無い。

　いろんな人種が混ざる内にあれこれ平均化してしまったのか、ノトはルックスも体格もフツーで、特にこれといった長所に乏とぼしかった。運動神経だけは良いつもりなのだが、ガタイのいいヤツには何をやってもかなわない。頭がいいワケでもないし、流行にも疎うといし、稼ぎも自分一人がやっと食べていける程度しかない。

　こんな自分では、好きだなんて言ってもうまくいくハズはないだろう。

　……そんなことをぐちゃぐちゃ考えていると、気が滅め入いってきそうだったので……ノトは「そ、そんじゃ俺おれ、帰るよ」などと呟つぶやきながらイスから立とうとした。

「ノト、今夜は泊まっていきなさいよ」

　いきなりの衝撃発言に、ノトは心臓が破裂しそうなくらいにびっくりした。

　びし、と立ち上がりかけの妙な姿勢のまま硬直してしまう。

「え……あ、いや……な、なんだそれ？」

　努めて冷静を装いながら、ごぎぎぎ、と木で偶く人形のようにレンビアの方を振り向く。

　そんなノトの態度に、レンビアも今の自分のセリフが爆弾発言だったことに気付いたらしい。かああああっ、と瞬時に赤くなり、犬歯をむいて怒鳴ってきた。

「ばッ、バカノト！　ちがうわよ！　そ、そっ、そういう意味じゃなくて！　ほ、ほら、時計見なさいよ！　いくらあんたでも、こんな夜中過ぎに外なんか出歩かない方がいいってこと！　あたしは今夜もどうせ徹夜でベッド使わないから、寝室ごと貸してあげる――それで、さっき助けてもらった借りは帳消し！　いいわね？」

　あ、ああ。なんだ。そういうことか。

　そうだよな。そんな急展開、あるわけないよな。

　いつもと同じ調子のレンビアを見て、ノトは安あん堵どとも落胆ともいえない息をふーっと漏らすのであった。



　これでいい、これでいいんだ。

　ノトは、自分に言い聞かせるように小声で呟つぶやいた。２人の仲に進展がなくても、幼なじみの関係のまま、こうやってレンビアが困っている時にはときどき助けに行って……

　そんな日常がずっと続けば、それでいい。

　でも、でも。ノトはレンビアの甘酸っぱいニオイがするベッドに寝そべって、好きだ、お前が好きなんだ、と小声で繰り返してしまっていた。こんなに近くにいるのに、このたった一言がどうして言えないんだろうか。我ながらふがいない。

「あー……なっさけねーな。俺おれ…………」

　などと呟きつつ、ノトはいつしか眠りに落ちていった。

　その晩のノトはまず、レンビアと一緒に育った孤児院の夢を見た。

　ノトがまだ、守り刀の銘からとったコクガンドーという名前で呼ばれていた子供時代。

　通りすがりの吟遊詩人が、あの、月まで行く旅人の歌を歌ってくれて……レンビアと２人で、目を輝かせて聞いたっけ。

　あの頃ころはもっと、レンビアと無邪気に接することができていたのに……

　10歳の頃、ノトは二次性徴を先に迎えたレンビアを急に意識し始めてしまい、ヘンにぶっきらぼうに接してしまうクセがつき始めた。

　――初めて『恋する共感ラビン・シンパシア』でレンビアの危機を察知したのも、ちょうどその頃だった。

　あの時のレンビアは近所の広場にある高いリンゴの木に登って、降りられなくなってしまっていた。ノトが木に登ると、レンビアは泣きながら飛びついてきて――

　２人は抱き合ったまま、がさり、がさりと枝に引っかかりつつ地面に落っこちた。

　その時ノトは偶然、額ひたいの右っ側を２回も別方向から切ってしまい……×ノト字型の傷が、額についたのだった。

　……そんな思い出の夢にまどろんでいるうちに、朝あさ陽ひに目をくすぐられ――

　ノトは、目を覚ました。

　あまり、深く眠れなかったらしい。まだ早朝のようだ。

　ベッドから降りて窓を大きく開けると、通りの井戸端にはぱしゃぱしゃと顔を洗うレンビアの姿があった。朝陽に水滴をきらめかせるその姿が絵になっているものだから、ノトは朝っぱらから赤面してしまう。そして、慌あわててズボンのポケットに手を突っ込んだ。

　今日は、８月28日。28日はもう始まってしまっている。後になればなるほど恥ずかしくなるに決まってる。渡すなら、自分もちょっと寝ぼけている今しかない。

「レンビア、おはよう」

　ノトは大きく深呼吸しながら、窓辺に腰かけてくるりと身体からだを回し、路地に出た。

「おはよ、ノト。あは。ふふっ……」

「な、何だよ。なにいきなり笑ってんだよ」

　ツンとしたまつげの目を細めてクスクス笑い出したレンビアに、ノトは眉まゆを寄せる。

「あんた、寝言であたしの名前呼んでたわよ？」

「なっ!?」

　ずざ。

　ノトは真っ赤になり、後ずさった。

「やーらしー。なんの夢見てたんだか……？」

「お、覚えてねーよ！　っていうかそんなこと、お前に関係ないだろ！」

　なんでか嬉うれしそうにからかってくるレンビアに、ノトは逆ギレで返す。

「関係あるわよ。呼ばれてたんだから。ど・ん・な・夢、見てたのよ？」

「うるさいッ！」

　ノトは怒りまかせにポケットから小箱を取り出すと、レンビアに突き出した。

「……なによこれ？」

　キョトンとするレンビアの胸の上に、ノトは箱を押しつける。

「やるよ。今日――お前の誕生日だろ？」

「あ！」

　ようやく思い出したらしく、レンビアは翠みどり色いろの瞳ひとみを丸くしながら箱を受け取った。

　ぱか。フタを開けたレンビアは、えっ……と小さな声をあげる。

　――そこにはレンビアの瞳と同じ色をした、三日月型のペンダントが輝いていた。

「こ、これ……色ミスリルじゃない？」

　さすがレンビア。一目で見抜いてくれた。

　そう、これは金より希少な金属『色ミスリル』でできたお守りなのだ。

　色ミスリルには青ミスリル、赤ミスリルなどいろんな種類があるらしいが、緑のミスリルには強い魔よけの効果があると言われている。

　そして……ノトの意図はもう一つあった。ガルニアには、『好きな異性にペンダントを渡し、長い時間をおいてから返してもらうと恋が叶かなう』という言い伝えがあるのだ。

　レンビアがそれを知っているかどうかは分からなかったが、まずは誕生日にかこつけてでもペンダントを渡さなければ、願掛けが始まらない。

「い……いいの？　こんなもの、もらっちゃって……」

　レンビアは、レンビアにしては珍しく素直に感激したような顔をしていた。

　いつもつんけんしてる彼女がこういうカワイイ表情をしてくれると、ノトはそれだけであげた甲か斐いがあったような気分になる。

「いいんだよ。気にすんな」

「でも、これって……どういう、イミ？」

「イミって、そりゃあその、だから誕生日にやるってことだよ」

「でもこれ、あんたの月の稼ぎの……３か月分ぐらいしたんじゃない？」

「気にすんなってば。お前の目と同じ色してたから、衝動買いしただけ。他意は無いっ」

　ホントはありまくりなのだが、ノトは恥ずかしさに耐えきれずちょっと強く出た。

　レンビアはまだギクシャクとペンダントとノトとを交互に見ていたが、

「へ、へえー……じゃ、じゃあ、もらっといてあげる！」

　と、なにげにめちゃめちゃ嬉うれしそうにペンダントを首からさげてくれた。

　それを見て、ノトも内心小さくガッツポーズする。

　さあ、これからだ。何年もかかるかもしれないが……いつか立派な男になって、勇気を出せる日が来たら……ペンダントの言い伝えの話をして、返してもらおう。

　そしたらきっと、２人は……



　――その時。



　ノトは、雷で打たれたかのように身体からだを伸ばした。

　鳶とび色いろの目を、大きく見開く。

　ドクン、ドクン。

　自分の心臓が、どんどん鼓動を速めていくのが分かる。

「……ちょ……ちょっと待てよ……なんでだッ!?　どうして、こんなことが!?」

　膝ひざが、震え出す。

　絶叫しそうになるのを、必死にこらえる。

「……ノト？」

　レンビアの声に弾はじかれるようにして、ノトは駆け出した。

「ノト！　ノト！　どうしたのよ！　ノトーっ！」

　異常事態にようやく気づいたレンビアの声が、背中を追ってくる。

　だが、止まるわけにはいかない。

　絶対に、止まってはいけないのだ！

　全力疾走に息が切れる。道を行く誰だれかにぶつかって倒してしまった。何かを蹴けり飛ばした。でも、振り返ることすらしてはならない。そんな場合じゃない。

　いくつもの通りを狂ったように駆け抜けて、ノトはこの街で一番高い時計台の塔に飛び込んだ。

　階段を上り、上り、上り――

　ノトは時計台のてっぺんまで駆け上がると、地平線に沈みつつある月を睨にらみつけた。

「な……なんでだ!?　なんで、こんなことが……うぅっ……そんな……そんなッ！」

　喉のどの奥から、声にならない声が滲にじみ出る。

　感情が瞬時に張り裂けて、大きく見開いた目から、涙がとめどなくあふれ出る。

　どれだけの時間、そうしていたのだろう。

　ノトのもとに、レンビアが追いついてきた。

「ノ、ノト……！　ど、どうしたのよ！　急に！」

　問いかけるレンビアの足元に、振り返ったノトは倒れるようにうずくまった。

　床板に爪つめを立て、絞り出すような声で嗚お咽えつする。

　ああ、想おもいを、言葉にできない。

「レンビア……俺おれ、どうすれば……！　どうすればいいんだよッ!?」

　満月が聖堂の脇わきをかすめるように、遥はるか西に霞かすむ闘とう神じん山さん脈みやくへと没していく。

　ノトは涙と鼻水でぐしゃぐしゃになった顔を上げ、やっとの思いでこう言うのであった。

「俺……月に、行かなきゃ！」
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　頭が、朦もう朧ろうとする。

　暑い。暑い。とにかくそれしか考えられない。

　だが、耐えるしかない。耐えろ。今はただとにかく、何としても、耐えるんだ。

　自宅の屋根裏部屋で、ノトは気を失いそうな自分に何度もそう言い聞かせていた。

「……ノト……ホントにいいの……？　ホントに大丈夫なの……？」

　ナキアミがこわごわ厚手の壷つぼのフタを開けると、室温がまたじわりと上がる。

　壷の中に入っているのは、階下の石窯で真っ赤に熱してきた石だ。

「ああ……もう、汗が出なくなってきたからな。もっと暑くしないと、ダメだ」

　ノトはベッドの上で両りよう膝ひざを抱えたまま、乾ききった自分の肌に爪つめを立てた。

　もう、室温は水が沸騰してしまいそうなほどに高い。ナキアミの額ひたいから落ちた汗は、木の床に落ちるなり蒸発して消えていった。

「ノトー！」

　階下から、声が聞こえてくる。

　ノトとナキアミは、揃そろって屋根裏部屋の木戸を見た。

「ノトあんた、町でウワサになってるわよ？　引っかけ屋クリツパーもノト屋も休業しちゃったって聞いたけど……どうしたのよ、病気でもしたの？」

　ノックもなく木戸を開けてきたのは――レンビアだった。

　どうやら、ノトの様子を見にきたらしい。

「……うっ……な、なにこれっ……!?」

　室内の異様な熱気に、レンビアは元々大きなその目をさらに見開いた。

　ノトは無言のまま、視線だけをレンビアに向ける。

　レンビアは絶句しながら屋根裏部屋に入ってくると、中に立っていたナキアミとはち合わせした。ちら、ちら、と長い耳とシッポを見てから、ちょっと口を尖とがらせる。

「……あんた誰だれよ」

「……あなたこそ、誰ですか」

　ナキアミはゆるく握った手を胸にあてて、ちょっと怖がるように聞き返した。

　乙女チックなその動作に、レンビアはなんだかいらっとしたような顔をする。

「あたしはレンビア、ノトの友達よ。――ねえノト、これ、あんたのカノジョ？　っていうかあんたたち、こんな暑い部屋に閉じこもって何やってんのよ？？」

　レンビアの質問には答えず、ノトは険けわしい顔つきでその背後を指した。

「戸を閉めてくれナキアミ！　室温が、下がる！」

「……ねえ、もうやめようよ……お水だけでも飲もうよ、ノト、もう５日も何も口に入れてないし……それに、試験はあさってだよ？　間に合うわけないよ、無茶だよ……」

　レンビアが開けっ放ぱなしにしていた木戸を閉めながら、ナキアミは半べそ声で言った。

「無茶でもなんでも、やるしかないんだ。体重１００リッブラを切らなきゃ、試験すら受けられない」

「１００リッブラ!?」

　ノトのセリフに、レンビアがチェックのスカートを翻ひるがえして振り返る。

「ノトあんた、１００リッブラって、45・６キラグラモよ!?　子供みたいな重さじゃない！　いくらカノジョができたからって、そんなムチャなダイエット――」

　と言いながら、レンビアは何かにピンときたようにレモン色の眉まゆを上げた。

「…………試験…………体重１００リッブラって、あんた、もしかして……このあいだ言ってた『月に行かなきゃ』って……あれ、本気だったの……!?」

　――月。月面踏破計画。

　最近ガルナの街で話題になっているあの冒険のことは、レンビアも知っていたらしい。

　それにノトが参加しようとしていると知って、目をぱちくりさせている。

「――えっ!?」

　さらにレンビアは、室内にある戸棚を見て声を裏返らせた。

「これ、『天央樹イエーサーの青葉』じゃない！」

「いぇーさーの……あおば？」

　驚いて戸棚からその葉っぱを取るレンビアに、ナキアミがしっぽを？形にして尋たずねる。

「……『天央樹イエーサーの青葉』ってのは、異国の霊木から採れる枯れない葉っぱよ。強い魔力を含んでるから、長旅に出る魔法使いとかが非常用に買うんだけど――こんな状態のいいヤツだったら、50金アダガはくだらないわ。ノト、あんたこれどうしたのよ？」

「蓄えで買ったんだ。元の所に戻しておいてくれ」

「あんた……ついこないだ、『何年もかけてやっと50金アダガ貯ためた』って自慢してたじゃない！　それを、こんな葉っぱ一枚に使って……ほんとに、どうしたっていうのよ……!?」

　ノトの常軌を逸した行動の数々に、レンビアは半なかば唖あ然ぜんとしながら尋ねてきた。

　だが――

　ノトは、何も、答えない。



　運命の９月３日・風ふう曜よう日びは、爽さわやかな快晴の朝で始まった。

　その晴天の下、ガルニア軍の練兵場はまるでお祭りのような騒ぎになっていた。宙士選抜試験の会場に指定されたここに、王国中から数百人もの志願者が集まったのである。

　練兵場の入口には天てん秤びん式の体重計が設置されており、係の兵士が志願者たちの体重をチェックしていた。げっそりと痩やせたノトはそこをジャスト１００リッブラでなんとか通過すると、まずは一安心とばかりに壁際のベンチに陣取った。左右には余裕の89リッブラで通過したナキアミと、付き添いのレンビアが心配そうな顔で腰を下ろしてくる。

　ぱかっ。と音がしたので右を向くと、そこではレンビアが木のお弁当箱を開けていた。

「ほら……お粥かゆ。体重審査が終わったら食べてもいいって、係の人が言ってたわよ」

　見れば、スプーンを持つレンビアの指や手には包帯があちこちに巻かれている。

「お前が作ってくれたのか」

「……きょ、今日だけだからね？」

　恥ずかしそうに目を逸そらしながら、レンビアが言った。

　どうしてお粥かゆを作る過程でケガができるのかは謎なぞだったが、シチューを作ろうとして鍋なべを爆発させた前科もあるレンビアだ。深く考えないようにしよう。

「ノト、絶食したあとはいきなり食べちゃダメなんだよ。まずは人肌のお水にしなきゃ」

　と、左からは、ナキアミが懐ふところで温めていた竹の水筒を渡してくれる。

　なんだかレンビアとナキアミが一瞬ありえない形相で睨にらみ合ったような気がしたが、ノトは食べ物も水も欲しかったのでとりあえず両方ともいただいた。

（まずは、状況を把握しないとな……）

　試験は、昼までに受ければ良いことになっている。なのでノトはギリギリまでここで休み、少しでも体力を回復させながら会場の様子を観察することにした。

　会場にひしめき合う志願者たちは、厳しい体重制限のせいかほとんどが女だった。男も少しいるがみんな小粒で、ノトのように標準的な身長の者はいない。

　これなら体力試験は有利に進められそうだぞ、と試験場の方を見て……

　その奇妙な光景に、ノトは思いっきり眉まゆを寄せた。

　そこでは――志願者たちが回転イスで縦や横にぐるぐる回されたり、壁際に逆さ吊づりにされたりして、ガマン大会のようなことをやっていたのだ。

　……あれが、月面踏破のための体力試験だというのか？

「なによあれ……バッカみたい！　あんなのただの、拷問じゃない！」

　試験場の様子を見たレンビアが、呆あきれたように言う。

「あんなのが試験だなんて、バカにしてるわ！　月に行くのと、なぁーんの関係もない。どうせ筆記試験だってロクなもんじゃないハズよ。なにか聞いてないのナキアミ？」

「え。えっと……筆記試験は、空気を半分ぐらい抜いたお部屋でやるっていう噂うわさだったよ。ものすごくいっぱいの計算問題を、ずーっと解くんだって」

　空気を半分抜いた部屋？

　ナキアミの話に、ノトとレンビアは揃そろって首を傾かしげる。

　海に潜もぐる仕事ならともかく、月をめざす宙士試験で、なぜそんなことが問われるのか。

　これも、全く意味が分からない。

「ノト、帰るわよ。こんなワケの分かんない人体実験、つきあってらんないでしょ。それに、こぉーんなにたくさん志願者がいるのよ？　どうせ選ばれやしないわよ」

　そう諭さとしながら立ち上がったレンビアに、ノトは鋭い目で応こたえた。

「ダメだ。拷問だろうが人体実験だろうが、俺おれは、通るしかない」

「なによそれ」

「俺は、月に行かなきゃならないんだ」

　毅き然ぜんとそう言い放はなったノトに、レンビアはキッと眉を吊り上げた。そして腰に手をあて、腹立たしげに何かを言いかけたとき……

　きゃあきゃあ、という黄色い声を上げながらの一団がノトたちの方へ流れてきた。

　見れば、いかにも冷やかしで来ましたという感じの派手な女の子たちが、誰だれかを囲んでエキサイトしまくっている。

「？」

　振り向いたノトたちに、その一団の中から一人の男性がよろけ出てきて……

　どしん。

　と、レンビアにぶつかり、押し倒してしまった。

「だわっ!?」

　嫁入り前の女の子とは思えない声を上げながら、レンビアは盛大に尻しりもちをつく。

　膝ひざを立ててコケたものだから、短いスカートの中身が大公開されてしまう。

　白。水色。白。水色――なんでまた、しまパンなのか。

　ていうかレンビアが倒れるとき、何やらしっぽのようなものがサッとスカートをめくったような気もしたが、一瞬のことだったのでノトにはよく分からなかった。

「すっ、すみません、すみません！　おケガはありませんか!?　って……レンビア君？　キミも、宙士試験を受けに来たのですか？」

　レンビアとぶつかった男は、彼女の手を取って優しく起き上がらせる。

　彼の目は彫りが深く、ガルニアでは最も高貴と言われる濃紫ヒースの瞳ひとみをたたえていた。高い鼻、亜麻色の長髪、スラリと高い背丈――男のノトでも見とれてしまいそうなぐらいの、完かん璧ぺきな美男子である。年齢は、二十歳はたち過ぎといったところか。

「ルっ――ルージーン筆頭魔導プリモ・マツギ様!?　たっ、大変失礼しました！　い、いえ、これはその、あたしの友達が受けにきたので、その付き添いを。あはっ、あはあはあは」

　急にわたわたと挙動不審になりキヨドりながら、レンビアが背筋を伸ばして愛想笑いする。

　今さら慌あわててスカートを押さえているが、それは遅すぎだろう。

「……いやだなぁ、そんなカタい呼び方しないで下さいよ。『物質転送テレポーテ』のレンビア君」

　ルージーンなんたらと呼ばれたその長身の男は、レンビアの元気っぷりに少し安心したかのように微笑してみせた。きらり、と白い歯がまぶしくのぞく。

「レンビア君のお友達さんたち、僕はルージーンと申します。どうぞよろしく……」

　子供に話しかける神父のような口調で、ルージーンはノトとナキアミに握手を求めてきた。あまりにも完成されたその優男っぷりに、ノトはただ無言で握手に応じる。そして、女の子たちにまとわりつかれながら去っていく彼をぽけーっと見送るのであった。

「……あれ……誰だよ。知り合いか？」

　ノトはちょっと不機嫌になりながら、レンビアに尋たずねる。

　すると、まだルージーンを目で追っていたレンビアはくるっと振り返った。

「ノト、あんたルージーン様を知らないの!?　ちょっとぉー。自分の国のお大臣さまぐらい、知っときなさいよね！

　筆頭魔導プリモ・マツギさまっていうのは、宮廷魔導師のリーダー。王宮を護まもり、王家の祭事を取り仕切る、雲の上の存在よ。特にルージーン様は魔法陣学の振興にもご熱心で、学会の議長も務めてくださってるの。あたしたち魔法陣師アラベスカにしてみれば、もう、神様みたいな存在よ？

　でも……彼、なんでこんな所にいるのかしら。宮廷魔導師たちは、月面踏破のこと、すっごく批判してたのに……」

「へー……」

　興奮気味に語るレンビアに半分不愉快な気持ちになりながら、ノトは心のもう半分で密ひそかに安あん堵どの息をついていた。

　あの筆頭魔導プリモ・マツギとやらのおかげで――どうやら、レンビアも少しはこの宙士選抜試験に興味を持ってくれたらしい。

　とりあえずはなんとか、ジャマされずに済みそうだ。



　入場時間を回り、お昼ギリギリまで休憩していると、とりあえずノトは人ひと心ごこ地ちついた。

　さて、そろそろ試験を受けに行くか……と、立ち上がったとき。

　くいくいっ、と、ナキアミにシャツの袖そでを引っ張られた。

「ノト、ヘンなのがきた」

　ナキアミが指さしたほうを見ると、試験場に、奇妙な乗り物が入ってきていた。

　その乗り物は一見馬車っぽい見てくれなのだが……馬が、ついてない。

　でも動いている。いったい、どうやって動かしているのだろうか。

「な、なんだアレ……？」

　鎧よろい兜かぶとを着込んだ人物が運転するその乗り物に、ノトは目を丸くした。

「あれ……自動馬車バツギエよ。大学院で、絵を見たことがあるわ」

　興味津々といった目つきで、レンビアが言う。

「魔法の乗り物か？」

「ううん。科学の乗り物よ」

「カガク……？　ああ、あの、『旧文明』のアレか」

　レンビアの言葉に、ノトは教会で聞いた聖伝サンクトの一節を思い出す。

　――はるか昔、この地上には旧文明と呼ばれる文明があった。

　旧文明は魔法の代わりに科学という技術でけっこう栄えていたらしいのだが、戦争だか環境破壊だかで滅びてしまったらしい。

「でも、その旧文明の乗り物が……どうしてここで走ってるんだ」

「あたしに聞かないでよ。でもほら、むかし新大陸パーゲイアで旧文明の遺跡が見つかったっていうんで、出土品が飛ぶように売れたブームがあったじゃない。結局どれもこれも使い方が分からなかったから、すぐ下火になっちゃったけど……あれを、いまだにずっと研究してる人もいるらしいのよ。うちのレドライアス大王も、科学オタクだってウワサだし」

「ってことはあれは、旧文明から掘り起こした骨こつ董とう品ひんか。動くもんなんだなぁ」

「ううん……旧文明の道具は、太古の地層から出てくるのよ。動くモノは一個もないわ。だからあれは多分、半分科学・半分魔法の……レプリカってとこじゃないかしら」

「？　？　？」

「科学の道具は、まだその製法や用途がほとんど解明されてないの。だから、科学の研究家はまず出土品を分解して、それぞれの機能を推理するのよ。そしてその機能を果たせそうな魔法の道具をうまく併用しながら、複製品を作っていくの。ものすごく、お金がかかるらしいけど……」

　レンビアの説明に、ノトはふーんと鼻を鳴らす。

　科学――なんだか、いまいち印象の良くない技術である。

　だいたい馬車を走らせたいのなら、馬に引かせればいい。なのになんでわざわざ高いお金をかけてそんな古代の道具のコピーを作るのか。一言で言って、もったいない。

　そんなノトの思いをよそに、鎧よろい兜かぶとの人物は馬無し馬車を会場の中央辺りに停とめ、ひらりと運転席から降りた。

　そして後部座席に積んであった太い金属製の柱のようなものを取り出してくると、自分の背丈ぐらいあるそれを、これまた金属の支柱で何かの記念碑のように地面に立てる。

　がぽ。中の人は兜かぶとを外すと、長い銀髪をファサッとやった。

　おっ、と、ノトは目を丸くする。

　女だ。それも若い。年の頃ころは自分たちよりちょっと上ぐらい……18、９に見える。

　志願者たちがその女の方に集まっていくので、ノトたちも会場の中央へと移動した。

　ニコニコしながら女の傍かたわらに歩み寄ったのは、さっきの色男――ルージーン筆頭魔導プリモ・マツギだ。

「いやーどうもサベラさん。今日は天気も良くて、打ち上げ日和びよりですねぇ。で、今回はどのくらい飛ばすんですか？」

「高度12キラメテだ。今回はノズルの合金比率を変えて強度を上げ、液体清素シルフエンと液体爆素ヒドランの質量も適切な範囲内に収めたからな」

　男おとこ喋しやべりで答えた鎧よろい女おんなのセリフに、ノトは眉まゆを寄せた。

　やっぱり、あの女は科学者なのだ。どうやら宙軍は、科学などというアヤシイものと関係した、うさんくさい団体らしい。

　女は高いヒールの鉄靴で車の上にのぼると、その切れ長の目で周囲の志願者たちをぐるりと見回した。その意志の強そうな紅あかい瞳ひとみは、まるで鷹たかのように鋭く美しい。

　彼女を見た志願者たちの間から、ため息のような声が漏れ聞こえてきた。

　銀と白で統一した鎧よろいによく似合う、真っ白な肌。きちんと紅を差した、薔ば薇ら色いろの唇。

　そして、白雪のようにきらめく銀髪。

　そんな美び貌ぼうの鎧女はぐいっと腕を組み、胸を張ると、

「私が、サベラ宙将軍であるッ！」

　よく通るカッコイイ声で、会場中に宣言した。

　練兵場は一気に盛り上がり、きゃあー！　と、女子たちからは黄色い歓声が沸き起こる。

「そして僕が、勅命にて参謀職を仰おおせつかりました、ルージーンです」

　車の傍かたわらに立ってうやうやしくお辞儀をしたルージーンにも、会場はきゃあきゃあと別の意味で盛り上がっている。

「……こらこら。君たち、宙士アストロになりに来たんでしょう？　僕、災害を起こしたり人を呪のろったりするのが大得意なんです。ちゃんと試験に集中しない子は、呪っちゃいますよ？」

　モテモテのルージーンは、その甘いマスクで冗談めかした事を言う。

　その言葉に、むしろ女子たちは「きゃあー呪って呪って！」などと余計に喜んでいる。

「あは。困っちゃいますね、こういうのも……」

　苦笑いしてそう語りかけるルージーンに、サベラ将軍は苛いら立だったように片かた眉まゆを上げた。

「お前もお前だ。もう２３０歳にもなるのだから、少しは落ち着いた姿を選ばんか」

「ちょっとちょっと、こんな所で歳としをバラさないで下さいよ！　呪いますよ!?」

　ノトとナキアミはルージーンの常識外れな年齢に目を丸くしたが、会場の人々はみな驚くどころか２人のやり取りに笑っていた。

　このルージーンが不老の魔導師だということは、どうやら周知の事実らしい。

　しかし……とノトは眉まゆを寄せた。

　この２人が、将軍と参謀とは。なんだか想像していたのとはかなり違う。

　本当に月に行けるのか、早くも少し不安になってきた。

「――それにしても、だ！　私は嬉うれしいぞ！　天下太平のこのガルニアに、未いまだ、これだけの勇者がいたとはなッ！」

　サベラ将軍は気を取り直したかのように叫ぶと、精せい緻ちな飾りの短剣を抜いて掲げた。

　美人に褒ほめられて嬉しいのか、会場はまたわあわあと勢いづく。

「人類の歴史は、開拓の歴史である！　我々は太古の昔から、山を越え、海を渡り、人間の領域を拡ひろげてきた！　そしていま、ついに星の世界へと踏み出す時がやってきたのだ！　諸君はその、史上初の宙士アストロを目指す勇者たちである！　私はその勇気に応こたえて、今日ここに、諸君を月へ運ぶ乗り物の模型を持ってきた――それが、あの銀の塔だ！

　あれこそが、旧文明の遺品を元に作った、ロケットと呼ばれる科学の火矢である！」

　サベラが短剣で示したさっきの金属柱を見て、志願者たちはどよめいた。

　あれは、月へ行く乗り物の模型だったのか。

　ノトたちも実は、今の今まで宙士アストロがどうやって月に行くのかは分からずにいた。たぶん飛竜ワイバンか何かに乗っていくんじゃないかと考えていたが、どうやら大ハズレのようだ。

「というわけで、ここで諸君らの胆力を抜き打ちテストさせてもらう。既に試験を受けていようといるまいと、この会場から逃げ出した者はその時点で不合格となる。いいな？」

　いきなり妙なことを言い出しながら、サベラは腰に提さげていた懐中時計を見た。

　そして「20、19、18……」と数を数え下げつつ、ロケットとやらから小走りに離れる。

「あー、そこのキミ。あんまり近付いてると、死んじゃいますよ？」

　何やら黒い色メガネをかけながらのルージーンが、ノトにやんわりと言う。

　ノトは眉まゆを寄せた。

　死んじゃう？　俺おれがか？　なんだそれ。

「よーし、ではお前たち、とくと見ろ！　これが――『ロケット』だ！」

　叫んだサベラが再び兜かぶとをかぶり、面めんあてをガシャンと閉めたところで――

　ロケットが、その下部から勢いよく白煙を噴き出し始めた。

　何が起きたのか分からないままの一同が目を見張った次の瞬間、



　ドドドオオオオオオオオオオッッッ！！！



　生まれてこのかた聞いたこともないような轟ごう音おんが、志願者たちの耳をつんざいた。

　ロケットが爆炎を大地に噴き出して、勢いよく飛び上がったのである。

　魔竜が吼ほえるようなその爆音に、会場は阿あ鼻び叫きよう喚かんの渦となった。

　レンビアはノトの背後にひっくり返り、ナキアミはシッポを縮ませて、ぺたん、とその場に座り込んでしまう。

　音だけではない。会場には、焼けついてしまいそうに熱い煙が一気に広がっていった。

　志願者たちは泣き叫びつつ、地獄と化した練兵場から我先にと逃げ出していく。

　不合格になりたくない一心で会場に踏みとどまった者もそれなりにいたが、みんな目を閉じ身を寄せ合って、口々に亞大陸六神フアステスマ・セイに命いのち乞ごいの祈りを捧ささげている。

　その、大パニックの中。

　ノトは――一歩も、退ひかなかった。

　危険なほどに熱い噴射煙の中で、天高く飛んでいくロケットの光を睨にらみつける。

　なんという、なんという激しい炎だろうか。

　あれが、科学の力か。

　ロケットという旧文明の道具は、ノトが知るいかなる火よりも、おとぎ話で聞いた龍りゆうの吐く炎さえもしのぐ、信じがたいほどに猛烈な火炎を噴射していた。

（なるほど――あれなら確かに行けそうだ――――月に！）



「まあ、こんなものか」

　兜の面当てを開けると、サベラは煙の薄くなってきた練兵場をその紅あかい瞳ひとみで見回した。

　数百人いたはずの志願者たちが、あっという間に半分ほどになっている。

　だがまあ、覚悟のないクズを一気に足切りできたのだからそれはそれでいい。

　残った志願者たちを見回すと……どいつもこいつも、壁際で泣きそうな顔をしている。

　あんなやつらはいらない。

　もう少し、追い打ちをかける必要がありそうだ。

　サベラは会場全体をぎろりと見回すと、短剣を掲げて飛行中のロケットを指した。

「諸君が乗る月行きのロケットは、今の模型の３００倍の大きさを予定している！」

　その言葉に、志願者たちの間からえぇーっ！　という驚きの声が上がった。

「月へ向かう際の最終的な速度は、秒速11・２キラメテ！　このガルナの街を１秒で横断し、まだまだお釣りが来るスピードだ！　それに乗って３日３晩の時を過ごせば、そこはもう月面である！　どうだ、胸の躍おどる話だろう！　ほらどうした！　返事がないぞ！」

　煽あおるように叫ぶと、恐れをなした志願者たちがまたぞろぞろと逃げ出していく。

　それでもまだ、会場には３００人ほどが残っていたのだが――

　ドド……ン…………

　遥はるか上空で、ロケットが遠雷のような異様な音を上げた。仰ぎ見ると煙の軌跡が２つ、３つに分裂し、それぞれ山岳地帯の方にぐにゃっと曲がって落ちていく。

「むッ――ダメだったか」

「あーあ。これで、38回目の失敗ですね。でもまあ、街に落ちなかったから良しとしましょうか。あははは」

　ルージーンが、黒い色メガネを外しながら苦笑いした。

　サベラは眉まゆを寄せる。お前、ここは、笑うところか。

　ふくれっ面で会場に視線を戻すと、爆発を見た志願者たちがまた出口に殺到していた。

　会場に残る者の数は減って、減って、減っていき――

　１００人ぐらいになった。

　それもみんな、怯おびえるような目でお互いの顔を見合わせている。

　なんだ、どいつもこいつもフヌケどもめ。

　お前たちは本当に宇宙に行きたいのか！　と、サベラが怒鳴ろうとした時――

「サベラ将軍」

　――自分を呼ぶ声に、気付いた。

　サベラは会場の中央、打ち上げ地点の方に振り返る。

　まだそこに白く残る噴射煙の中から、声が聞こえてきたような気がしたのだ。

　目を細めてそっちを見ると、一陣の風に煙が晴れていき……

　額ひたいに×ノト形の傷のある少年が、現れた。

　どうやらコイツ、ずっと、そこに立っていたらしい。

「将軍、１つだけ聞かせてくれ……あんたのロケットは、半年以内に月に行けるのか？」

　×ノトは、鋭い目つきで不敵にもそう尋たずねてきた。

　鬼気迫る何かをみなぎらせたその眼めに、サベラの胸は熱くなる。

　そうだ、その眼だ。

　私はそれが見たかったのだ。

「――ああ。月ロケットは、冬までの打ち上げを大王陛下にお約束している」



「んもうバカノト！　さっきのロケット、なんであんな近くに立ち続けてたのよ！　ていうかあんな危ないモノに乗ろうだなんて、正気じゃないわよ！　おかしい!!」

　体力試験と筆記試験を終えたノトに、レンビアがぎゃんぎゃんと叫ぶ。もう日はとっぷりと暮れ、空にはちらちらと星がまたたき始めていた。

　あれからノトたちは例の奇妙な体力試験を行い、妙に息苦しい部屋で筆記試験をやらされ、さらに医者に全身をくまなく検診されていた。合格者の発表は今夜遅くに行われるということだったので、今は練兵場の片隅に座って発表を待っているところだ。

「どんな物か、見ておきたかったんだ。本当に、月に行ける乗り物なのかどうか……」

　呟つぶやくように言って、ノトは中庭の外壁の上に昇ってきた月を睨にらみ付けた。

「だーかーら、あんたはなんで月なんかに行きたいの！　いいかげんに理わ由けを話して！」

　がう！　と犬歯をむいて怒るレンビアに、ノトは沈黙で答える。

　２人はもう幾度となくこのやり取りを繰り返しており、最近はやっとレンビアも理由を聞いてもムダだということを学習してくれたらしかった。ぶっすぅー、と膨れると、それ以上はなにも聞かずにぷいっとそっぽを向く。

「……ふえぇ……」

　泣き声に振り向くと、２人から少し離れた所ではナキアミが小さくしゃがみ込んで泣いていた。見れば、どこからか棒きれを拾ってきて穴を掘っている。

「ナキはやっぱりダメな子なんです。どうせドジでのろまでグズなカメなんです。お父さんお母さんごめんなさい。ムラのみんなごめんなさい。ごめんなさいごめんなさい」



    

  
    
      



    

  
    
      　落ち込むのも分からないでもない。ナキアミは回転椅い子すで嘔おう吐とし、逆さ吊づりの途中で気を失い、体力試験のほとんど全項目で最低の成績を記録していたのである。

　あれでは、まず不合格は間違いないだろう。

　ちなみにロケット試射の際のナキアミはちゃんと会場に残っていたのだが、それも腰を抜かして逃げられなかったからなのであった。

「で、なんで穴なんか掘ってんのよ……？」

　レンビアが尋たずねると、ナキアミは上目遣いに２人の方を見てはらはらと涙を流した。

「こんなダメなナキはもう埋まりますっ。穴を掘って埋まって死んだ方がいいんです！」

「ちょっ……なによその個性にあふれた自殺法……！」

「お、おい、ほら、やめろよ」

　ノトが棒きれを取り上げようとすると、ナキアミはみゅーみゅーと抵抗する。

　その傍かたわらで、レンビアがやれやれと腕組みをしてため息をつく。

　ガルニア軍の鐘しよう楼ろうが、そんな３人を呆あきれたように見下ろしていた。



　その――鐘楼の下。刀剣や甲かつ冑ちゆうを飾った宙将軍室で、サベラは体力試験の結果をまとめた書類を精査していた。折り目正しく机について、ストレートの紅茶を一口すする。

　向かいでは、ルージーンがソファーにゆったりと掛けて筆記試験の結果をぱらぱらめくっていた。手にしているのは、ここまで甘ったるいニオイが届きそうなミルクティーだ。

　受験番号７１１番……ノトの試験結果を見て、サベラは破顔した。

　抜き打ち試験の時、ロケットの噴射煙の中に立っていたアイツだ。

　記録を見ると、体力試験の成績は見事に１位である。

　だが、それよりも――

　と、サベラは煙の中からこっちを見つめていたノトの表情を思い出す。

　いい眼めを、していた。

　まるで、お兄様のような……

「新天地を目指す人間の眼は、ああでなければいけないのだ」

　うなずきながら、独ひとり言をつぶやく。

「なにがですかぁ？」

　羽根ペンを手に持ちながら、ルージーンが間の抜けた声で尋ねてきた。

　サベラはそれには応こたえず、イスから立ち上がって彼に近寄る。

「どうだ、筆記試験そつちは」

「ええ、いま正答数を見てるんですけどね。まぁ、50問正解が合格ラインってとこですね。この子は52問。まあ合格。こっちは37問。ちょーっとダメかな」

　言いながら、ルージーンは受験者たちが解答した問題集を選より分けていく。

　問題集は魔法仕掛けの本になっており、彼が念じると表紙に得点が浮かび上がるようになっていた。

　……と、その手が、ぴた、と止まる。

「え……あっ、ちょっと待って下さい。１０００問。全問正解者がいますよ」

「なんだって!?」

　サベラは眉まゆを寄せた。

　筆記試験では志願者たちを心理的に圧迫するため、無意味に分厚い問題集をやらせていた。冒頭の１００問程度を息苦しい減圧室でどこまで正答できるかで、精神力を見るのが狙ねらいである。全問正解など、全くの想定外だった。

「受験番号７１２番、ナキアミ。ふーん。あのカワイイ耳をした、ラタラ族の子ですか」

「ラタラ族？」

「ええ。ガルニアで最も標高の高い山岳地帯に住む、少数民族です。もともと空気の薄い高地に住んでたから、減圧にもけっこう耐えられたのかもしれませんね」

「いや、そうは言ってもな……こいつ、最後の方の10桁けた×10桁の乗算も１００問全部できてるぞ。これはきっと、不正だ！」

「いいえ。それは絶対ありえません。この問題集には、僕がちゃんと魔法で鍵かぎをかけていましたからね」

「……その魔法、確かなのか？」

「うっわ、筆頭魔導プリモ・マツギを疑うんですか？　そんな失礼な人は、呪のろっちゃいますよ？　はい、肌着でうろうろし続ける呪い、腰ミノいっちょで踊り続ける呪い、露出狂になる呪い、どれがいいですか？　呪いにはこの本と同じ魔法の鍵をかけてあげますから、解除できる魔導師を探してみればいいですよ。ま、一生かかっても見つからないでしょうけどね！」

「……なんだか呪いの種類が偏かたよってる、というか最後の１つが前者２つを内包しているような気がするんだが……ああ、分かった。信用する。信用するから三白眼になるのはよせ」

　頬ほおを引きつらせながら、サベラは手を振ってルージーンをなだめる。

　ルージーンはわざとらしくため息をついてから、悩ましげにナキアミの問題集を取った。

「それにしてもこの子……１問解くのに、たったの３秒ですか……」

「という事は、大アタリかもしれんな。いきなり見つかったぞ――人間計算機カリキユラトリエだ！」



　深夜――たいまつで明るく照らし出された練兵場に、１００人ほどの志願者たちが再集合していた。宙士試験の合格発表を聞きに来たのである。

　颯さつ爽そうと踏み台に上がったサベラ宙将軍が、勇ましい目つきで受験者たちを見回す。筒のように巻かれた羊皮紙を持ったルージーン参謀が、その脇わきに立った。

　ああ、とノトは祈るような思いでその紙を見つめる。

　きっとあの紙に、合格者の名前が書いてあるのだ。

　きゅ。隣のナキアミが目をつぶって、震える手でノトの袖そでをつかんできた。

「ありがとう！　まずはお前たちに、心からの礼を言わせて欲しい。今夜ガルニア宙軍は、あの月を目指す名誉ある宙士アストロたちを選抜した。だが私は、選ばれなかった者たちも含めて、ここに居る全員が自らの勇気を誇って良いと思う。

　――広大な宇宙を志し、初めて見る科学の火にも退ひかなかった勇者たちよ。

　今から読み上げる２名の宙士アストロの名を称たたえ、どうか、祝福してやってほしい！」

　２名というサベラの言葉に、会場はざわついた。

　たったの、２人。

　それだけしか、選ばれなかったのか！

「じゃあ、合格者を読み上げますね」

　ルージーンが、しゅるり、と羊皮紙を巻くリボンを解ほどいて紙を広げた。

「まず１人目……ハイランド出身……ラタラ族の、ナキアミさん！」

　その声に、会場がざわついた。

「えっ……えっ!?」

　選ばれた本人が、一番意外そうな顔をしている。

「ナキアミ……！」

「ノト、ど、どうしよう……ナキ、通った。通ったよ……！」

　ナキアミは大きなお目々をもっと大きく見開いて、信じられないといった表情でノトに振り向いた。正直、ノトも半信半疑である。でも、確かにナキアミが呼ばれたのだ。

「ほら、ほらっ、早く将軍たちの方へ行きなさいよっ」

　レンビアに背中を押されて、ナキアミはぷるぷる震えながらサベラたちの方へ歩いていった。緊張のあまり歩き方がヘンになって、何もないところでつまずいたりしている。

　志願者たちの間から、悔しそうな声が上がった。

　なんだかマヌケそうなシッポの少女に、２つしかない席の１つを取られてしまった。あれに負けたなんて信じられない。そんなカンジの、落胆の声である。

「そして２人目は……ガルナ出身、ひっかけ屋クリツパーの――」

　えっ。

　呼ばれなきゃいけない、そうは思っていたが、その瞬間がいきなり訪れたものだから。

　ノトは、さっきのナキアミと同じような顔で前を向いた。

「ノトくん！」

　わあぁーっ、と志願者たちがまた声を上げた。ノトがサベラたちの所に歩み寄ると、みんなもうヤケクソ気味で拍手を送ってきてくれる。

　最後まで月面行きを応援してくれなかったレンビアも、半分仕方なさそうな、そして半分感心したような顔でこっちを見ていた。

　がしっ。がしっ。

　まずはサベラ宙将軍が、固い握手でノトとナキアミを迎えた。

「宙士アストロノト、宙士アストロナキアミ――ようこそガルニア宙軍へ。たった今から、私がお前たちの上官だ。言っておくが、訓練は厳しいぞ？」

　続けてルージーンが、優しげな微笑ほほえみで２人と握手を交わす。

「おめでとう。ステキな部下ができて嬉うれしいです。これから、よろしくお願いしますね」

　こうして、ノトは――アストロノトとなった。



    

  
    
      第３夜：‥アストロノト！



    

  
    
      
　ガルニア宙軍はレドライアス大王の強力な後援により、騎士団並の権限と潤沢な予算を与えられている。が、実際に宙士アストロなるものを育成した経験は無いため、訓練に使うものは竜軍や宮廷魔導師たちにあれこれ借りて補うことになっていた。

　特に宮廷魔導師たちは大王から宙軍との協力を直じかに下命されており、筆頭魔導プリモ・マツギのルージーンが宙軍参謀として出向させられたのも、その流れからなのであった。

　そんなわけでまず、ノトたちは宙士寮として間借りすることになった魔導宮を訪れた。

「……ノト……ナキたち、こんなスゴイところに住めるの……？」

「ぜっ……税金ってもんは……こういうもんに使われていたんだな……」

　ガルナ城の裏に建つ白亜の宮殿を眺めつつ、ノトとナキアミは呆ぼう然ぜんと立ちつくす。

　手入れの行き届いた噴水庭園の向こうに建つ魔導宮は、金色の装飾でその白壁をきらきらと輝かせていた。宮殿の周囲には、よく手入れされた植物園が広がっている。

　場違いな感じの２人がおそるおそる宮殿に入ると、その内装もまた贅ぜいの限りを尽くしたものであった。緻ち密みつな柄が織り込まれた極上の絨じゆう毯たんを、煌きらびやかに輝く巨大なシャンデリアが照らし出している。壁際には亞大陸六神フアステスマ・セイの立派な彫像が並び、金糸の刺し繍しゆうが縫い込まれたソファーや、表面に華やかな彫刻が施された鍵けん盤ばん楽器がその足元に点在していた。

「いやぁーどーもどーも。こんな、質素になってしまった所ですみませんねぇー」

　ホールの奥から手を振りながら現れたルージーンの言葉に、ノトは我が耳を疑う。

「こ、これで質素って……じゃ、じゃあ前はどんだけ……」

「ここ３年ぐらい、魔導宮の予算はどんどん削られちゃってまして。昔はこの宮殿も今の３倍ほどの大きさがあったんですが、どんどん取り崩されちゃってるんですよ。このホールにだって、新大陸パーゲイアから持ち込んだ熱帯魚ペスカを泳がせた温水プールがあって……こっちの壁ぎわには、肩と肩がくっつくぐらいの距離でびっしりメイドが並んでてですね……」

　古き良き時代の自慢話をしつつのルージーンに、ノトとナキアミは宙士アストロの居室へと案内された。

　――そこに入って、２人は今度こそ腰を抜かしてしまう。

　見るからに高そうな家具が並ぶその部屋は、10人は余裕で住めそうな広大な空間を占有していた。ガラスのシャンデリア、銀の燭しよく台だい、マホガニーの机に書類棚。暖炉に浴室に、植物で飾られた明るいテラス――まるで、絵本で見た王侯貴族の部屋のようだ。

「というわけで、お２人にはこれからここで一緒に暮らしてもらいますからね。なんといっても、宙士アストロは結束力が大切ですから」

　手袋の手をポンと合わせつつ、にこにことルージーンが言う。

　ノトは後ろ頭を掻かきながら、ナキアミの方を向いた。

　この部屋の広さからもしやと思っていたが、やっぱりそうか。相部屋か。

「えっ、えっえっ？」

　ナキアミはなんでか嬉うれしそうに両手を頬ほおにあて、しっぽをうねうねさせている。

「そ、そんな。ナキ……だめです……男性と同じお部屋だなんて、心の準備が……ふ、ふつつか者ですが、何とぞよろしくお願いしますっ……！」

「お前……前半と後半で言ってることが矛盾というか、飛躍してないか……？」

　真っ赤になりつつお辞儀をしてきたナキアミに、ノトは自分の頬ほおを掻かきながら一応ツッコんでおく。

　かつてナキアミをノトの家にいそうろうさせてた時は、小麦粉の袋などをしまっておく倉庫で寝起きさせていたものだが……今回のこれはカンペキに、同どう棲せい状態である。

「こちらが浴室、こちらがクローゼット、そしてそっちが寝室ですよ♪」

　楽しげに言うルージーンに促されて、ノトは部屋の奥にある寝室の扉に歩み寄った。

　別にナキアミに何かするつもりはないからいいといえばいいのだが、一応、ここは確認しておくべきだろう。もし、でかいベッドに枕まくらが並べて置いてあったりなんかしたら、それはさすがになんとかしてもらう必要がある。

　そう思って、寝室を覗のぞき込むと……

「？」

　そこには、どういうわけかベッドが３つもあった。

　３つとも見るからにフワフワのでっかいヤツなのだが、まくらは１個ずつだ。

「ご安心下さい、きっと大丈夫。確かに若い男女が２人っきりだと、そんな気分になっちゃう夜もあるかもしれませんが――ここには、参謀補も一緒に住む予定ですから」

「参謀補？」

　後ろから、ナキアミが鋭く聞いてくる。

「３人であれば、過あやまちも起きませんでしょう。いや、起きるとしたらもう手に負えないような大きな過ちを３人揃そろって犯してしまうわけで、あなたたちがそこまでの剛の者なのであれば、逆にそれはそれでもう何が起きてもＯＫかと……」

　などとワケの分からないことを言うルージーンの背後から。

「というわけでノト！　ナキアミ！　――あたしも、ここに住むからねっ！」

　聞き慣れた声が響いてきて、ノトとナキアミは振り返りながらぶったまげた。

　そこにはレンビアが両手を腰にあて、ずずいっと胸を張って立っていたのである。

「レッ、レッ、レンビア!?　なんでお前がここにっ！」

「レンビア参謀補と呼びなさい！」

　びしっ！　とこっちを指さしてきたレンビアに、ノトは頬を思いっきり引きつらせる。

「驚かそうと思って今までナイショにしてたんですけどね。レンビア君は宙士選抜試験の直後、宙軍に無償で協力したいと自ら名乗り出てくれたんです。なのでお言葉に甘えて、お二人の健康状態やスケジュールを管理していただく参謀補になっていただきました」

　にこにこと説明をするルージーンに、ノトはゲンナリしつつも半分は納得していた。

　実はノトたちが宙士試験に合格した後、レンビアはしばらく忽こつ然ぜんと姿を消していたのだ。どうせよからぬ動きをしているのだろうとは思ったが、こんな話をつけていたとは。

「ふふん……うっ」

　なんでか勝ち誇ったようにナキアミを見下ろしていたレンビアが、一瞬、ビビッたような表情になった。ノトは後ろにいたので見えなかったが、どうやらナキアミが恐ろしい顔をしたらしい。いったいどんな顔をしたのか。知りたくもあり、知りたくもなし。

「おお、ちょうど集まっているな」

　声がしたので扉のほうを振り向くと、そこには男装のような私服を着たサベラ将軍がやってきていた。手には何やら、取っ手のついた大きな箱を提さげている。

「喜べ。宙軍の制服を持ってきてやったぞ！」

　ばばん、と箱を開けて中から服を取り出すサベラのもとに、レンビアとナキアミは一時休戦といった感じで仲良く集まった。やっぱり女の子、服をもらえるのは嬉うれしいらしい。

「……って…………これ、竜軍の制服じゃない……」

　ぺろんと広げた制服に、レンビアがちょっと不満げな声をあげた。

　彼女が言うとおり、それはガルニア竜軍の女騎士が着る制服とほとんど同じものだった。青い襟に縫いつけられた紋章が、竜から星に変えられているだけである。

　馬ほどの大きさの飛竜ワイバンに騎乗する竜軍の制服は、動きやすさを最重視したデザインになっていた。青いスカートは踊り娘このように短く、白いシャツの胸は逆三角形に大きく開いている。そこに翼を象徴する同じく逆三角形の青い大きな襟を重ね、胸元の赤リボンで留めるのだ。なお、脚あしには膝ひざ上うえまである白いソックスを着用する。

　清潔感があってカワイイと町の男たちには人気の制服なのだが、これではちっとも宙軍のオリジナリティーがない。

「あぅ……あとで、スカートにしっぽの穴開けなきゃ……」

　スカートを手に、ナキアミがもじもじと自分のオシリの方を見る。確かにこのスカートだと、しっぽを振ったり上げたりするたびに下着が見えてしまうだろう。

「２人とも文句を言うな。これならすぐ用意できると仕立て屋が言ったから、急ぎで作らせたのだ。さあ、すぐに着替えて、午後からさっそく訓練だ！」

　いかにも実用主義の仕事人間といったカンジのことを言いながら、サベラは２人を引きずるようにして寝室に連れていくのであった。



　サベラの宣言通り、宙士訓練は朝から晩まで殺人的なスケジュールで行われた。

　起床するとすぐに海で泳がされ、ヘトヘトになったところで味気ない朝食をいただく。

　ノトはナキアミが軽いおかげで１１０リッブラまでの増量を許されたが、体重はそれ以上増加しないよう厳密に管理されており、間食は厳禁だった。

　それから午前中は天文学や測量術を専門の講師たちに学び、午後は例のぐるぐる回るイスや逆さ吊づりによるシゴキが行われる。

　その後は深夜まで、サベラによるロケット学の講義が続くのだ。

「――では今夜は、人工衛星サテリツテというものについて教えよう」

　宙軍の制服を着たサベラが、ぽんぽんと手元のムチを弄もてあそびつつ講義を始める。

　サベラの講義は思いのほか分かりやすいのだが、途中にときどき質問や小テストを挟む厳しい形式になっているので気が抜けないのであった。

「ノト。平たいらな平原で、水平に矢を撃つとどうなる？」

「えーっと、飛んでいって、落ちる」

　宙軍の男子制服（こっちは黒いツメエリのつまらん服だ）を着たノトが、答える。

「よろしい。では、その矢が非常に強い弓で、非常に速く打ち出されたとしたら？」

「遠くまで飛んでいって、落ちる……」

「そうだ。しかし、地球は丸い。よって、その丸みにそって落ちていけば……矢はいつまでも落ち続ける。つまり、地球の周りを飛び続ける。これが、人工衛星サテリツテの原理だ」

「あ、あの……はい」

　怯おびえ気味のナキアミが、質問があるのかぴょこっと手を挙げた。

　こちらも宙軍の女子制服を着ており、これがやたらとカワイくて似合っている。

「で、でも、強い風とかが吹いたら……落っこちちゃうんじゃないですか？」

「ふむ、風か。ナキアミにしてはいい質問だな。

　そう。風はモノが飛ぶのを遮さえぎる。だからまずは、大気の精霊の力が及ばない高度１２０キラメテまでロケットを天高く上昇させるのだ。そして、お前たちを入れた航宙カプセルという乗り物を、秒速７・９キラメテで地表と平行に放ほうり投げる。

　お前たちはその航宙カプセルに乗ったまま地球を何周かし、そこから月に向かって再び飛び立つのだ。その際の加速で、最終的な速度は秒速11・２キラメテとなる」

「……あぅ……やっぱり、そんなに速いんだ……」

　後悔したような半べそ声で、ナキアミはしょぼんと顔を伏せた。

　サベラはそんなナキアミにカツカツと歩み寄ると、あごを人さし指でクイッと強制的に上げさせる。

「恐れるな。お前たちが乗るのは、私が宙軍の技師たちに作らせる最高のロケットだ。それともお前は、この私が信用できないのか？」

　ムチを持った手を腰にあてて、サベラはナキアミにずずいっと顔を近づける。

　……この人のロケットは、試験の時には爆発していたような気もするのだが……

「い、いえ」

　類たぐい希まれなサベラの美び貌ぼうに睨にらみつけられて、ナキアミはトマトみたいに真っ赤になった。

　そして、黒いおさげをひょこひょこさせながら、ふるふると首を横に振る。

　ていうかそこの２人、鼻と鼻の先がくっついてるが、いいのか。いいのかそれ。



　それから１か月ほどすると、サベラの話に出てきた『航宙カプセル』なるものの操縦練習が日々の訓練に加わった。

　竜軍の倉庫に設置された訓練用の航宙カプセルは、巨大な落花生ピーナツツエのような形をしていた。帆船のような形をイメージしていたノトは初めその異い形ぎようの乗り物に面食らったが、水も風もない宇宙では、形はどうでもいいらしい。

　見たまんま『落花生ピーナツツエ』とあだ名されたその乗り物の上段ではいま、サベラによるナキアミの特訓が個別に行われていた。ノトはというと、その下段に設置されたハリボテの操縦席について、計器盤の読み取り訓練を繰り返している。

「……つーかこれ、また明日テストかよー……覚えきれねーっつーの……」

　ぶつくさ言うノトの眼前には、無数の水晶玉が埋め込まれた金属盤が据えられていた。

　この水晶玉はそれぞれ船内の重力・温度、清素シルフエン・濁素カボゲンの濃度（人間は清素シルフエンを吸って濁素カボゲンを吐く、とノトたちは座学で習った）など、宙士アストロたちの生存に関かかわる情報を表示する。

　それらの状況は緑で正常、黄色で注意、赤で危険を表し、船内の環境が一目で分かるようになっていた。ノトはその水晶玉の色を数字に直してルージーンたちに適時報告しなければいけないのだが、緑と黄色の中間の色とかが出てくると、これがなかなか難しい。

　難しいからといってテストの時に適当な数字を言うと、おしおきと称してレンビアにビンタされる。サベラが教官のときはムチを使われるので、なお恐ろしい。

　どうも宙軍の美女２人は揃そろって加虐嗜し好こうのケがあるみたいで嬉うれし、いや、困る。

「はい、ではそろそろ休憩にしましょう。甘くておいしいコーヒーを淹いれましたよー」

　ぽんぽん、と手を叩たたくルージーンの合図で、ノトはリンゴから出てくるイモムシのように航宙カプセルの下段から這はい出た。

　上段からはハシゴを伝って、ナキアミとサベラが降りてくる。

「ノト、おつかれ。そっちはどう？」

「いやー、俺おれこういう暗記モノってどーも苦手でなぁ……まぁ、お前みたいに頭が良ければ、一発で覚えられるんだろうけどさ」

　落花生ピーナツツエの下で近付いてきたナキアミに、ノトは後ろ頭をがりがり掻かいて苦笑いした。

　――宙士訓練が始まるや否や、ナキアミは『人間計算機カリキユラトリエ』なる大役に抜ばつ擢てきされていた。

　人間計算機カリキユラトリエとは、巨大な月面行きロケットを的確に制御するための、いわば頭脳のような役割を担当する宙士アストロである。文字通り矢のようなスピードで飛ぶロケットの進行方向を精密に計算し、乗員を寸分違たがわず月へと導く、重要な任務を負う係なのだ。

　その説明を受けたノトとレンビアは、そんな大切な仕事をあのナキアミに任せて大丈夫なのかとはじめ不安がった。そこでルージーンが教えてくれたのだが、宙士選抜試験でのナキアミの筆記試験の成績は、なんとダントツで１位だったというのである。

　それを聞いてもまだナキアミの能力を信じられずにいた２人も、一授業、また一授業と座学を受けるにつれて、彼女の秘められた能力に舌を巻くことになった。

　まず、ナキアミは計算が速い。人間離れした速さである。10桁けた×10桁の掛け算に即答するし、ノトには意味すら分からない微積分も問題を読むと同時に解答してのける。

　それに加えて、記憶力も超人的である。天文学の授業では一目見ただけの全天星図を完かん璧ぺきに再現して描えがき、ロケット学でも一度読んだ本は一字一句すべて丸暗記していた。

　ふさふさした長い耳やしっぽを持っているというだけで無意識のうちにナキアミを甘くみていたノトは、自分の差別意識をふかーく反省した。

　その罪滅ぼしの気持ちもあって、最近はけっこうナキアミに優しく接してやっている。

「……ナキも、練習、まだまだうまくいってないよ。でも、きっと本番までにはちゃんとできるようになるからね。ナキ、いっぱい頑張るからね」

　見上げ目線でけなげにそう言ってくるナキアミにちょっと萌もえながら、ノトはその頭をよしよしと撫なでてやった。

「ああ。お前なら、すぐできるようになるよ。なんたって天才だからな」

　なでなでされたナキアミは、みゅう、と嬉うれしそうにノドを鳴らす。

　それがカワイかったのでさらになでなでしてやると、ナキアミはぱたぱたとシッポを振り、ミミをちょっと広げてうっとりとこっちを見上げてきた。

　甘えるような黒い瞳ひとみがむずがゆくて、ノトはちょっと照れながら視線を逸そらした。ふと倉庫の片隅を見ると、そこではレンビアが何やら資料を手にルージーンと話し合っている。

　――どうやら参謀同士、ずいぶん話が弾んでいるようだ。

　よく見ると、最近のレンビアは髪の手入れとか身だしなみに妙に気を遣うようになってきている。……やっぱり、あいつのためなのだろうか。

　そんなノトの視線を目で追っていたナキアミは、とてとてとレンビアたちの方に歩いていった。寝不足ぎみのノトも、アクビをしながらルージーンのコーヒーをもらいにいく。

「えへへ」

　ナキアミはシッポをうねうねさせながら、レンビアに笑いかけている。

「なによ」

「ノトがね、ナキのこと誉ほめてくれたんだぁ」

「あっそう」

　ルージーンとの仕事の話に割り込まれたレンビアは、ちょっと不機嫌そうに答えた。

「いっぱい、なでなでしてくれたんだよ」

「……あっそ」

「ナキ、誉められちゃった」

「それは今さっき聞いたわよ」

「ノトの手って、すっごく優しくて、あったかいの……」

　ぶち。

　音が聞こえそうな勢いで、レンビアがキレた。

「あのねぇ！　あんた、なんでそれをいちいちあたしに自慢しに来るワケ!?」

　レンビアの剣幕に怯おびえて、ナキアミはそそくさとノトの背後に逃げてくる。

　いまノトの視野のギリギリ外側に入った瞬間、ナキアミがフッと小さく笑ったように見えたが……まぁ今の流れで笑うわけはないので、疲れ目が錯覚でも起こしたのだろう。

「お、おい、ケンカすんなよ」

　犬歯をむきながらナキアミのしっぽをつかもうとするレンビアを、ノトは慌あわてて止める。

　というか何でノトがナキアミを誉ほめるとレンビアがキレるのか。その辺のシステムが分からない。女同士の人間関係は、本当に不可解である。

「う…………ノト！　今から計器盤のテストをするわよ！」

　いきなりのご指名に、ノトは飛び上がる。

　八つ当たりなのか、レンビアのターゲットがナキアミから自分に変わってしまった。

「おい！　テストは明日の予定だろ！　ていうかまだ覚えきってねーよ！」

　慌てて拒きよ否ひるノトに、レンビアは宙軍の短いスカートをひらつかせて地団駄を踏んだ。

「うるさいうるさい！　参謀補が今すぐやるって言ったら、今すぐやるの！」

　もう、こうなったら言うことを聞かざるをえない。

　ビンタの10往復ほどは、覚悟しておかなければ。



　贅ぜい沢たく尽くしの宙軍居室には、さらなる自慢の逸品ともいえる設備があった。

　それが、おフロである。

　白と灰色のマーブル柄をした石材で飾られた浴室は、ちょっとしたプールのような広さを誇っていた。それを男女で時間を分けて入るわけだから、今のようにノトが入っているときは、いつも貸し切り状態なのだ。

「ふぇ～……疲れが吹っ飛ぶぜ……」



    

  
    
      



    

  
    
      　大きな湯舟で手足を伸ばし、ウトウトしながら至福のひとときを過ごす。

　本当は今はまだロケットの基礎理論を学ぶ個別補講の時間なのだが、ノトは先生が来る前に教室の時計を進めておいて、１時間も早く自由を勝ち取っていた。

　だいたい、あの外人のお爺じいちゃん先生は耳が遠くて会話に難儀するのだ。確かに、彼はロケットの基礎理論を作った優秀な科学者なのかもしれないが……

　と、ノトが眉み間けんにしわを寄せていると。

　がやがや、と、何やら脱衣所が騒がしくなってきた。

「？？？」

　やばい。誰だれか来たらしい。

　慌あわてつつも、ノトは音を立てぬようヘビみたいに浴槽に沿って湯舟から這はい出る。

「……でも、もうすぐノトが帰ってくるんじゃない？」

「大丈夫。今はまだツォコール先生の補講の時間よ。あと50分は帰ってこないわ」

「ほう、さすがは参謀補だ。宙士アストロのスケジュールがきっちり頭に入っているな」

　聞こえてきたのは、紛まぎれもないナキアミ、レンビア、サベラの声だった。

　たしかに今は女湯の時間だが、３人はさっきまで食堂で食事をしていたハズだ。戻ってくる前にこっそり確認しておいたのに。もう、帰ってきたのか。

　いやーごめんごめん！　と出ていこうにも、曇りガラスの向こうの３人組はもう上着を脱いでしまっているように見える。ていうかサボっているのがバレたら、サベラにムチで折せつ檻かん・レンビアにビンタ10往復の虐待コースだ。なんとしても見つかってはならない。

　――とにかく、隠れねば！

　がらがら、とガラス戸を開けて３人が入ってきた瞬間、ノトは手近にあった大きな籐とう編あみのカゴの中に飛び込んで自らフタをした。ええっと、このカゴは何だったっけ。

「……にしてもナキアミあんた、料理までできるなんて反則っぽくない？　あんなオイシイもの、どうやったら作れるのよ。ほら、さっきのスープのレシピを手短に教えなさい！」

　などと言いながら、すっぱだかのレンビアがやってくる。

　ちなみにこのカゴの編み目は少々粗めで、外の様子が見えるような見えないようなだ。

「！！！」

　レンビアがいきなりカゴのフタを開けてきたので、ノトは口から心臓が飛び出しそうな思いがした。しかしレンビアはノトに気付かず、ぽいぽい、と何か布のようなものを放ほうり込んでくる。

　頭に乗った布を手にとって、ノトの口からは五ご臓ぞう六ろつ腑ぷが一斉に飛び出しそうになった。

　赤。白。赤。白――それはまたしても見事なストライプの、しまパンだったのである。

　ノトが入っているこのカゴは、つまり、洗濯物を入れるカゴだったのだ！

　それにしても……参謀補殿は、なぜいつもしまパンなのか。

　いや、見る分にはキライではないからいいのだが……こうもいつもしましまだと、前世がシマウマだったのかとか、何かしら理由があるような気がしてきてしまう。

「……えっと、まずは海草と干しキノコでスープのおダシをとるの。スープは沸騰しきらないように、ちゃんと見張らなきゃだめだよ。それでじゅうぶん味が取れたら、差し水をしてからもう一度あっためるの。次にお野菜を味が染み込むまでコトコト煮るんだけど、アクをこまめに取って……」

「ああもうムリ！　焼くだけか、煮るだけのオイシイ料理を教えなさいよ！」

「そ、そんなのないよぅ。料理は畑と一緒なの。ちゃんと手をかけてあげないと、ちゃんとおいしさをお返ししてくれないって、おばあちゃまが言ってたもんっ」

　レンビアのムチャにちょっと膨れながら、ナキアミもカゴに下着を入れてきた。

　そいつがまたノトの頭に乗っかるわけだから、たまらない。

　この子の下着は、細長い木も綿めんの白布を胸や腰に巻きつけるタイプのものである。洗濯カゴに入れるというのにちゃんと畳たたんで入れてくるあたり、育ちのいい子だ。

　などと、冷静に分析している場合ではないのだが……

「――ナキアミ、お前は絶対いい嫁になれるぞ。私が男だったら、欲しいぐらいだ」

　トドメに、サベラ将軍閣下がノトカゴに上下の肌着を投入してきた。

　こちらは職人が何か月もかけて作ったような、精せい緻ちなレースの下着である。しかも、黒だ。なぜ宙軍で部下を指揮する際に、このような扇情的な下着を着用されているのか。

　今後、将軍様のカラダが気になって座学が手につかなくなりそうだ。

　ノトは三者三様の肌着を抱えながら、カゴの編み目から外を窺うかがう。ちなみにこれは決してスケベ心からではなく、脱出のチャンスを窺うための戦略的な偵察である。

　カゴの外は、湯気でよく見えないような、時たま見えるような、といった感じだった。

　というわけでまずは、目の前にいるナキアミの胸から戦略的に観察することにする。

　これが――思ったより、ある。チビだからと見くびっていたが、なんの、それなりに大きな膨らみがこんもりぷるんと２つある。どうやら、着やせするタイプらしい。

　あれで年下か。やるなナキアミ。

　と、完全に不審者と化したノトが腕を組んでうなっていると、ナキアミは何やら虚空を見つめ、ふんふんと鼻を鳴らした。そして急に赤くなり、いそいそと湯舟に入っていく。

　ナキアミはお湯の中で膝ひざを抱えると、キョロキョロ周囲を見回し始めた。

　……なんだかよく分からないが、まぁ、あれが彼女なりの入浴法なのかもしれない。

　というわけで洗い場の方に視線を戻すと、湯けむりの向こうにはレンビアの背中が浮かんで見えていた。

　こちらはなにやら、ジロジロとナキアミのカラダをガン見している。

「どうした、レンビア」

　そんなレンビアの背後、ノトカゴの近くに颯さつ爽そうと登場してくださったのは、我らが宙軍の大ボス・サベラ将軍である。

　さすが年上だけあって、サベラのカラダは凹おう凸とつがものすごくハッキリしていた。歩くたびにぷるぷる揺れる大きな胸には、本能的に目が釘くぎ付づけになってしまう。その一方で腰はキュッと細くくびれ、大人っぽく発達した下半身の優美な曲線を引き立てている。

　あのパーフェクトな肢体に、この黒い下着がプラスされていたワケか。

「さっきから、何をそんなに睨にらんでいるのだ？」

「え、あっ、ううん！　な、なにも睨んでなんか……！」

「サベラ。レンビアがエッチなの。ナキの胸をじろじろ見るの……うらやましいの？」

　ちょっと勝ち誇ったような表情で、浴槽の端からナキアミがチクる。

「ちっちがうわよ！　バカナキ！　エロナキ！」

　きしゃっ！　とレンビアは犬歯をむき、赤くなって自分の胸を両手で隠した。

　ナキアミはしっぽを水中でうねうねさせながら、湯舟の端まで泳ぐように逃げていく。

「こらこらレンビア、ナキアミ。胸は人それぞれだ。それぞれ、すべて美しいのだぞ」

　そんな２人に、サベラは指を立てて名言を与えている。

「……だ、だってズルいんだもん。あたしの方が年上なのに、ナキアミの方が胸が……」

　そう言ってレンビアがこっちに振り返った瞬間――

　ノトは石化したように、全身を硬直させてしまっていた。

　――物心ついてから初めて見たレンビアのハダカは……キレイだった。

　どこだったかの庭園にあった、妖よう精せいの彫像みたいに美しい。

　湯気がジャマで細部までは見えないが、レンビアの体の輪郭は決していやらしくなく、自然で清純な色香を漂わせている。

　何より、肌が……陶磁器のように真っ白で、傷一つない。

　普段からキレイな肌だなぁーとは思っていたが、ここまでとは。

　ただまぁ本人が気にしている通り、胸はいまいち発達していないようだ。全く無いワケではないのだが、菓子パンが二個ついてますよというぐらいの可愛かわいい膨らみに過ぎない。

　同い年にしては、かなり貧乳の部類に入るだろう。

　それでもノトの心臓は、痛いぐらいに高鳴っていた。鏡を見なくても、自分が生まれたての赤ん坊みたいに真っ赤になっていることが分かる。

　――キレイだ。

　こんな形で申し訳ないが、なんというか、レンビアに惚ほれ直してしまう。

　ちょっとうつむいているレンビアの肩を、サベラは人さし指でつつっと撫なでた。

「レンビア、女性の魅力とは胸だけではない。もっと自分の長所に目を向けるのだ。ほら……お前は貴族の私より、滑なめらかな肌をしているではないか」

「でも、男の子は肌より胸の方がきっと……」

「いや、肌は重要だぞ？」

　という２人の会話を聞いていたナキアミが、ちゃぷっと水中でシッポをかくようにして姿勢を変えた。

　そして、そのお顔を上半分だけ浴槽の縁ふちから出してきて、こっちを向く。

「胸と肌は、どっちが大事なの？　ノト？」

　え。

　俺おれ？

　ノトはカゴの中にいるにもかかわらず、自分を指さしてしまう。

「ノト……って、あんた誰だれに話しかけてるのよ」

　振り向いたレンビアに、ナキアミは耳でこっちを示してみせる。

「ノトだよ？　そこのカゴの中にいるもん」

「何ッ!?」

　くせ者！　と言わんばかりの形相で、サベラ将軍閣下が振り返る。

「ノト……が？　そこに？」

「うん。いるよ？　さっきからニオイがしてたから、どこかなぁ、って思ってたんだけど……そこにいるの」

「うっぅーぷッ」

　ノトはありえない表情になりながら、今度こそ何か変なモノが体内から喉のど元もとにこみ上げてくるのを感じた。

　ニ……ニオイって！

　ナキアミ、お前、そんな機能も持ってたのか！

　早めに教えておいてほしかった！

　ぎろり。ぎろろり。

　参謀補と将軍のぎらついた目が、そろってノトカゴを睨にらみつけてくる。

「あ、いや、その」

　ノトがカゴの中に入ったまま弁解をしようとしたとき、

　ざく！

　いきなり、カゴにサーベルが突き立てられた。

「うはっ！」

　鋭い刃を、ノトはカゴの中で柔軟体操みたいな姿勢になってなんとかかわす。危なかった。あとほんの少し反応が遅かったら、額ひたいの×印が＊印になるところだった。

　ていうかそれ、どこから出してきたんですか将軍様っ。

　ノトはサーベルの鞘さやを片手にプルプルと怒りに震えるサベラに、心の中でツッコむ。

　串くし刺ざしのカゴの中で動けずにいるノトの方へ、ぽき、ぽき。

「ノト!?」

　指を鳴らしながら、ツインテールを逆立てたレンビアが歩み寄ってくる。

　ああ。ああ。ああ……アストロノト、一巻の終わりである。

　こいつは、ビンタの１００往復ほどは覚悟しなければならなさそうだ。



　本格的な訓練が始まってから、２か月あまりの時が流れた。

『……機内の重力グラヴイタ８倍、９倍……10倍……機内の温度テンペラツタ、１００度……カプセルが燃え上がった。失敗だ。お前たちは死んだ』

　伝声管を伝ってきたサベラの声に、ノトとナキアミはがっくりとうなだれた。

　今夜の２人は航宙カプセルの上段に並んで座り、大気圏突入の模擬訓練を行っていた。

　カプセルの外ではサベラたちが計器を操作してくれていて、擬似的にではあるが本番と同じ条件での訓練が行えるようになっている。

　だがその訓練で、２人は空気との摩擦で何度も燃え尽きたことになっていた。

「悪ぃ……大気への突入角度が急すぎた。うまく姿勢を回復できなかったよ……」

「ちっちがうよ、ノトのせいじゃないよ。ナキがもっと早く姿勢の間違いに気づいてればよかったの……」

　ノトの手に申し訳なさそうに触れながら、ナキアミが謝る。

『そうよナキアミ、今のはあんたのせい！　もう！　２人とも、いいかげんいっぺんぐらいは成功してみせなさいよ！』

　窓から２人の様子を見ていたレンビアが、ツインテールを逆立たせて伝声管に叫んだ。

　もう、時刻は深夜である。

　なのに彼女が言うとおり、模擬訓練は１度も成功していない。

「……ナキは、ナキは……一生懸命やってるのに、レンビアがいじめる……ふえぇ……」

「お、おいレンビアっ、ナキアミ泣かすなよ……！」

　操そう縦じゆう桿かんを放はなしたノトが、引きつるように泣き出したナキアミの背中を撫なでてあやす。

　ノトはサベラにその優れた運動神経を買われ、ナキアミの指示に従ってロケットや航宙カプセルの姿勢を制御する操縦士に任命されていた。

『泣きたいのはこっちよ！　バカナキにバカノト！　あんたたち、１００回のつもり訓練で、１回も生還できてないのよ!?』

　怒鳴り声をあげるレンビアに、とうとう外のサベラが割り込んできた。

『こらこらお前たち、仲間割れするな！　ほら、ノト、ナキアミ！　出てこい！』

　上官命令に、ノトとナキアミはしょんぼりと船外に出る。

　めそめそしながら「穴を掘らせてください、埋まる穴を……」と呟つぶやくナキアミ。つーん、と口を尖とがらせてそっぽを向くレンビア。そんな２人に困惑するノト。

　……チームは今や、バラバラであった。

　そんな宙軍に愛想が尽きたのか、レンビアに仕事を任せているのか、最近はルージーンまであまり訓練に顔を出さないでいる。

「このままではダメだぞ……？　失敗すること自体は構わん。だが、失敗のせいで覇気を失ってしまってはダメなのだ。つまり何が言いたいのかというと、３人とも元気を出せ」

　言いながら腕組みをすると、サベラは口元に指を寄せるようにして何やら考え始めた。

「さてどうしたものか……気晴らしにどこかへ連れていってやるか。といっても食べ物はダメだし、酒というわけにもいかないし……」

　などとぶつぶつ呟いてから、ピン、と指を立てて何かを思い出したような顔をする。

「たしか、今夜はあれの試験だったな……よしッ。お前たち、ついてこい！」



　――１時間後。

　サベラの自動馬車バツギエに乗せてもらい、ノトたちは海辺にやってきていた。

「あれが宙軍の工房、『龍のテントテンタ・ディ・ドラコ』だ」

　市街地からだいぶ離れた浜辺を、車を降りながらのサベラが示す。そこには、屋根と柱だけでできた巨大な建造物が遠目に見えた。その屋根の下は、広い工房になっている。

　そこで作られていたものは――

　ロケット、であった。

　サベラに促されて月明かりの砂浜に並んで座ると、いま、ちょうど施設から海岸へ１基の巨大なロケットが運び出されて行くところだった。

　ロケットはころで岩場の方へ移され、大きな岩と岩の間にしっかりと設置・固定される。

「よく見ておけ。あれを５基も使って、１段目……一番下の段のロケットにするのだぞ」

　海に向かって口を開ける噴射ノズルは、そう語るサベラの背丈の２倍ほども直径がありそうだった。遠目に見てもその巨大感が伝わってくるほどに、でかい。

　座学の時間に学んだが、ツリガネのような形をしたあの噴射口は鉄とミスリルの合金でできており、硬くて軽くて腐ふ蝕しよくしにくく、そして目玉が飛び出るほど高価な部品なのだ。

　ラッパの音が海辺に響き渡ると、工房からは大勢の金属鍛か冶じたちが出てきた。見れば、その中には白しら髭ひげを伸ばした努人ドワーフの姿もちらほら紛まぎれている。努人ドワーフとは新大陸パーゲイアに住む長命で小柄な亜人で、高い冶や金きん技術を持つことで知られている神秘的な種族であった。

　彼らが安全な距離から見守る中、ロケットはオレンジ色の火柱を海に吹き出し始めた。

　――ゴオオオオオオオオオオッ！

　魔龍が吠ほえ狂うような、ド迫力の轟ごう音おん……！

　それが海辺に響き渡り、さらにどんどん強まっていく。

　ナキアミが噴射音に後ずさり、はうはう慌あわてながらノトの背後に隠れた。

　彼女をかばうように立ちながら、ノトはその巨大な炎を見守る。

　隣ではレンビアとサベラも目を見張り、固唾かたずを呑のんで噴射を見つめていた。

（あれが、本番用のロケットか……！）

　ノトは拳こぶしを握りしめ、驚きを新たにする。

　宙士試験の時に見た模型にも十分ビックリしたが、これはさらに桁けた違いの力強さだ。

　自分たちはこんなものを足元において、宇宙へと放ほうり出されるのか。

　だが、怖くはない――月に、行くためなら。

　――どんなことだって、怖がってはいけないんだ！

　と、ノトが心の中で叫んだ時……金属鍛冶たちが、施設の方でざわつきはじめた。見れば、噴射ノズルの逆側、燃料を収める筒の部分から白い煙が立ち上っている。

　どうした？　とノトが眉まゆを寄せた次の瞬間――

　カッッッ！！！！！

　――真っ白な閃せん光こうが、ロケットを包み込んだ。

　地鳴りのような爆音に続いて、白い閃光は黄色い爆発に、紅ぐ蓮れんの炎に、そして真っ黒な煙へと変わっていった。

　黒煙はもくもくと夜空に立ちのぼり、上空でキノコのような形に広がっていく。

　爆発の衝撃に岩場は崩れ去り、海岸線の形も、変わってしまっていた。

　たらり。たらーり。

　ノト・ナキアミ・レンビアは、並んで大玉の汗をたらす。

「…………しないぞッ！」

　ビシッ！　と胸を張ったままいきなり叫んだサベラに、３人はそれぞれちょっと引く。

「言い訳はしないぞ！　今回は失敗だ、それは認めよう！　しかし……これはあれだ！　えー、失敗は成功の親、というヤツだ！　大丈夫！　本番までにはきっとうまくいく！」

　サベラはタラ汗をかきながら、大声で叫んでごまかそうとしていた。

　それに対し、ノトたちは不安げな表情でサベラを見上げる。

　３人とも、言葉が、出ない。

「うむ……その……済まなかった。私は、良かれと思って連れてきたのだが……元気を出させるどころか、逆効果になってしまったな」

　サベラはそう言うと、逃げるように自動馬車バツギエの方へと戻っていった。

　残されたノトたちは不安げにお互いを見つめ合い、それから、キノコ雲の上に輝く満月を無言で見上げた。

　訓練はうまくいかない。ロケットの試験も大失敗。

　こんなことで本当に――無事、あそこまで行けるのだろうか？



　その、数日後の夜。

　わずかに欠けてレモンのような形になった月を、ノトは寝室の窓から見上げていた。

　月。

　あそこに、行かなければならない。

　それもあと、４か月以内に――

「……ノト。ノトったら」

　ふと、自分を呼ぶ声に気付く。

　振り返ると、寝室にはいつの間にかピンクのネグリジェを着たレンビアがいた。

「レンビア」

「何度も呼んでるのに、聞こえなかったの？」

「あ、ああ。ゴメン」

「今のノト……ちょっと、怖かったよ……なんで、あんな目で月を見るの……」

　聞いてもムダなことが分かっているのか、レンビアはそっとノトから視線を逸そらした。

　長い、息苦しいような沈黙が、２人の間に流れる。

「ナキアミは……まだ帰ってこないのか」

　話題を逸そらすように、ノトが尋たずねた。

「うん。今夜は打ち上げ時の航法計算の特訓で、夜中過ぎまで――ノトっ!?」

　レンビアの悲鳴とほぼ同時に、

　――ぐらり。

　ノトは自分が大きく姿勢を崩したことに気付いた。

　ベッドの縁ふちに頭をぶつけるようにして、どた、と倒れる。

「だっ、大丈夫!?」

　飛びつくように屈かがんだレンビアが、ノトの腕を取って引き起こしてくれた。

　ノトは、自分の額ひたい――×ノト字の傷の辺りを手で押さえながら、レンビアに引っ張り上げられるようにしてベッドに腰掛ける。

「ちょ、ちょっと横になりなさいよ……あんた、疲れてるのよ」

「だ、大丈夫……気に……するなよ。ちょっと、立ちくらみしただけだ」

「いいから横になる！　ほら！　言うこと聞きなさい！」

　レンビアはベッドに上がって正座すると、ぱんぱんと自分のふとももを叩たたいて示した。

　なんでか目を閉じて、つん、と上を向いている。

「なんだそれ」

「ぴざ……」

　妙に顔を赤らめながら、レンビアはセリフを噛かんだ。

　そしてちょっとのけぞり気味の姿勢になり、むりやりノトを見下ろすような目線を作る。

「ひざまくら、してあげるから！　きょ、今日だけだからね!?」

　そのレンビアを見て、ノトは小さく笑う。

　レンビア。

　口の悪いレンビア。

　いつもつんけんしているレンビア。

　おせっかい焼きで、素直じゃなくて、ケンカっ早くて――

　でも、本当は、とても優しい子なのだ。

『――今日だけだからね!?』

　レンビア本人は気付いていなかったが、それは、彼女の口くち癖ぐせだった。

　ノトのことを想おもい、助け、あるいは守ろうとしている時、レンビアは決まってそう切り出すのだ。

　その言葉と共に与えられる彼女の思いやりに触れるたび――

　ノトは、レンビアへの想いが深まっていくのを、しみじみと感じるのだった。

「ほら、用意されたらすぐ来る！　こ、これ、けっこうハズカシイんだから！」

　両肩を引っ張られて、ノトは半なかばむりやりレンビアのふとももに頭を乗せさせられた。

　――ふにゅり。

　後頭部に伝わってきたその感触は、思ったよりずっと柔らかくて、あったかい。

　見上げれば、レンビアの身体からだを包むネグリジェはかなりの薄手だった。

　ツンと突き出た胸の形も、やけにくっきりと見えてしまっている。

　目のやり場に困って視線を少しずらすと、彼女の首筋には……服の中にしまってはいるものの、嬉うれしいことに、ノトがあげた緑ミスリルのペンダントを吊つるす銀の鎖が見えた。

「ノト……一個だけ、お願いを聞いてほしいの」

　レンビアはそう言いながら、こそこそした目つきで扉の方を見る。

　ノトがつられて扉を見ると、レンビアはいつの間にか、寝室に鍵かぎを掛けていた。

　何か、秘密のやりとりをするつもりなのだろうか。

「あんたが言うことを聞いてくれたら、あたし……なんでもしてあげるよ。先払いで、いまからでもいい」

「？」

　言っている意味はよく分からないが、レンビアはなぜか自分の言葉にどんどん赤くなっていった。

　気づけば、耳まで真っ赤にしている。

　そして――囁ささやくように、言った。

「宙士アストロ、やめよう」

　その言葉に、ノトは体を起こした。

　レンビアの翠みどりの目と、ノトの鳶とび色いろの目が――月光の下で、見つめ合う。

「あのロケット、見たでしょ？」

「……」

「ダメだよ。あんなものに乗ったら、死んじゃう。こないだみたいな爆発が本番で起きたら……あんた、粉みじんになって死体も残らないのよ？」

「……レンビア……」

「あたし、怖いの――あれから、あんたが死ぬ夢を何度も見た。

　もう、月なんかやめて。命を危険にさらしてまで、あんな所を目指すことないよ。ずっとここで、ガルナで、あたしと暮らせばいいじゃない。だから……」

　レンビアはノトの手を取ると、説き伏せるように語ってくる。

　その翠の瞳ひとみはいつの間にか、今にも溢あふれ出しそうなほどの涙に潤うるんでいた。

　だが――それでも、ノトは。

　小さく、首を横に振った。

「ダメだ。俺おれは――」

　月に、行かなきゃいけない。

　そう続けようとしたノトの言葉を、レンビアが涙声で制する。

「そうだよ。あんたはあたしが止めたって、どうせ――行くって言い張る。それは分かってる。あんたがここまで何かを言い張ったことなんて、今まで一度も無かったから」

「……」

「あたしは……あたし、考えた。

　毎晩、毎晩、あの憎らしい月を見て、何度も何度も考えたよ。

　ノトは、どうしたら、月をあきらめてくれるの？

　なにを代わりにあげたら、月を忘れてくれるのかって……」

「レンビア、俺おれは……」

「でも、あたし、何も、何も思いつかなかった。

　だって、あたし……あんたにあげられるもの、なんにも持ってないから……」

　言いながら――

　レンビアはとうとう、ぽた、ぽた、と涙をこぼしはじめた。

「だから、あたし……」

　その吊つりぎみの目が――

　真っ直ぐに、ノトを見つめている。

「………こんなコトしかもう、思いつかなくて……」

　そして、らしくないほどに震えた指先で――

　レンビアは、ネグリジェの胸元にそっと手をかけた。

　その指が、

　そこを留めるリボンを、

　怖々と、本当に怖々と、

　こんなの間違ってる、それは分かっているけど、

　解ほどいて――

「――！」

　ノトはそこでようやく、レンビアの意図に気付いた。

　慌あわてて、その手首をつかんで止める。

　――それを、合図にしたかのように。

「どうしてなのよ！」

　レンビアが、叫んだ。

　ノトの手を振り払おうと、乱暴に藻も掻がく。

「どうしてあんたは月に狂ったのよ！　バカノト！　どバカノト！　あたしが、あたしがこんなにお願いしてるのに！　こんなに、こんなに、お願いしてるのに！」

「……レンビア、落ち着け――！」

「あんたは、あたしよりも月が大事なの!?　どっちなの！　ほら、どっちなのよ！　答えなさいよ！」

　泣きながら詰め寄ってくるレンビアを、ノトはまっすぐ見据えた。

　手首を握る手に力を入れて、半なかば強引に黙らせる。

　そして、辛つらそうに、済まなさそうに――

　しかし、ハッキリと答えた。

「月だ」

「………！」

「――今の俺には、月が全てなんだ」

　繰り返された、ノトの答え。

　その言葉に、レンビアは大きなショックを受けたような顔をした。

　翠みどりの眼めから、大粒の涙をとめどなくこぼし続ける。

　そして――後ずさるようにして、ベッドを降りていく。

「バカ……バカノト……あたし、もう……もう知らないから！　あんたなんか、勝手に死んじゃえばいいのよ！

　あんた、あたしの気持ちなんか知らないで……これっぽっちも知らないで…………

　なんにも、なんにも、知らないで………………バカぁ！！！」

　叫んで寝室を駆け出したレンビアは――

　二度と、この部屋には戻ってこなかった。

　この夜を最後に、参謀補をやめてしまったのである。
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　レクト亞大陸で用いられているヴィストール暦では、１週間は光／火／風／水／土／闇やみを司つかさどる亞大陸六神フアステスマ・セイにちなんで６日・６曜日である。

　それを５週間繰り返して30日を１か月とするのだが、13月サナターンだけは通例５日しかない。この闇曜日のない13月は聖サナターン祭と呼ばれ、亞大陸中がお祭りになるのだった。

　打ち上げまであと１か月に迫った、その聖サナターン祭の初日。

　魔導宮のホールを10倍は大きくしたような王宮のダンスホールの隅っこで、ノトとナキアミはまたも目を白黒させて立ちつくしていた。

　天井にはダイナミックでありながら精密な神々の絵が写実的に描えがかれ、金細工と鏡で飾られた壁には歴代の王たちの巨大な肖像画が並んでいる。

　茜色マダーを基調とした大絨じゆう毯たんにも、様々な植物をデザイン化した細やかな柄がホールの果てまで続いている。いったいこれ、何年かけて織ったのだろうか。

　それにしても……と、ノトは壁の鏡で自分の姿を改めて見た。

　サベラ将軍とノトたち宙士アストロは、レドライアス大王から直々に王宮のパーティーへと招待されていた。しかも大王は、宙士アストロたちは平民だから衣装で恥ずかしい思いをしないようにと、特別に準備金まで下か賜ししてくださっちゃったのである。

　その予算で王室御ご用よう達たしの服屋が仕立ててくれたこのフロックコート。金ボタンのウェストコートに、大きすぎず小さすぎずの宙軍徽き章しようが巧たくみなセンスを感じさせるネクタイ。

　それら全すべてを身に纏まとったノトは、いまだに鏡の中の自分が自分とは思えなかった。馬ま子ごにも衣装、と東方のことわざで言うらしいが、それが自分にも当てはまる事だったとは。

「ノト、な、なんか、居づらいね……」

　隣で囁ささやくナキアミは、ちょっと子供向けの、水色と白を基調としたふりふりのひらひらなドレスを着ていた。これも新しく仕立ててもらったもので、童顔のナキアミにはおっそろしいほど似合っている。ふんわり広がったスカートにはしっぽを出す穴もちゃんと開いており、そこから出たしっぽには白い絹のリボンが蝶ちよう々ちよのように結ってあった。

　そんなおめかしモードの２人なのではあるが、ナキアミの言う通り、このパーティーは実に居づらいものだった。

　ホールの中央近辺では無数の男女が優雅に踊っているのだが、ノトたちはあの上品なダンスの作法を一動作たりとも知らない。ノトが酔っぱらって船乗りたちを笑わすためによくやっていた『イモ虫踊り』（シャクトリ虫のように床を這はい回る）は、どうやら王こ宮こでは流は行やっていないご様子である。

　また、中央を少し離れたところではサベラを含む名士セレブたちがご歓談しているのだが、話している内容が高度に政治的すぎるため、輪に入っていけない。こちらも、ガルナの魚市場で大好評だった『新鮮なタコとそうでないタコを肛こう門もんで見分ける方法』等について語っている人はおそらくいなさそうな雰囲気である。

　というわけでノトはナキアミと並んで突っ立って、ひたすら手持ちぶさたな時間を過ごすのであった。

　――何もすることがないと、きまって、レンビアのことが思い出されてしまう。

（あれから、２か月か……）

　この間の寝室での一件以来、ノトとレンビアの間には深い亀き裂れつができてしまっていた。

　レンビアはあんなにノトのことを心配してくれていたのに、ノトは「お前より月が大事だ」、などと言ってしまった。いや、あの場ではああ言うしかなかったのだが、ひどい誤解を与えてしまったに違いない。

　だが、あれから２か月経たった。冷却期間としては十分だろう。

　今までは話しかけるきっかけがなかなか無かったが、今夜は聖サナターン祭の第１夜だ。亞大陸中が熱に浮かされたようになっている今夜なら、何食わぬ顔で会いに行って、この間のことを無かったことにしつつ、楽しくお喋しやべりなんかができるかもしれない。

　などと考えていたノトは……

　くいくいっ、とコートの裾すそをナキアミに引っ張られて、我に返った。

「――？」

　見れば、いつの間にか、２人の周囲に何人かの若い男たちがニヤニヤしながら集まってきている。

　どれもこれも、どこかで見た顔のような気がするのだが……

「へえ。噂うわさには聞いてたけど、本当にこんなのが選ばれたわけか」

「死んでもいいように、平民と亜人にしたのかな」

「おいおい、こっちの亜人は女だぜ。ありえねーな」

　などと言って笑う失礼な男たちを見て、ナキアミがノトに耳打ちしてきた。

「……ノト。この人たち、宙士試験の最初の会場にいた人たちだよ。みんな、体たい重じゆう秤ばかりのところで落とされたり、ロケットの試射で逃げたりしてたけど……」

　ああ、そういうことか。

　ノトは男たちを睨にらみつけた。このパーティーに参加しているということは、コイツらはお偉方のご子息たちなのだろう。宙士アストロになれなくて悔しいのは分かるが、わざわざイヤミを言いにくるとはヒマなヤツらだ。

「今さら負け惜しみかよ。貴族のくせに、男らしくないぞ」

　そう言い捨ててその場から離れようとしたノトの腕を、１人の男がつかんだ。

「待てよ。お前――『立体魔法陣キユビ・マギルス』って知ってるか？」

　その言葉に、ノトは眉まゆを寄せた。

　なんだそれは。知らないし、宙士アストロとは何の関係もなさそうな単語だ。

　ナキアミ共々知らないという顔をすると、男たちは顔を見合わせて２人を鼻で笑った。

「やっぱり知らされてなかったか。まぁ、しょうがないよな。俺おれたちでさえ、あの試験の時には知らされてなかったんだからな」

「カワイソーに。お前たちは宙軍に入って、英雄にでもなったつもりなんだろう？　――ロケットが、最終兵器を運搬する道具だとも知らないでさ」

　――最終兵器？

　何だ？　何の話をしているんだ？

　ノトは男たちの顔を見回した。

　彼らは冷笑を浮かべて、哀あわれな実験動物を見るような目でこっちを見ている。

「あのなぁ。平民でも、邪黒龍デロンの昔話ぐらいは聞いたことがあるだろう？」

　１人の男が、まるで子供に諭さとすような口調で言う。

　ノトは眉まゆを寄せ、黙って相手を見つめ返した。

　邪黒龍デロンとは、レクト亞大陸最大の害悪。１７００年前と４００年前に２度だけ北方より現れ、一日で都を丸ごと喰くらいつくしたという、人じん智ちを越えた邪悪なる巨きよ龍りゆうである。

　しかし、それは歴史上の出来事。ノトにとっては、おとぎ話の中の存在にすぎなかった。

「立体魔法陣キユビ・マギルスってのは、邪黒龍デロンを一昼夜だけ呼び出すことができる召喚魔法陣なんだよ。３年前、ガルニアの宮廷魔導師たちが極秘に完成させたんだ。

　コイツを使えば、どんな国でも龍りゆうに襲わせて滅ぼすことができる。つまりガルニアは、究極の――最終兵器を手に入れたってワケだ。

　だが、立体魔法陣キユビ・マギルスには欠点があってな。それが『重さ』だ。立体魔法陣キユビ・マギルスは純金の巨大な金属板を複雑に組み合わせたもので、10トナ以上ある。１５０人乗りの軍艦で、ようやく運べるような重さなんだよ。これじゃあ、いくら強力な兵器でも使うに使えない。敵国に仕掛けようにも、運んでる途中で見つかって奪われてしまう。

　――ここまで話せば、頭の悪いお前たちでも分かるだろう？

　つまり、お前たちが乗ろうとしてるロケットってものは、空を越えて最終兵器を素早く他国に落とすための道具なんだよ。そして月面踏破計画は、亞大陸中にそれを見せつけるための宣伝、サーカスなのさ。お前たちはそのサーカスの、道化師ピエロなんだよ」

　笑い混じりに語る貴族男に、ノトは頭を金かな槌づちでぶんなぐられたような心ここ地ちがした。

　知らなかった。ロケットが、兵器だったなんて。

　そんなこと、誰だれも、教えてはくれなかった。

　驚いているノトに、男たちは嬉うれしそうな声で追い打ちをかけてくる。

「飛ばす立体魔法陣キユビ・マギルスもないくせに、東方のハヤン帝国もロケットを研究してるみたいだけどな。まぁ、月面行きはガルニアがぶっちぎりの一番乗りだろうさ。だが、誤解するなよ。それはお前たちの手柄じゃない。全部、レドライアス大王陛下の科学びいきと、カネ――何億アダガもの、莫ばく大だいな資金のおかげなんだからな」

「そう、問題は金なんだ。宙軍を始めとする科学振興にかけられた予算は、巨額すぎる。そっちに金がかかるせいで……たとえば宮廷魔導師たちは、予算も人も減らされちまった。立体魔法陣キユビ・マギルスを作り出して大王に能力をアピールしたにもかかわらず、魔導師たちの俸給や魔導宮にかける金はどんどん減額されてる。こんなのは６００年続いた宮廷魔導師の歴史上、初めてのことなんだぜ」

　そう言う男たちの背後、少し離れたところでは、女の宮廷魔導師――宮廷魔女たちが、こっちを見てクスクスと笑っていた。そうか。おそらく、この男たちは宮廷魔女たちのカレシたちなのだ。

　男を使ってイヤミを言ってきた陰険な魔女たちを見て、ノトはようやく気付いた。

　大王が魔導師たちに宙軍との協力を命じたのは――彼女らが宙軍を目の敵かたきにしていたから、なんとか関係を改善させようとしての事だったのだ。宙士アストロたちを魔導宮に住まわせたのも、宙軍参謀に筆頭魔導プリモ・マツギルージーンを就任させたのも、そのための計らいだったのだ。

「お前たちのせいで宮廷魔導師たちがいまどうなってるか、知ってるか？　みんな、能力と容姿の厳しい審査に勝ち残って、それからも魔法ひとすじに生きてきたのに……何人も、どんどんクビになっちまってるんだ」

「知ってるか？　魔導師が世俗に降りるのは大変なことなんだぜ？」

「貴族の位を捨てて商人と縁組したり、冒険者に雇われて辺境に行ったり。宮廷魔女の中には、高級な娼しよう婦ふになったのもいるとか――」

　男たちの言葉に、ノトは……内心、動揺していた。

　ノトたちのロケットは莫ばく大だいな公金を使い、一部の人々に激しく憎まれながら飛ぶのだ。

　そんな重大なことをなんにも知らないで、意識すらしないで、ノトはここまで来た。

　その事は反省する。

　でも、だけど。

　いくらかかっても。誰だれに憎まれても。

　それでも、それでも、それでも俺おれは。

　なによりも、命よりも大事なもののために――――

　――月に、行かないと――！

　ノトが気丈に顔を上げたその横では、ナキアミが目に涙を溜ため、泣きそうになるのをこらえていた。スカートの布を握り、頑張ってガマンしているのだが、ぐす、ぐす、ともう鼻を鳴らしている。

　お、泣くぞ泣くぞ、と男たちは面白そうにナキアミの顔をのぞきこむ。

　それを見たノトが、ヤケになって男の襟首につかみかかろうとした……その時。

「こらッ！　貴様ら！」

　ホールからノトたちの方へ出てきたサベラが、カツン！　とヒールを鳴らす音が響いた。

　男たちと魔女たちの視線が、一斉に、瑠る璃り色いろのドレスを着たサベラへと集まる。

　キッ、とサベラは元々鋭めの目つきをさらにつり上げて彼らを睨にらんだ。

「お前たち、そこの宙士アストロを侮辱したな！　それはつまり、宙将軍である私を侮辱したということでもある！　もう一言でも侮辱すれば、このサベラ＝ファーマインが、鳳ほう爵しやく家けの名にかけて――その素ッ首、叩たたき落とすッ！」

　びしっ！　と扇を向けたサベラに、男たちが萎い縮しゆくする。

　そして慌あわてて背筋を伸ばすと、服装を正し、サベラの方を向いて片かた膝ひざをついた。

　続けざまに、サベラは長い銀髪を振って魔女たちの方を向く。

「お前たちもだ！　ルージーンが居た間はおとなしくしていたくせに、あれが中座してからこういうコトを始めるとは――いい性格をしているな！」

　サベラに叱しつ咤たされると、魔女たちも大おお慌あわてでスカートの裾すそをつまんでひざまずいた。

　なんだなんだ、と、ホールの人々の注目がこっちに集まり出す。

　キッ、と周囲に一いち瞥べつをくれてから、サベラはノトとナキアミのそばに歩み寄ってきた。

「大丈夫か？」

「あ、ああ――」

　いつも通りの態度に戻って話しかけてくるサベラに、ノトはたじろぎながら応こたえる。

　いま、サベラは『鳳ほう爵しやく』と名乗った。それってたしか、ガルニア王国で王家と龍りゆう爵しやく（旧王家）の次に偉い、12家しかないどえらい爵しやく位いのはずである。

　なんとなく高貴な出自なのだろうとは思っていたが、まさかそこまでとは。

「フン。どんなパーティーでも、酔っ払いが出始めてくる時間帯は興きよう醒ざめなものだな」

　サベラは目を丸くするノトとナキアミの手を引きながら、カツカツとヒールを鳴らしてホールを出ていくのであった。



　それから、１時間後。



    

  
    
      



    

  
    
      　王宮を抜け出した３人の姿は、ほぼ完成した月行きのロケット『パリヴィオンⅠ』の傍かたわらにあった。サベラがまた自慢の自動馬車バツギエをかっ飛ばして、ノトたちをこの海辺の工房・『龍のテントテンタ・ディ・ドラコ』まで連れてきてくれたのである。

　まもなくロケットを運び出して月面踏破の司令所となる予定の工房は、そびえ立つパリヴィオンⅠの下に広がる城下町のようだった。

　潮の香りのする夜風が、心ここ地ち良く３人の肌を撫なでてくれる。

「何度見ても……大きいものだな」

　長身を包むドレスを月光に艶つや光びかりさせながら、サベラはパリヴィオンⅠを見上げた。

　ノトたちも一緒になって、その威容を見上げる。

　ロケットは遠くからだと全体が見えるのだが、こうやって根本まで来るとほとんど壁という感じで、その全容を視界に収めることはとてもできなかった。

「サベラ」

　ナキアミが、サベラを上目遣いに見た。

　そして、思い切ったように……聞く。

「……サベラはどうして、宙軍の将軍になったの？」

　ナキアミの言葉に、ノトも振り向いた。

　２人に見つめられたサベラは――黙ったまま、満月を見つめていた。

　長い、長い沈黙の後……その薔ば薇らの花弁のような唇を、そっと開く。

「ファーマイン家の人間は、空で死ぬと旅人を守る精霊になる」

　呟つぶやくように言ったサベラに、ノトは首を傾かしげた。

「……なんだそれ？」

　キョトンとした声で聞くと、サベラは振り返らずに言葉を続けた。

「私の兄は、空で死んだ」

　――その言葉に、ノトとナキアミは声を失う。

「ああ、気をつかわなくてもいい。もう昔のことだからな」

　ちょっと固くなった空気を感じ、サベラは少しだけ穏やかな表情になって目を閉じた。

「私の家、ファーマイン家は……飛竜ワイバンを駆って新天地を見つけ、そこに民衆を導く『先導者』の一族なのだ。祖父はレオンハイム公の新大陸パーゲイア発見に同行したし、父はガルニア北部の開拓に生涯を捧ささげている。そして兄も、竜軍に入って操竜術を鍛え――いずれは人々のために新たな世界を見つける、と、幼かった私によく夢を語ってくれた。

　私は、兄が大好きだった。兄も私をとってもよく可愛かわいがってくれた。兄は遠縁の養子で、私たちはとても仲が良かったから……いずれは、結婚することにもなっていたのだ。

　でも、４年前の閲兵式で――兄は、未熟な後輩の竜騎兵と空中で衝突事故を起こした。

　そして、私の目の前で墜落死したのだ。あっけないぐらい、一瞬の出来事だった。

　変わり果てた兄の姿を見て、私は気がふれた。屋敷中の物を壊して、狂ったように着飾って、何度か、兄の後を追おうとさえした。フィディークもよく焚たいたものだ」

　ノトとナキアミは顔を見合わせた。

　フィディークとは、密室で焚たいて煙を吸引する高価な麻薬である。

「父は私を勘当して、ガルナの病院に押し込めた。正気を取り戻すのに、たっぷり２年はかかったよ。それから、退院した私は……思い切って、竜軍の入軍試験を受けに行った。ファーマイン家の使命を果たすことで、亡き兄の遺志を継ごうと思ったのだ。

　だが、私はそこで気づかされた。兄の死の記憶が、私の心を飛竜ワイバンを恐れる心に変えてしまっていたのだ。竜はそれを敏感に感じ取る。だから、私を乗せようとはしなかった。ムリヤリに乗竜しようとして、振り落とされて……泥まみれのミジメな姿で、不合格……

　それからの私はもう何もする気が起きなくなって、屋敷に引きこもるようになった。

　そんなとき、文通していた友達から聞いたのだ――月面踏破の話を。

　これだ、と思った。私は竜に乗って空から新たな大地を探すことはできない。だが、ロケットに乗って月面を目指すことなら、まだできる。そして月の大地に人類を導くことができれば、志半なかばで空に消えた兄の無念を晴らすことも、きっと――」

　そこまで言って、サベラは再びその紅あかい瞳ひとみで月を見上げた。

　そうだったのか……と、ノトはサベラの横顔を見つめる。

　何も、知らなかった。サベラのこと。

　長い訓練の日々を経へたにもかかわらず、ノトは今の今まで、サベラがなぜ宙将軍になったのかあまり考えたことがなかった。貴族のお嬢様が科学にハマって、王国の税金で思いっきり遊んでいる……そんなとこだろう、と、勝手に、適当に、考えていた。

　だが、今はそんな自分の思い込みが恥ずかしくさえある。サベラにはサベラの人生があり、ノトとは違えど、確かな理わ由けを胸に月面踏破計画のために働いていたのだ。

「私は、レドライアス大王に直訴して宙軍の創設に加えてもらった。そして、最初の宙士アストロとなるべく訓練を始めたのだ。

　だが――資金の限界ギリギリまで巨大なロケットを設計したにもかかわらず、宙士アストロの体重は、なにをどう頑張っても２人で２００リッブラを超えられない計算になった。

　そして私は、この身長だ。

　ノト、お前ならもう分かっただろう。当時１５０リッブラあった私は、宙士試験の時のお前と同じことをやったのだよ。月経が止まるまで絶食し、水も飲まず、髪はもちろん体中の毛を剃そり、最後は自らのくるぶしを切って血まで抜いた。

　でも、骨と皮だけの姿になっても、私は１１５リッブラあったのだ。その時の私は死体と見まごうような体で、とてもロケットの操縦ができる状態ではなかったしな……

　つまり私は、初めから宇宙には行けない体だったと、まぁ、そういう事だったのだ」

　ノトたちは黙って、サベラの言葉を聞いていた。

　サベラはノトたちの方に振り返ると、済まなさそうに言葉を続けた。

「さっきの王宮でのいざこざは……ショックだったろうな。

　黙っていて済まなかった。確かに、このパリヴィオンⅠは兵器の見本として作られた。

　そういう使い道があったからこそ、国から金が下りた。これは、事実だ。

　だが、私の心は違う。いつの日か……いつの日かこれが、私と同じ夢を持った誰だれかを乗せて、純粋に宇宙を開拓するためだけに飛べる日が来る。私はそれを夢見て、その礎いしずえを作ってきたつもりなのだ。これだけは、信じてくれ。

　だいぶ前に見せたときには失敗したが、もう、ロケットは完かん璧ぺきに完成した。そしてお前たちの操縦訓練も、生還率がほぼ10割になっている。お前たちは、行けるんだ。

　ノト、ナキアミ。身勝手は承知の上で、今一度、頼む――翔とんでくれ。月まで翔んできてくれ。人間はどんなところだって、他ほかの星だって、切り拓ひらくことができる。それを、私たち兄妹きようだいに代わって、証明してきてくれ――！」

　そう語ったサベラの燃える瞳ひとみに、ノトたちは立ち上がった。

「――サベラ、心配するなよ」

　ノトは月を指すと、その手をサベラに差し出した。

「行ってくるよ。俺おれたち、必ずあそこまで行ってくるから」

　そう言ったノトとサベラが嬉うれしそうに手を重ねると、ナキアミもそこに手を重ねてきた。

　それを見たサベラは、ナキアミのおさげをそっと撫なでながら小さく笑った。

「……ナキアミ、聞いたのはお前だったな。そう言うお前は、なぜ月を目指したのだ？」

　サベラの話にもらい泣きしかけていたナキアミは、急に話を振られてキョトンとする。

　そして、もじもじと耳を垂らしながら、ためらいがちに語り始めた。

「……えっと……ナキはね、あのね……ノトたちは、『亜人狩り』って知ってる？」

　なにやらショッキングな単語に、ノトは首を横に振る。

　知っていたらしいサベラは、目つきを少しシリアスにさせながらうなずいた。

「……知っている。２００年ぐらい前まで、ガルニアの法律上、亜人は人間ではなかった。だから狩っても殺しても、何の罪にも問われなかったのだよな」

「うん……」

　小さく首しゆ肯こうしたナキアミに、ノトは振り返る。

「……それでね、自分で言うのも何だけど、ナキたちの身体からだって少し変わってるでしょ？　耳とか、しっぽとか。それが、面白い人には面白かったらしいんだ。ラタラ族の村には何度もガルニアの人たちが亜人狩りにきて、いっぱい捕まって、さらわれたの。そして値札をつけられて、お金持ちのペット用に売られていったんだって」

　ノトは深いショックと共に、その話を聞いた。

　遠い過去のこととはいえ、ガルニア人がそんなことをしていたとは。

「でもそれはずっと昔のこと。もう２００年も前のことなの。でもね、今でもラタラ族はガルニアを……ううん、亞大陸じゅうの人を怖がってるの。村のみんながみんな、昔のことで自信を無くしちゃったんだ。『ラタラ族は力も気も弱いダメな部族で、村の外には強くて怖い人がたくさんいる』って、思いこんでるの。だからほとんどのラタラ族は、村から一歩も出ないで一生を過ごすんだよ。ガルニアの人たちもラタラ族に会うことがめったにないから、いまだに、ナキたちのことを人間じゃないと思ってる人もいるんだ。

　でもそれじゃあいけないから、って、長老のおばあちゃまが、行商人に聞いた月面踏破の話をナキにしてくれたの。ナキは物を数えたり覚えたりするのが得意だから、きっと、月に行く旅路をお手伝いできる。そうすれば、村のみんなは『ラタラ族だってやればできるんだ』って思うことができるし、ガルニアの人たちからも見直してもらえる……そう思って、だから、ナキは月を目指すことにしたの」

　ナキアミはそこまで語ると、その大きな黒い瞳ひとみで２人の方へ振り向いた。

　ノトはサベラと並んで、ただ、ナキアミを見つめ返した。

　初めて知った、ナキアミの目標。

　それもまた、サベラと同じ気高いものだったのだ。

「あのね……それとね……」

　急に声のトーンを下げて、ナキアミは１人で赤くなり始めた。

　どんどん赤くなって、ゆでダコみたいになった頬ほおを左右の手のひらで押さえている。

「ナキにはね、好きな人がいるの」

　またまた飛び出した衝撃の告白に、ノトは飛び上がった。

　ナキアミは手で顔を覆おおい、指の間から円つぶらな瞳でちらちらこっちを見てくる。

「ラタラのみんなのためにも頑張れるけど、ナキ、その人のためにならもっと頑張れるの。こんな気持ち、ふしぎ。とってもふしぎ……」

「おいおい知らなかったぞ！　どんな男だ!?　手ぇとか繋つないだか!?　もしかしてなんかこう、その、キ、キスとか、カラダ触らせたりとか……したりしたのか!?」

　驚きのあまりオヤジなことを聞いてきたノトに、ナキアミはいやんいやんと頭を横にふった。もう、顔を隠す手の指先まで真っ赤になっている。

「すっごく……かっこいい人だよ。かっこよくてかっこよくて、ナキ、その人の頭から爪つま先さきまで、ぜんぶが好きなの。でも、まだキスなんかしてないよ。でも、でも、体は、何度か触られたかも……」

　おおおおっ！　と、ノトが歓声を上げる。

「でもね、ナキは、自分にあんまり自信がないから……その人に『好き』って言う勇気が出ないの。だからなにか、ナキ自身が、自分に自信を持てるようなきっかけが欲しい。それでね、ナキは決めたの。宇宙まで行けたら……告白する、って……」

「こ、ここ告白ッッ！」

　いきなり奇声を上げたサベラに、ノトはちょっと引きぎみの視線で振り返る。

　見れば、サベラは棒のように突っ立ったまま、紅あかい瞳をまん丸に見開いてガチガチに固まってしまっていた。

　マジメ一辺倒・仕事人間のサベラには、どうやらラブ関連の話題はこのレベルでも刺激が強すぎるらしい。

「……それにしても、宇宙からの告白とはなぁ。ナキアミにしちゃあ、シャレたことを考えたじゃんか。人類の宇宙からの第一声は、ナキアミの告白で決まりだな！」

　ほっぺに手を当てて恥ずかしがるナキアミの背を、ノトは満面の笑みでばんばん叩たたく。

　航宙カプセルには音鏡石リンコツトと呼ばれる魔法の宝石を搭載して、地上との連絡を取れるようにすることになっている。南部諸侯連合ヴイストニア領でまれに発掘されるその宝石は、２つに割るとしばらくのあいだ片方に響いた音がもう片方にも共鳴する魔法の石である。それを使えば、ナキアミの愛の告白を地上班経由でその男に伝えることもきっとできるのだ。

「うむ……うむ！　こ、こんなカワイイ美少女にそんなに好かれるなんて、その男は、三国一の幸せ者だぞッ！」

　なぜか凛り々りしい顔になりながら腕を組むサベラは、その高い鼻からつつーと細い鼻血を垂らしていた。興奮のあまり、自分ではそれに気付いていないらしい。マヌケな絵である。

　わいわい、と、月明かりの龍のテントテンタ・ディ・ドラコで３人は盛り上がる。

　この時ばかりは、３人は宙士アストロや将軍、人間計算機カリキユラトリエであることから解き放はなたれて、普通の若者に戻ることができるのであった。

　しばらくナキアミを小突いたりはやし立てたりしてから――

　サベラが、ノトの方を向いた。

「で……ノト？　お前は、どうして月に行こうと思ったのだ？　それも、試験のときから『半年以内』だなどと期限なんか切って……」

　その質問に、ナキアミも興味深げな瞳ひとみでこっちを見つめてくる。

　尋たずねられたノトは……

　突然、無言になった。

　表情も無くなり、きゅっ、と口を結ぶ。

　そして、深刻な面持ちで満月に向き直った。

　あまりにも急に張り詰めてしまったその場の空気に、サベラとナキアミはノトへの質問を繰り返すことができなかった。

　打ち寄せては消える、遠い波の音――

　怖いぐらいに長い沈黙の後、ノトは２人にやっと聞こえる声で呟つぶやいた。

「……ごめん。俺おれは……言えない。言っても、どうせ信じてもらえないから――」



　サベラの車で魔導宮に戻ると、門の前にさっきの魔女たちの姿があった。

　王宮でのサベラの剣幕に怯おびえたのか、魔女たちは慇いん懃ぎんな口調で非礼を詫わびてきた。ケンカしないに越したことはないので、ノトも彼女らを許してやり、一件落着ということにする。

　そこで、ノトはさっきからずっと計画していた作戦を実行することにした。

「おーっと、俺、王宮に、忘れ物、して、きちまったよォ。取ってくるから、ナキアミ、お前は、先に、寝といてくれ！」

　頭の中でリハーサルしていた通りのセリフをナキアミに叫ぶと、有無を言わさず魔導宮から飛び出す。そして、蛍がふよふよ飛び交う運河を幾つか渡り、王宮前の広場でオリオンの翠星ヴエルデ・オリオネを見上げてから――

　久しぶりに、『恋する共感ラビン・シンパシア』を発動させた。

（…………いた…………）

　レンビアを、街の中に探さぐり当てる。

　レンビアは、学院にいた。ガルニア王立大学院の、ホールの辺りだ。

　今夜は魔法陣学会のパーティーがあるとか、たしか誰だれかが言っていた。魔法陣師アラベスカとして売り出し中のレンビアも、それに参加しているのだろう。

　じゃあ、ジャマしない程度にしなくちゃな。ノトはそう呟つぶやきながら学院に向けて歩き始めた。歩きながら、服や靴に汚れやほころびが無いかチェックする。

　なにせ、２か月ぶりのご対面である。明るい会話をするには、何か特別な話題が必要だ。そしてこの貴族みたいにキメた服装は、それにうってつけのネタに違いない。

　それに正直、ノトは今の自分の姿にはちょっと自信があった。この姿を見せたらもしかしたらレンビアは、カッコいいじゃない、なんて言ってくれるかもしれない。

　さらにもしかしたら、どこか薄暗い場所で二人っきりになれて、この間のケンカを水に流し――祭りの昂こう揚ようの中で、いい雰囲気になれちゃったりするかもしれない。

　と、ノトは勝手な妄想を膨らませながら、早足で王立大学院に着くのであった。

「いやー、俺おれは着たくなかったんだけど、むりやり、着させられちゃってさぁー」

　門をくぐる前に、レンビアに言う予定のセリフを１人で予行演習する。

　よし、これなら自然だ。レンビアも違和感を感じないだろう。

　深呼吸をし、ノトが足を踏み出した時……

「ノト……けっこう喜んで着てたと思うけど？」

　背後から聞こえてきた不機嫌そうな声に、ノトは文字通り飛び上がって驚いた。

「ナ、ナキアミっ!?　……な、なんでここに……!?」

　振り返ってドレス姿のナキアミを見つけ、ノトは後ずさる。

「だって、なんかノト、出て行くときすっごくヘンで心配だったんだもん。だからナキ、ノトのニオイをつけてきたの」

　ナキアミはなんでか妙にほっぺを膨らませながら、耳としっぽの毛を逆立たせている。

「ちょ……おま……またニオイかよ……！」

　なんで女というやつは、こういう事に異様に目ざといのか。

　まぁ……ついて来てしまったものは仕方がない。追い返してもついてくるだろう。

　ノトは苦虫を１００匹ぐらい噛かみ潰つぶしたような顔をしながらナキアミに背を向けると、レンビアを感じる方へと歩いていった。ナキアミは、ぴったり後ろについてくる。

　ノトは窓に煌こう々こうと明かりの灯ともったホールをぐるりと回り込み、裏手の２階、小さなテラスを見上げた。

　レモンの植木で飾られた、こじゃれたテラス。

　――そこに、レンビアがいた。

　確かに、いた。

　ノトはレンビアに明るく声をかけ、久々の会話を交わす――はずだった。

　だが、それができない。

　血が氷水のようになって、逆流するのが分かる。

　レンビアは、テラスにいたのだ。男と２人っきりで。

　にこやかに談笑しているその男は、いつもの制服ではなく、今のノトの服でさえ10着は買えそうなセンスのいい服を着ている。

　レンビアに微笑ほほえみながら語らうその男性は――

　ルージーン筆頭魔導プリモ・マツギ、その人だったのだ。

　ノトはナキアミ共々、完全に言葉を失ってしまった。

　体が、凍り付いてしまったようだ。身動きが、取れない。

　ノトたちが暗い場所にいるせいか、レンビアとルージーンはこっちに気付いていない。

　耳を澄ますと、２人の会話が聞こえてくる。

　聞いてしまって大丈夫なのだろうか。

　でも、聞いてしまう。どうしても、聞いてしまう。

「レンビア君。それ……僕の前では、できれば付けないでくれませんか。すみません、ちょっとニガテな形なんですよ。むかし離別した妻の家紋が、三日月の形だったもので」

「あっ、はい！　すみません、筆頭魔導プリモ・マツギ様……」

　レンビアは、ノトがあげた首飾りをわたわたと外して服の中にしまう。ルージーンは頭痛がするのか少し額ひたいを指で押さえてから、再び笑顔でレンビアの方に向き直った。

「……君をここに呼んだのは、宙軍の件ではないんです。先日君が魔法陣学会で発表していた、『物質転送テレポーテ』の魔法陣の話なんですよ。あれが、すごく面白かったもので」

「あっ……、ありがとうございます！」

　レンビアはぺこぺことルージーンに頭を下げている。

「君のあの魔法陣は、素晴らしいものなんです。あれを発展させれば、ステキなことができる。でも、レンビア君……自宅での実験環境じゃ、いい結果を出せないでしょう。だから、僕が後ろ盾になってあげようかと思っているんですよ。今後は、僕の館やかたで一緒に研究をしてみませんか？　そう、君さえよければ――どうですか、今夜からでも？」

　そう言うとルージーンはテラスの縁ふちに腰掛け、長い足を組んで爽さわやかに微笑んだ。

「……あっ……その、いえ、ご厚意はとても嬉うれしいんですけど、突然、夜分に、お館にだなんて……ヘンな噂うわさになってしまったら、ご迷惑をかけてしまいますし……」

「……噂？　あぁ、噂は良くないですね」

　ルージーンは片手を自分の額にあて、いたずらっぽい目で笑う。

「じゃあ噂じゃなくて、本当にしてしまいましょうか？　レンビア君みたいにカワイイ子なら、僕は大歓迎ですよ？」

「なっ……！」

　レンビアは真っ赤になって後ずさった。

「そっそんな……とんでもない……お、畏おそれ多い！　あ、いえ、決してルージーン様がキライとかそういうことではなくて、あ、あたしは、その……あの……っ」

　レンビアがたじろぎまくっていると、ルージーンはくすくすと笑う。

「ははっ。冗談ですよ。冗談。でも……」

　そしてレンビアのツインテールを片方、撫なでるように触りながら――

　顔をすぐそばまで近づけて、こう言うのであった。

「ちょっとだけ、本気だったんだけどな。じゃあ館やかたには、明日から来てくださいね」



　仲むつまじく語らう２人を見ていられなくて、ノトは――

　テラスの下から、走り去ってしまっていた。学院から魔導宮までほとんど無意識のうちに戻ってくると、機械的に夜着へと着替えて、逃げるようにベッドに潜もぐり込む。

　そりゃそうだ。当然の結果だよ。

　ノトの中で、もう１人のノトがそう言ってくる。そもそもひっかけ屋クリツパーのノトと魔法陣師アラベスカのレンビアは、違う世界の住人なのだ。宮廷魔導師のルージーンの方が、ずっとレンビアの近くにいて、彼女の全すべてをよく理解できるに決まっている。

　それに、ノトは今でこそ宙軍に食べさせてもらっているが、それも月面踏破が終わるまでのことである。その後はまた朝から晩まで働いて、生活していくのがやっとという暮らしに戻るのだ。レンビアの魔法陣の研究を何らかの形で支えてあげられる力は、ない。

　それなら、レンビアは大金持ちの筆頭魔導プリモ・マツギ様と一緒になった方がいい。レンビアの将来を考えると、そっちの方が絶対いい。研究だって不自由なくできるし、本だっていっぱい読めるだろうし、結婚とかしちゃえば貴族になれて、出世だって思いのままだ。

　ノトは枕まくらに顔を埋うずめて、あははー、と空笑いをした。

　悲しみはとっくに心の限界値を超えてしまっていて、涙も出ない。

「ノト、あんなアマ……じゃない、レンビアのことなんか、放ほっとこ！　忘れちゃお！」

　一言も喋しやべらないノトのベッドに、ナキアミはぷりぷりと怒った顔で上がってくる。

　ノトはベッドサイドの小さな棚にしまってあった『天央樹イエーサーの青葉』を取り出すと、それを抱きしめながら枕に顔を埋めた。

「いいんだ、いいんだよ……俺おれなんか、ルージーンに比べたら、何もできないガキだし……背も低いし、カネだって持ってないし、顔にだって傷が……ははっ。いや、いいんだ。しょうがないんだよ。そう、これは、しょうがないんだよ…………」

　ぺらぺらと喋りながら、ノトの声はだんだん小さくなっていく。

　そして、ついに聞こえなくなった。

（レンビア……！　お前こそ、俺の気持ちなんか……これっぽっちも知らないで…………なんにも、なんにも、知らないで………お前こそ、お前の方こそ…………！）



　王命により、その朝は街中の教会が鐘を打ち鳴らしていた。寒空に響き渡るのは、パリヴィオンⅠの旅の無事を祈る鐘である。

　いよいよ今日、打ち上げだ。

　ノトとナキアミは龍のテントテンタ・ディ・ドラコから少し離れたテントで、気密・断熱・耐圧の効果をもつ魔法の布を重ねたモコモコの宇宙服を着て待機していた。さらに前半分が半球状の遮しや光こうガラスでできている宇う宙ちゆう兜かぶとをかぶると、ハタ目にはどっちがどっちだか分からなくなる。

『ノト、ナキアミ。改めて勅命を賜った。予定通り、本日決行だ』

　宇宙兜の中に仕込まれた音鏡石リンコツトから、サベラの声がする。

　今朝早くからガルナ地方上空には黒い雲があらわれ、天候が不順になってきていた。もちろんパリヴィオンⅠは曇りでも雨でも飛べるのだが、突風などが吹くとマズい。

　司令所・龍のテントテンタ・ディ・ドラコにいたサベラは万全を期すためにと延期を申し出たが、レドライアス大王はそれを却下したのだった。

　月という天体は、地球の周りを楕だ円えん形けいに回っている。パリヴィオンⅠの打ち上げは地球と月の位置関係が絶妙なバランスの時に行われるべきなので、一度タイミングを逃すと１か月は延期しなければいけなくなる。今冬には月面踏破を実現すると民衆に――そして他国に宣言していた王には、延期という選択肢は無かったのだろう。

　一刻も早く月へ行きたいと願っていたノトも、決そ行れでいいと思った。ナキアミも、ここまできたらもう異存は無いようである。

　２人はテントを出ると、海辺に用意されたパリヴィオンⅠの発射場へと歩いて向かう。

　と、その足元に――ざしゅっ。

　石ころが飛んできて、転がった。

「!?」

　ノトとナキアミは立ち止まる。

　石ころは海岸の方から次々と飛んできて、２人をかすめてくる。

　大おお慌あわてで、警護に来ていた竜軍の騎士たちがノトたちを守ってくれた。彼らが並んで掲げてくれた盾に、がつん、がつん、と石がぶつかっている。

　石の飛んでくる方を見ると、そこには船で海岸線に乗りつけた一群の市民が《戦争反対！》《皆殺し兵器を許すな！》などと書かれた抗議の看板を掲げて騒いでいる。

　ノトたちは騎士たちに押されるようにして、大急ぎでパリヴィオンⅠの直下に移動した。

　吊つり籠かごに乗って、３段重ねの巨大ロケットのさらに上、航宙カプセルの収められた場所まで上がる。ノトは、今やはるか眼下になった海岸の騒ぎを見下ろした。そこでは竜軍が槍やりを振り回し、群衆を脅おどかして海へと追い払っているところだった。

（怒る気持ち、分かるよ……）

　王宮でのいざこざがあってから、ノトはああいう反対派がいることは理解できていた。

　関かかわった人々の思惑はどうあれ、事実上、ガルニアはこのロケットを兵器として作った。しかも、目玉の飛び出るような莫ばく大だいな税金を費やして。

　それを思えば、ああやって命がけで反対する人もいて当然なのだ。いない方がおかしい。

（……でも、ごめん。それでも、俺おれは月へ行く――行かなきゃいけないんだ。あんたらが掲げているものより、もっと大事なもののために……！）

　そう心に呟つぶやくと、ノトは気持ちを切り替えてパリヴィオンⅠの外殻に向き直った。

　ノトとナキアミは鉄骨のブリッジを渡って航宙カプセルに近付くと、手順通りにまずカプセル上段の気密扉ハツチを開いた。ナキアミ専用の狭い座席の周囲をぐるりと取り囲むのは、魔法の宝石と水晶玉が無数に埋め込まれたモザイク画のような計器盤である。

　打ち上げ時、ナキアミはこの計器盤に表現される細密な情報を瞬時に読み取って、パリヴィオンⅠの巨体を乗せるべきコースを演算する。この姿勢制御の速算は、月面踏破の全旅程の中でも最難関の一つだった。ナキアミの頭脳をもってしても、掛け値なしの全身全霊が必要とされるのである。最近こそほぼ毎回成功できるようになってきたが、つもり練習での通算成功率は３割７分と全行程の中で最も低い。

　カプセルに入る前に、ナキアミはノトとしっかり抱き合った。

「ノト。今までありがとう。ノトが支えてくれたから、ナキはここまでこれたよ。だから今度は……ナキがノトを支える番」

　大一番を前にして、ナキアミの目はなんだか嬉うれしそうに輝いていた。

「ナキアミ……がんばれよ。宇宙からの告白も、きっとうまくいくぞ」

　失恋で大荒れの心中を隠しつつ、ノトはナキアミを応援するように笑いかけた。ナキアミは嬉しそうに赤くなってうなずくと、そそくさとカプセルに入っていった。

　自らの足腰をベルトで座席に縛りつけてから、ナキアミは宇宙服や兜かぶとの各所に無数の銀線を次々と接続する。そしてそっと座席に寝ころぶと、天井から垂らされた銀の輪に両手首を通して吊つった。蜘く蛛もの巣にかかった蝶ちようのような姿で、人間計算機カリキユラトリエが静かに目を閉じる。

　いま、彼女はこのパリヴィオンⅠと心身共に繋つながり、その頭脳となったのだ。

　ひらひら。手順通りに、ナキアミが右手の人差し指と中指を動かして準備完了を示す。

　ノトは祈るような気持ちで、丸い窓のついた気密扉ハツチを静かに閉じた。

　ナキアミの搭乗が終わると、ノトはハシゴを下りてカプセルの下段に入り込んだ。

　操縦席に着いてベルトを締めると、ノトは爪つま先さきをペダルに固定し、２本の操そう縦じゆう桿かんをしっかりと握った。操縦桿は地平に対して水平に据えられており、それぞれ管楽器のようにノトの五指に位置を合わせた鍵けん盤ばんがついていた。

　こいつの操作は絶妙な反射神経が要される上に、モコモコの手袋のせいで至難を極める。

　だが、練習に練習を重ねた今、ノトには絶対の自信があった。大丈夫――目の前の水晶玉に表されるナキアミからの指示通り、上手に、優しく、この巨体を御してみせる。

「こちら落花生ピーナツツエ。宙士アストロ、２人とも搭乗した。龍のテントテンタ・ディ・ドラコ、聞こえるか」

『よく聞こえるぞ、ノト。船内の状況はどうだ』

「環境、すべて緑ヴエルデ。第１から第７までの清素シルフエンタンク、爆素ヒドランタンク、内圧良し。雷気圧エレクトラ――正常。重心軸、ぶれ・ひずみ・ゆがみ、全すべて許容できる範囲内だ」

『こちらも確認、パリヴィオンⅠは万全だ。よし――秒読み、開始するぞ！』

　サベラの宣言に続いて、技師たちの歓声が音鏡石リンコツトから漏れ聞こえてきた。

　やっと、ノトの胸の中に実感が湧わいてきた。

　ああ、ついに、行くのだ。

『打ち上げ70秒前！　65、64、63――60秒前。これが中止できる最後のチャンスだ、ノト、ナキアミ、異常は無いな？　秒読み、続けるぞ!?』

「大丈夫だ！　行かせてくれ！」「ノトがいいならナキもいい！」

　ノト・ナキアミそれぞれの返事が連つらなり、秒読みが続く。

『30、29、28――ブリッジ、倒せ！』

　サベラの命令に続いて、ノトたちがここまで登ってきた鉄骨のブリッジが海の方へと倒れていった。

　文字通り、もう退路はない。

　残された道はただ一つ。

『３、２、１――点火！』

　上そら――！



　ドドドドドドドド…………！！！

「うっ……！」

　閃せん光こうと爆風に、サベラは後ずさった。

　十分な距離を置いているハズなのに、危険なほどの熱が伝わってくる。

　地鳴りのような噴射音と共に、白煙がパリヴィオンⅠを覆おおい尽くしていった。

「ば……爆発したのですか？」

　成り行きを見守っていたルージーンが、眩まぶしそうに手で光を遮さえぎりながら言う。

「いや、大丈夫――正常だ！　パリヴィオン、離と陸べッ！！！」

　音鏡石リンコツトにサベラが絶叫すると、それに応こたえるようにパリヴィオンⅠが煙の中からその先端を突き出させた。ゆっくりと持ち上がっていく巨体から、ばらばらと氷が剥はく離りしている。

　あれも予想通りだ。推進剤にしている液体清素シルフエンと液体爆素ヒドランは非常に低温なので、空気中の水が機体に結露して凍り付いたのである。何かの部品が落っこちているわけではない。

「あがれ……あがれ……！」

　今ごろノトたちは激しい振動に耐えながら、至難の業といわれた操縦を開始したはずだ。

　２人のことを思うと、サベラは激しい情熱の中で祈るような気持ちになった。



　いやがおうにも体に力が入る。

　浮かべ、浮かべ――ああ、浮かぶ――浮かんだ。

　巨漢・パリヴィオンⅠが、ノトたちを力強く、ゆっくりと持ち上げ始めた。

「いま離陸した。時刻時計は午前６時57分。時間時計をスタートさせる。現在０秒、１、２、３――動作正常。高度計、速度計、値０から正常に上昇を開始」

　がたがたという振動音の中、自分の声が宇う宙ちゆう兜かぶとの中に響く。

　ノトの眼前では、計器盤に８つ据えられた薔ば薇ら水晶の玉が明滅し始めた。この水晶玉はナキアミの思考と連動しており、進むべき方向と角度を精密に示してくれる。ノトはその指示に従って、重力に耐えながらパリヴィオンⅠの姿勢を制御するのだ。

　初め小さかった振動が、次第に強まっていく。

　押し上げられているのが分かる。

　ああ、いま、上昇しているのだ。

「順調に加速中――高度、２００メテを突破。３００メテ。さらに加速。姿勢は安定している。振動は大きくなってきてるが、舌を噛かむほどじゃあない。針路、予定通り。若干のぶれが発生してるけど、余裕で調整できてる」

　ノトは、状況をせわしなく音鏡石リンコツトに報告し続けた。

　長期にわたる訓練の甲か斐いあって、計器を一いち瞥べつしただけで易やす々やすと情報が読み取れる。

『パリヴィオンⅠ、そちらはだいぶ高くなった。いま、地上からはみんな仰ぎ見るようにして見ている。飛行姿勢はとてもキレイだ。お前たちはまるで、オレンジ色の火の玉の上に乗っているように見える。振動は大丈夫か？』

　サベラの声に、ノトは自分たちの飛んでいる姿を想像した。

　そうか。火の上に乗っているように見えるのか。ちょっと、空恐ろしくもある。

「振動は強まってきたが、訓練のシゴキに比べたらなんともない。まもなく雲に――」

　と、ノトが言葉を続けようとしたとき。

　ドガアアアアァァァァンッッッッッ！！！

　突然の閃せん光こうと爆発がパリヴィオンⅠを襲い、ノトの意識は潰ついえた。



　目がちかちかして、状況が把握できない。だが、サベラは確かに見た。低く垂れ込めた黒雲から――一筋の落雷が、パリヴィオンⅠを打ったのを。

　ようやく見えるようになってきた目に、惨状が飛び込んでくる。

　ロケットはそのドテっ腹に大きな穴を開け、大きく姿勢を傾けながら、なおも飛んでいた。だが、その噴射炎は肉眼で分かるほどに弱まっている。落雷はおそらく２段目の推進剤タンクを爆発させ、さらに噴射中の１段目の噴射口の一部を破壊したのだ。

「ノトっ！　ナキアミっ!!」

　音鏡石リンコツトに絶叫するが、返事はない。

　２人は気絶したのだろうか。あるいは、即死したのか。

　発射台からまっすぐ上に向かっていた白い煙の航跡が、途中から黒煙に変わり、大きくねじれて海の方へと逸それていた。明らかに、操縦不能の状態である。

　ゴゴゥ……と遠い海鳴りのような音を上げて、パリヴィオンⅠの一部が爆発するのが見えた。噴射炎はさらに弱まり、進路がほとんど真横になってしまう。水平線に向かうその悲ひ愴そうな航路は、さらに機首を下げて今度は海面へと向かい始めていた。



　２度目の爆発で、ノトは辛うじて意識を取り戻した。最初に気づいた異常は、船体の激しい振動と回転だった。パリヴィオンⅠはいま、錐きりもみ状態で真横に飛んでいる。

　歪ゆがんでしまった計器盤の水晶玉は、見えるだけでもそのほとんどが強い赤色に灯ともっていた。異常事態を表す色である。表されなくたって分かる。詳しいことは分からないが、パリヴィオンⅠは何らかの原因で事故ったのだ。

「ナキアミッ！　ナキ――」

　叫びながら階上を見上げて、ノトは息を呑のんだ。２階に通じる丸い扉が完全にひしゃげて、そこからナキアミのものと思われる赤い血が滴したたり落ちてきていたのだ。

　ノトが目を剥むいたのとほぼ同時に、パリヴィオンⅠは爆発を３回連つらねた。今度のは大きい。見えない巨人の拳こぶしで殴られたかのように、ノトたちの乗る航宙カプセルは上下に、左右に、大きく揺れた。宇う宙ちゆう兜かぶとの内壁に、ノトの頭がガツンガツンとぶつかる。

　額ひたいから出血しながら、ノトはそれでもなんとか意識を保った。

「うううううッ！」

　血が入ってきた目で、前方の計器盤を確認する。そこではナキアミの思考を読み取って光るハズの薔ば薇ら水晶が、光を失っていた。接続に使っている銀線が全すべて切れたのか、ナキアミの意識がもう無いのか。どちらにせよ、事態は極めて切迫している。

　ノトは意を決して、緊急脱出のハンドルを睨にらんだ。

　ああ、あれを引いてしまうと、なにもかもがムダになる。みんなの努力も、莫ばく大だいなお金も、そして長い長い時間も――！

　パリヴィオン級のロケットを再び建造するのには、１年はかかるだろう。

　そんなには待てない！　一刻も早く、月に、行かないと、いけないのに――！

　だが、とノトは改めて心を決めた。打ち上げは失敗だ。頭を切り換えるんだ。いま脱出しないと、ナキアミ共々死んでしまう。

　――死んでしまっては、月に行けない！

　がくんっ。機体が大きく揺れ、さらに加速し始めた。

　角度が、どんどん下向きになっていくのが分かる。

　墜落、している――！

　ノトは計器盤の重力計を見た。機内の重力グラヴイタは８倍、９倍、10倍とどんどん増えている。

　慌あわてて、顎あごを引く。こうしないと圧力が首に直じかにかかり、骨折してしまうのだ。

「死んで……たまるか……ッ！　こんなところでッ……！」

　自分に言い聞かせるように呻うめき、ノトは必死に意識を保った。

　自分の体内で、内臓が潰つぶれていくのが分かる。心臓の鼓動が異常に速まる。骨も悲鳴を上げる。顔や胸も完全に圧迫されて、鼻からはもう息が吐けない。ノトは訓練通り、腹式呼吸でなんとか息をつないだ。

　そうだ、脱出ハンドルを引くんだ。

　ぼやける視界に、ノトはなんとかハンドルを捉とらえた。

　あれを、引かなければ――２人とも、死ぬ……！

　いま、パリヴィオンⅠはほとんど真っ逆さまに落ちている。

　早く逃げ出さないと、地面か海面に叩たたきつけられる。

　猶予は分からない。あと30秒か、10秒か、もっと短いのか――！

　ノトは左手を伸ばして、ハンドルをつかもうとした。

　しかし、それができない。

　腕が重くて、上がらないのだ。

　現在、機内の重力グラヴイタは20倍。

　ノトの腕が装備を含めて３キラグラモだとしたら、今は、60キラグラモになっている。

　人間が１人、腕にまきついているような状態なのだ。

　重力はさらに、みるみるうちに上がっていく。

　現在、30倍――！

　訓練であれば、問答無用で死亡を言い渡される数値だ。

　ノトの口と鼻からは、絞り出されるように赤黒い血が出てきた。

（……ハンドル……を……引か……ないと……！）

　90キラグラモの見えない巨漢が、ノトの左腕を踏みつぶしている。

　上がるわけがない。

　でも、上げないと――！

「うおおおおおおおおおおおおおっっっ！」

　ノトは絶叫しながら、自分の限界を超えた力を振り絞った。

　腕が……ミシミシと骨をきしませながら上がっていく。

　とどけ……とどけ！

　指先を、ハンドルに、かけるんだ――！

　その次の瞬間、パリヴィオンⅠが大きく振動した。

　振動のショックで、ノトの手はハンドルにかかり――同時に、がくん、と引き倒された。

　次の瞬間、航宙カプセルを守る外殻の一部が吹き飛んだ。ほぼ同時に、反対側の外殻の内側で、圧縮空気の袋が一斉に破裂する。

　目玉が飛び出そうなぐらいの衝撃が、ノトたちの落花生ピーナツツエを襲った。パリヴィオンⅠは、口から豆を吹き出す要領で、ロケット本体から航宙カプセルを放ほうり出したのである。

　またも一瞬飛んだ意識をノトが取り戻した時、窓からはその全身を炎に包みながらポート湾に墜落していくパリヴィオンⅠの無惨な姿が見えた。

　そして、ほとんど折れるようになりながら、パリヴィオンⅠはその巨体を――

　ゴウウウウウウゥゥゥゥゥンンンンンン――――ッッッ！！！

　――木こっ端ぱ微み塵じんに、大爆発させた。

　爆発したロケットの破片が、窓の外の世界に飛び散って広がる。がんがんっ！　と、平行して落ちるノトたちのカプセルにその破片がぶつかり、或あるいは突き刺さった。

「なんでだよ……なんでだよおおおおおおおおおっっっ！！！！！」

　叫びながら、ノトは脱出ハンドルをもう一度、力いっぱい引いた。

　航宙カプセルの先端部分から、大きなパラシュートが飛び出す。素早く開いたパラシュートは、降り注ぐロケットの破片に穴だらけになりながらも……

　なんとか、ノトたちを海面に軟着水させたのであった。



　パリヴィオンⅠ墜落の、翌々日――

「いま……何と……!?」

　事後処理もそこそこにガルナ城へと召し出されたサベラは、謁えつ見けんの間でレドライアス大王にそう聞き返してしまっていた。無礼だとは分かっていた。でも。

　そんな。

「月面踏破の計画は中止する。サベラ。お前や技師たち、そして命懸けで事にあたった宙士アストロたちの無念を思うと余も心苦しい。しかしだ。あの失敗は、見られたのだ――」

　繰り返された王の宣言に、サベラは今度こそ言葉を返せなくなった。

　当然のことながら、パリヴィオンⅠの打ち上げは亜大陸中から観測されていたという。

　それはつまり、墜落した軌跡も爆発の光も、全すべてを見られたということなのだ。

　とはいえ、今回の失敗は自然災害による失敗である。サベラや宙軍への意見は同情的なものが多かった。次はうまくいく、などという励ましの声も各方面から数多く届いていた。

　だから、中止にはなるまいと思っていたのだが――甘かった。

　言葉に詰まったサベラに、レドライアス大王は静かに玉座を立った。深紅の絨じゆう毯たんに慌あわててひざまずき直したサベラに歩み寄ると、そっとその肩に手を置く。

「面おもてを上げい、サベラ」

　命じられて、サベラは涙目の顔を上げた。

　正式に着込んできたミスリルの板ばん金きん鎧よろいが、かちゃりと音を立てる。

　潤うるんだルビーのような瞳ひとみに見上げられて、若き大王はその鋭い顔を少しだけ弱らせた。

　それを見たサベラは、今が最後のチャンスとばかりに口を開く。

「しかし陛下、畏おそれ多くもお尋たずねします。パリヴィオン無くして、立体魔法陣キユビ・マギルスはいかがなされるおつもりですか――？」

　こんな政治的な手を使うのは、サベラの中では禁きん忌きとも言える卑劣な行為だった。

　でも、ここまで追いつめられてしまえば、背に腹は代えられない。

　月は、宙軍みんなの夢なのだ。夢のためには、今は何だってしてみせる。

　似合わない泣き落としだろうが、卑ひ怯きような禁じ手だろうが、今は使って――

「方法は他ほかにもあろう」

　大王はため息混じりに、そう告げた。

　それがサベラにとって、文字通り万策尽きた瞬間であった。

「サベラ。言い辛づらいことではあるが、パリヴィオンには金がかかりすぎた。貴族院にも民にも、不満が溜たまっておる。再び同じ予算を投じて一からあれを作り直すことは、余にもできんのだ。もう一度言う。サベラ。次は無い。宙軍を、解散せよ」
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　パリヴィオンの落花生ピーナツツエから救出されたノトは、ナキアミより重傷を負っていた。

　数え切れないほどの骨折、筋や腱けんの断裂、そして五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに負った深刻なダメージ。

　ノトは竜軍の病院に運び込まれ、１週間以上、生死の境をさまよい続けた。正体不明になるまで包帯でぐるぐる巻きにされ、代わる代わるやってくる医者や魔導師たちに全身を治療してもらい、山盛りの薬を毎日ドカ食いさせられて、１か月――ようやく退院できたノトの心を、快気祝いに来たサベラが語った『宙軍解散』の話が再び打ち砕いた。

　サベラは一騎士に格下げとなり、ルージーンは参謀職を解任となり、そして先に退院したナキアミはなんと――失しつ踪そうしてしまったという。

　その話に、ノトはしばらく呆ぼう然ぜんとしてしまった。

　もう、時間はほとんど残されていない。

　――あと１か月以内に、月へ行かなければならないのに。

　でも、宙軍はもう無い。みんなも、バラバラになってしまった。体を治している間に、ノトを囲む環境は全すべて変わってしまったのだ。

　行き場を失ったノトは、仕方なく、ずっとほったらかしだった自宅に帰ることにした。

　ふらふらと幽霊のように街を歩きながら、今後のことを必死に考える。

　月に行かなきゃいけない。行かなきゃ――

　だが、パリヴィオンⅠは粉々になった。どうしたらいいのだろうか。どうしようもないのだろうか。考えても考えても頭は混乱するばかりで、何も思い浮かばない。

　考えて考えて、ノトの頭は疲れ果ててしまった。日はもう、とっぷりと暮れている。これ以上思い悩んでも気が滅め入いるだけだろうと思ったノトは、自宅に着くと、少し休むことにした。

　錆さびかけていた鍵かぎを開け、ハシゴで屋根裏部屋に上がると……そこに。

　ナキアミが、いた。

「ナキアミ――」

　ノトの声に机から振り向くと、ナキアミは嬉うれしそうに立ち上がった。

「ノト、おかえり。待ってたんだよ？」

　確かにノトは、むかしナキアミにもこの家の合あい鍵かぎを渡していた。ナキアミは信用できる子だから居てもらうのは全然構わないのだが、この光景にはちょっと違和感があった。

　ナキアミは、事情も無しに勝手に人の留守宅に上がるような子ではない。

　さらに不思議なことに、ナキアミはノトに背を向けると、しっぽでうまくバランスを取りつつ窓から屋上へと出ていってしまった。ノトも慌あわててそれを追う。

「ナキアミ、どうしたんだよ……？」

　問いかけるノトに、ナキアミは月明かりの下で振り返った。

　そのナキアミの表情に、ノトは再び不可解なものを感じていた。

　普段、いつもナキアミはどこか弱々しく、甘えるような視線でノトを見てきていた。

　しかし、今は違う。その黒々とした大きな瞳ひとみには、強い意志がこもっている。

　潮の香りを含む夜風が、ナキアミの藍あい色いろの民族衣装を小さく揺らしていた。

「ノトは、どうしても、どうしても、どうしても月に行きたいんだよね」

　質問には答えず、ナキアミは真剣な表情で逆に問いかけてきた。

　ノトはそれにまた違和感を感じたが、その質問にはありのまま、心のままに答えた。

「……行きたい……行きたいんだ。俺おれにとって一番大切なもののために、この身を焦こがしても、何もかもを犠牲にしてでも、俺は月に行かなくちゃいけないんだ……！」

「――国を、裏切ってでも？」

　愛らしい大きな目の眉まゆ尻じりを少し上げて、ナキアミが再び聞いてきた。

　国？　なんだろう。何の話だ？

　ノトは眉まゆを寄せた。

「……ナキアミ……？」

　ノトが否定しないでいると、ナキアミが手を取ってくる。

　そして、引っ張るような仕草をして――こう続けた。

「来て。まだあるよ、ロケット」



　ナキアミに手を引かれるままにノト屋を出て、石畳の道を海の方へと進む。

　次第に、街を分断する運河の密度が増えていく。

　２人は橋を渡り、また渡り――

「ナ、ナキアミ、どこに行くんだ」

　港まで連れてこられたノトは、大きな建物の曲がり角でやっと問いかけた。

　ナキアミはそれにも答えず、角を曲がって行く。

　その背中についていったノトは、角の向こうに停泊していた大船を見て……息を呑のんだ。

　なんだこれは。

　そしてなぜ、ナキアミは自分をここへ導いたのだろうか。

　朱色と練ねり絹ぎぬ色いろの塗装がされたその船体は、ノトがよくひっかけ屋クリツパーでおじゃましていたガルニアの大帆船ガレオネや中型帆船キヤラツケほど鋭角的ではない。

　扇を横向きに立てかけたような帆は左右非対称で、30メテはありそうなマストの下には箱のような船室がデッキから飛び出ている。

　――異国の、船だ。

　それも、これは遥はるか東方の大国・ハヤン帝国の貴族が乗る大御船ダーヤーチヤンとかいうやつである。

「な、ナキアミ、お前……」

　ノトは言葉を失いながら、船を背に振り返ったナキアミの顔を見つめた。

　その背後、船の向こうには銀皿のような満月が輝いている。

「説明は――船の中でするよ」

　ナキアミはそう言うと、船の方へとまっすぐに歩き始めるのであった。



　２人が大御船ダーヤーチヤンに近付くと、桜色のぞろっとした服を着た若い女官たちが出迎えてくれた。

　木の踏み台を上って甲板に降り立つと、大きな箱のような形をした船室へと案内される。

　虎とらの毛皮が敷かれた廊下を渡り、階段を幾つか上り下りして……赤と金色で装飾された、けばけばしい扉の前で一同は立ち止まった。

　女官たちはノトとナキアミに道をあけるようにして左右に散り、くわーん、と小さな銅ど鑼らを鳴らして扉の向こうに合図する。

「――帝陛下。ナキアミ様、ノト様、お着きでございます」

　扉の向こうに淡々とそう告げた女官に、ノトは面食らった。

　帝陛下!?

「ちょまっ……て、帝陛下って、はっ、ハヤンの、てっ帝王がここに!?」

「はい。ノト様をお待ちかねでいらっしゃいます」

　髪の毛をおだんごのように結った女官が、手と手を合わせるような仕草をしてサラッと言った。

　帝王！　いきなりの超展開に、ノトは目を白黒させた。

　もし本当にここに帝王がいるとすれば、このムードから察するにおそらく『お忍び』というヤツなのだろう。とはいえ、そんな大物が気軽に来ちゃっていいのだろうか。

　ノトは化かされたような心ここ地ちで、ハヤンの帝王に関するウワサ話をあれこれ思い出した。無礼な使者の両手両りよう脚あしを切って甕かめに入れて送り返してきたとか、ペットの虎に人間の子供を毎日食べさせたとか、残酷なエピソードを船乗りたちに聞かされた覚えがある。

　まぁ、それらは遠い過去のハヤン帝を揶や揄ゆした怪談話なのだろうが、ノトは当代のハヤン帝がどんな人なのか寡聞にして全く知らなかった。

　怖い人だったらどうしよう。いきなり殺されちゃったりとかしないだろうか。

　ノトが心の準備をする暇もなく、女官たちは扉をささっと左右に引き開けてしまった。

　扉の向こうにはにょろーんと長いハヤン龍りゆうが描えがかれた屏びよう風ぶがあり、驚いたことに、ナキアミは何のためらいも無くそれを回り込んで向こう側に行ってしまった。

　ノトが慌あわててそれについていくと、屏風の向こうには意外なまでに広い空間があった。

　周囲の壁には大きな翡ひ翠すいの板を彫刻して描かれた不死鳥フエニケの図があり、それを囲む幾何学的な模様は全すべて黄金で彩られている。

　奥には象ぞう牙げでできた階段が４段ほど据えられており、階段の上にはこれまた黄金製の柱で四角く囲まれた空間があった。小ぶりなテントぐらいの広さのその空間には細い芦あしでできた御み簾すがかかっており、中はよく見えない。

　ごくり。ノトは生なま唾つばを飲み込んだ。あの中に、ハヤン帝がいるのだろうか。

「ユァンちゃん、ノトを連れてきたよ」

　御簾の向こうに、ナキアミが言った。

　いきなりタメ口である。

「おぅ！　来てくれたか！」

　なにやら威勢の良い、甲かん高だかくてカワイイ声が御み簾すの向こうから響いた。

　っしゃらん。

　御簾を上げて姿を現したのは――

　10歳ぐらいの、幼女だった。

「えっ……!?　ええぁっ!?」

　ノトは我が目を思いっきり疑った。どう見ても、子供である。

　女の子は赤と金と黄色で彩られた、裾すその長い絹の服を着ていた。服の袖そで口ぐちは大きく広がっていて、腕を動かすたび、ひらひらと金魚のように真っ赤な布が揺れている。

　カワイイお顔には、コドモなのにちゃんとお化粧がされてあった。ちょっとワガママそうな切れ長の目にも、左右の縁ふちに紅が差してある。髪型は幾つもの櫛くしとかんざしで左右対称に整えられ、ネコミミというか、ツノのような形に結われていた。

「おー！　良いぞハオ、良いぞハオ、良い姿をしておる！　妾キエのイメージにピッタリぢゃ！」

　ユァンと呼ばれたその少女は意気揚々とこっちへ足を踏み出し――

　階段で、いきなりこけた。

　ごろごろごろっ、とボールのように転がって、ばふ、と床に仰あお向むけに倒れる。

　長くて広いスカートの裾が派手にめくれ上がって、ほっそりしたあんよがイキナリ丸見えだ。

「だっ、だいじょうぶ!?」

　目を回しているユァンに、ナキアミが駆け寄った。

「うぅー……ぅ……うぅー……び……びえええええええ！」

　ユァンはいきなり、手足をジタバタさせながら大声で泣き出した。

　うゎ。すこぶる元気な泣き声だ。超うるさい。

「びええええええええええ!!」

　声を聞きつけて、何事かと女官たちが部屋の様子をうかがいにきた。が、ああまたか、という表情をして去っていった。それでいいのか。いいのかハヤン帝国。

「ほらほらぁー。ユァンちゃんは王様なんだから、泣いちゃダメだよ？」

　お姉さんっぽい口調で言いながら、ナキアミが優しくユァンの服を整えてやる。ユァンは泣きやんで上半身を起こすと、こくこくとナキアミにうなずいてみせた。

　立ち上がったユァンはスカートの裾を払うと、どこからか取り出したバカでかい扇をバッと広げた。白く着色した竹に、レースの布が張られている立派な扇である。

「というわけでノト！　歓迎するぞ！　妾キエが第17代ハヤン帝、ユァンぢゃ！」

　姿勢を正し、ビシッとした目つきでキメるユァンだが、今さらの感は否めない。

　なんというかこの子は、帝王というより愛くるしいお人形さんのようだ。一部男性が見たらヨダレを垂らして喜びそうな、キュートな外見をしている。

「し……失礼しましたっ、ご挨あい拶さつが遅れちゃって……お、俺おれ、元・宙士アストロのノトです。あっ、それと言葉遣い、どうしよう。俺おれ、敬語ってあんま知らなくて、その……」

　気を取り戻したノトは、ようやく慌あわて始めた。

　相手はコドモでも、一応王様である。今までの態度はちょっと不敬だったかもしれない。

「いいのぢゃいいのぢゃ。言葉遣いになぞ気をつかわずともよい。かたっくるしいのはイヤぢゃ。長ったらしい挨あい拶さつとかも好かん。ただし――コドモ扱いはするでないぞ。妾キエはもう９歳ぢゃ。コドモではないぞ。よいな？」

　９歳とは十二分にコドモだと思うのだが、王様が言うことなのでノトはとりあえずこくこくとうなずいた。

「ふむ、ふぅむ。フェルス人、ルザリカ人、ゲーナ人……それに我らハヤンの血も混じっていそうぢゃの。素晴らしい。まるっきり、亞大陸統一の象徴のような姿ぢゃ。ノト。人種の垣根を越えて愛をはぐくんだご両親に、ご先祖さまたちに、感謝することぢゃの！」

　ユァンはずるずると長いスカートを引きずりつつ、ノトの顔や体を見ながら周囲をぐるりと歩いて回った。うなずくのに合わせて、ツノみたいな髪もくいっくいっと動いている。

　あの髪は一体、どういう構造になっているのか。ノトは眉まゆを寄せてちょっと考え込んでしまったが、深く考えると怖くなってきそうだったので、それ以上考えるのはやめにした。

　ユァンは再びノトの正面まで回ってくると、ビシッと扇を閉じる。

「ノト！　妾キエは本題から先に言う性格ぢゃ！　なので本題から先に言わせてもらうぞ！」

「は、はあ」



    

  
    
      



    

  
    
      　なんだかいま同じ事を二度言われたような気がするが、とりあえずノトはツッコまないでおく。

　ユァンは、ぴき！　とツノを立てると、そのカワイイ声でこう叫んだ。

「お前、月へ行け！」



　文字通り、渡りに船とはこのことだった。

　ノトはユァンの話を聞くにつれて、久々に亞大陸六神フアステスマ・セイに感謝の祈りを捧ささげたくなった。

　いま――ハヤン帝国でも、月面行きのロケットを作っているというのである。

「今年は冷害での。食いっぱぐれた民に、国庫を開放せねばならなくなったのぢゃ。しかしタダでやるのはよくないでの。代わりに何か仕事をさせようと思っておったところに、ガルニアのロケットの話を聞いたのぢゃよ。それで、面白そうぢゃと思っての」

　船内の食堂で、箸はしでつまんだ拉麺ラーメンをふーふー吹きながらユァンが説明をしてくれる。

　とりあえず夕食にしようという幼帝陛下のお言葉に甘えて、ノトとナキアミもハヤン料理をごちそうになっていた。これがなにげにめちゃめちゃ美お味いしい。

「どうせレドライアスは、ロケットに龍りゆうでも積んで世界に睨にらみを利かすつもりぢゃろう。古い考え方をする男よの。だが、妾キエはちがうぞ。亞大陸のあちこちから人間や部品を集めて、みんなで月に人を送って、思いっきり手を繋つないで遊んでやるのぢゃ。そういう歴史が、これからの亞大陸には必要なのぢゃよ。祭りぢゃ、祭りっ」

　ずずーっ、とスープをすすると、ユァンは満足げにぷはーっと息を吐いた。

　ツノみたいな髪も、ふにゅぅー、とリラックスしている。

「で、でも……なんで、俺おれたちを誘いに？　宙士アストロ、ハヤン人じゃなくていいのか？」

　気を取り直してノトが尋たずねると、ユァンは杏仁あんにん豆どう腐ふの器を手に取りながら口を尖とがらせた。

「いやー、正確にはそこのナキアミだけでもよかったんぢゃがの」

「あのねノト……月ロケットにはどうしても人間計算機カリキユラトリエが必要なんだって。でも、ハヤンにはそれが１人も見つからなかったんだって」

　レンゲでスープを掬すくいながら、ナキアミが補足する。

「だから妾キエは直々に、ナキアミをヘッドハンティングしにきたのぢゃ。しかしそのナキアミが、お前と一緒じゃなきゃイヤぢゃと言い張るからの。じゃあ連れてこいと、そんで連れてきたと、そういうワケなのぢゃ」

　ユァンの言葉を聞いて、ノトはナキアミに向き直った。

　一度は完全に断たれた月面行きの目標が復活したのは、ナキアミのおかげだったのだ。

　持つべきものは、友である。

　ノトと目が合ったナキアミは恥ずかしそうに顔を伏せると、かしゅかしゅとレンゲでスープを飲んだ。ぱたぱたという音がするので見ると、やっぱりしっぽを振っている。

　ノトの役に立てたことが嬉うれしいのだろう。ああ、どこまでもけなげな子である。

「まぁ、気にするな。我が国のロケットは10人乗りぢゃからの。もちろんハヤンの人間も乗せるつもりぢゃ。ヴィストニア人も、新大陸パーゲイア人も、みーんな乗せてやるぞ」

「じゅ、10人んんん!?」

　ノトは身を乗り出させて驚いた。ナキアミも目をくりくりさせてユァンを見る。

「そうぢゃ。我が国のロケットは、各所に人を乗せて細かく操縦させながら打ち上げるからの。月に向かう航宙カプセルも、ガルニアのより１人多い３人乗りぢゃ」

　ユァンの話に、ノトとナキアミは顔を見合わせた。

　そして、声をハモらせて「ユァン、一つお願いが！」と詰め寄るのだった。



　ノトとナキアミを乗せて出帆した大御船ダーヤーチヤンがハヤン帝国の都・ラカオに入港したのは、それから一週間後の朝のことだった。優雅なハヤン風の船の群れに見とれる間も無く、ノトたちは船を乗り換えて港から少し離れた無人島へと移動させられた。

　島に上陸すると、ノトたちは四方に棒が突き出た畳に座らされ、四人の男に担かつぎ上げられて移動した。どうやら、ノトとナキアミは相当な貴賓客として扱われているらしい。

　日傘の設置された畳の上にちょこんと正座しながら、ユァンは２人の先に担がれて進んでいく。３人はそのまま奥地へと運ばれていき、島のほぼ中央、森の中にそびえ立つロケットの下へと到着した。

「これが我らがハヤン帝国のロケット、『報ほう天てん』ぢゃ！」

　畳の上に立ち上がって背のびしたユァンが、ばっ、と扇を広げてロケットを示す。

　それを見たノトは、言葉を失った。

　――なんだこれは。

　こんなの、飛ぶわけがない。

　……報天は、パリヴィオンⅠとは似ても似つかないフシギな形をしていたのである。

　ノトたちはガルニア宙軍の座学で、こう習った。

　ロケットとは、大ロケットの上に中ロケットを乗せ、中ロケットに小ロケットを乗せて初めて完成するものである。大ロケットの出力で中小のロケットを空高く押し上げ、そこで大ロケットを切り離し、次は中ロケットで小ロケットを運ぶ。同様に中ロケットを切り離して、小ロケットで航宙カプセルを宇宙に運ぶ――そういうものなのだ、と。

　しかしこの報天には、その大ロケットに該当する１段目が無い。その代わり、中ロケットが何本か束ねられて、下半分がスカートのように広がった形をしているのだ。その上には小ロケットが高々と突き出ており、そこから上はパリヴィオンと同じ構造だった。

「こっ、こんな構造で……飛ぶのか？」

　オリーブ色に着色された報天の外殻を指して、ノトは率直に聞いてしまう。

「うん……これ、きっと飛ぶよ。そっかぁ。こういうやり方もあったんだね……」

　それに答えたのは、ユァンではなくナキアミだった。ナキアミは報天の仕組みを一目で見抜いたらしく、感心した表情でしきりに深くうなずいている。

「ほ。さすがは人間計算機カリキユラトリエよの。そう、この報天はお前らのロケットとはちーっと構造が違うのぢゃ。まずは下段に束ねた７本を一斉に噴射して打ち上げ、上空で中心の１本を残して周囲の６本を切り離す。身軽になった中心の１本でさらに加速して、仕上げの小型ロケットで航宙カプセルをぽーんと宇宙に放ほうり投げる。と、まぁ、そういうことなのぢゃ」

　得意げに身振り手振りを交えて語るユァンに、ナキアミが向き直った。

「でもユァンちゃん。これ、それにしても束ねてるロケットが小さいよ？　もしかして、燃料が……」

「ふむ、ふむ。それも見抜きよったか。そうぢゃ、こいつは固体ロケットぢゃよ」

「固体ロケット!?」

　すでに目を丸くしていたノトが、また面食らってのけぞった。

　ロケットの燃料には、大別して２つの種類がある。それが、液体と固体だ。液体とはすなわち液体清素シルフエン・液体爆素ヒドランをかけあわせたもの。固体とはつまり――ズバリ、火薬である。

　ノトたちはガルニア宙軍で、制御しやすい液体燃料こそが宇宙の未来を拓ひらくものだと教わっていた。一度点火したら止まれない固体燃料は、原始的で危険な燃料としてバカにされていたのである。当然、パリヴィオンⅠも全段液体燃料ロケットであった。

「てっぺんの３段目だけは点つけたり消したりせねばならんので液体燃料ぢゃがな。報ほう天てんは、軌道上までの道のりをほとんど黒色火薬で飛ぶのぢゃ。比推力を上げるために、世界樹の木炭や砂糖、蒸留酒なんかも混ぜてあるがの。詳しい配合比率はヒミツぢゃ。最終的な比推力は５００を達成しておる」

「５００！　すっ……すごいよぉ……それってすごいよユァンちゃん！」

　その数値を聞いたナキアミは飛び上がり、畳からズリ落ちそうになった。

　比推力うんぬんの座学で居眠りしてしまっていたノトにはその数字の意味は分からなかったが、とりあえず感心したような顔でうんうんとうなずいておく。

　どうやらこの報天、奇妙な見かけはともかく、凄すごい性能を持ったロケットのようである。ナキアミも行けると言ってるわけだし、きっと、月に行くだけの能力もあるのだろう。

　それにしても……よくは分からないが、砂糖や酒で飛ぶのか。

　そんな所だけはなんとなく俺おれたちらしいなぁ、と、ノトは苦笑いするのだった。



　ノトとナキアミがハヤンで改めて宙士アストロの訓練を開始してから、数日が過ぎた。

　報天の打ち上げは３週間後、ノトにとってのタイムリミットの３日前に行われる。

　月面まではちょうど３日３晩かかるので、予定は本当の本当にギリギリだ。

　これでもし操縦訓練に余計な時間がかかるようだとアウトだったのだが、幸運なことに、それも大丈夫そうだった。その見た目から『ユキダルマ』とあだ名された報天の航宙カプセルは、３人乗りでちょっと大きくはあったものの、構造がパリヴィオンの『落花生ピーナツツエ』と瓜うり二ふたつだったのだ。

　聞けば、この航宙カプセルは南部諸侯連合ヴイストニアからの輸入品だという。パリヴィオンの落花生ピーナツツエも、かの国から招いた科学者たちの技術協力を得て造っていた。精密機器を他国に頼るガルニアとハヤンのカプセルが同じ構造をしているのは、当然といえば当然なのだった。

　訓練を終えたノトたちはカプセルを出て、竹を組んで作られた足場に出る。

　報ほう天てんのてっぺんに位置するそこは55メテもの高さがあり、海が遠くまでよく見渡せた。

　さっきユァンに連絡をもらった通り、島の沖合には一隻の中型帆船キヤラツケが停泊しているのが見えた。目のいいノトにはすぐに分かる。あれはガルニアの軍艦だ。

　竹製の吊つり籠かごで報天のふもとまで下りると、そこには軍艦から上陸してきたサベラの姿があった。サベラは紅あかい目を見開いて、驚いたように報天の巨体を見上げている。

「サベラ！」

　ノトとナキアミが手を振って駆け寄ると、サベラは嬉うれしそうに２人を抱き留めてくれた。

「ノト、ナキアミ……！　ありがとう……ああ、私はこの不格好なロケットで、もう一度月に挑めるのだな……本当にありがとう、お前たちのおかげだ……！」

　サベラは２人の頭に顔を埋うずめるようにして、嬉しそうに目を閉じる。

「こら、不格好とはなんぢゃ、不格好とは！」

　ツノをびびんと立てて怒るユァンに、ノトは振り返った。

「それにしてもユァン……ユァンはすごいんだな。見直したよ」

　ノトとナキアミは報天が10人乗りだと聞いたとき、『サベラを乗せてあげてほしい！』とユァンに願い出ていた。だが、平民のノトやナキアミと違って、サベラは貴族である。

　ロケット開発に関かかわる機密もいろいろ知ってるわけだし、ガルニアからの招しよう聘へいはそう簡単ではなかったハズだ。それを軍艦に送らせて連れてくるとは……このユァン、見かけによらず実はすごい政治家なのだろうか。

「なぁに、礼には及ばぬ。我が国ではロケットが先にできて、宙士アストロを育てるのが間に合わなかったからの。即戦力になる異国の人材を派遣してもらえるのは、願ったり叶かなったりなんぢゃよ。それに妾キエがしたことといえば、レドライアスに手紙を一通書いて送っただけぢゃ。それにあいつが飛びついてきたのぢゃから、妾キエはたいした手間はかけておらぬ」

「そっ、そんだけ!?」

「あやつは今、パリヴィオンで失敗して貴族や民衆から叩たたかれておるからの。威信を取り戻したいのぢゃよ。だから、元・宙将軍をよこすかわりに、成功したあかつきには報天をガルニアとの共同計画ということにしてくれと書いてきよった。ふふっ、航宙カプセルを献上してきた南部諸侯連合ヴイストニアの議長と、写したように同じことを言いよる。

　妾キエにとっては、計画主ぬしの国名など、ど～でもよいことぢゃ。というより、むしろ参加国は多い方がよい。なにせ報天こいつは祭りぢゃからの。御み輿こしの担かつぎ手は、多い方がよい。ハヤン・ガルニア・南部諸侯連合ヴイストニア――亞大陸３国の共同計画。んむ、いい響きぢゃ。大祭のニオイぢゃ。祭りぢゃうひうはうふ」

　目を据わらせて１人で笑い始めたユァンに、ノトたちはそれぞれちょっと引く。

　どうやらこのとっても派手好きのユァンは、超・お祭り好きの女帝でもあるらしい。

　祭りぢゃ祭りぢゃと怪しげなダンスを踊り始めたユァンはとりあえず放置しておきつつ、ノトはちょっと気になった別のことをサベラに聞くことにした。

「えっと……サベラ。ルージーンとレンビアは……その、一緒に来られなかったのか」

　将軍を呼ぶのだから、参謀も呼ばないとおかしいだろう……ということで、ノトとナキアミはサベラを呼ぶ際にルージーンとレンビアも招いてほしいとユァンに頼んでいた。

　しかし、実際に来たのはサベラだけのようである。

「ああ。ルージーンには……もう参謀でもないわけだし、と、断られてしまった。あいつはいま、転テ送レ……なんとかという魔法陣の研究で忙しいらしい」

　サベラはノトに振り向くと、済まなさそうに言った。

　それを聞いたノトはちょっと安心したが、逆にちょっと不安にもなってしまう。

　ルージーンが来たら来たで、ノトは冷静でいられなくなりそうな自分が怖かった。でも、ガルナで彼がレンビアと仲なか睦むつまじく魔法の研究をしてるのだと思うとそれはそれで辛つらい。

「レンビアもあいつの助手として働いていて――そうだノト、レンビアからお前への手紙を預かっていたんだ」

　サベラの言葉に、ノトはドキッとする。

　ルージーンとの逢あい引きを見てしまってから、ノトはレンビアの事を考えないように、考えないように、と自分に言い聞かせていた。ルージーンへの恋心なんかをキャッチしてしまったら鬱うつになってしまいそうだったので、恋する共感ラビン・シンパシアも、あれ以来いちども発動させずにいる。

　でも、いくら自分の心にウソをついても、心配なものは心配だったのだ。

　レンビア。

　どうしているんだろうか。

　リボンで巻かれた小さな手紙を渡されると、ノトはそれだけで胸が熱くなるような心ここ地ちがした。



『親愛なる幼なじみ　ノトへ



　元気になってすぐいなくなったと思ったら、外国にいるって聞いてびっくりしたよ。

　あんた、まだ月に行こうとしてるんだってね。

　一生懸命考えたけど、なんでそんなに行きたがるのかは……やっぱり分かんなかったよ。

　でも、あんたがそんだけ行きたがってるってことだけは、よく分かった。

　……だから、サベラに誘われたけど、あたしはそっちに行かないことにしたよ。

　だってあたし、あんなノトを見たら、また引き留めちゃいそうだから。



　ガルニア宙軍は無くなっちゃったけど、あたしのことは心配しなくていいよ。

　あのね、『物質転送テレポーテ』の魔法陣の研究、いまどんどん進んでるんだ。

　ルージーン様があたしの研究にすっごく興味を持ってくださって、後援してくれてるの。

　なんだか申し訳ないぐらい研究資金をくれるし、あたしにも俸給をすごくくれるんだ。

　だから、あんたが帰ってきたら、ノト屋のヒビが入った窓ガラスをぜんぶ張り替えてあげるね！



　ねえ、あたしと会えなくて、淋さびしかったりする？

　あたしは、まぁ、ちょっとだけ淋しいかな。

　だから、早く帰ってくること！　これは命令！



　追伸　ちゃんと無事に帰ってこなかったら、許さないからね！

レンビア』



　手紙を読み終えたノトは――

　胸がしめつけられるような、感謝の気持ちでいっぱいになった。

　レンビアはノトのことを心配しつつも、遠回しに応援してくれていた。あんなひどい形で、ケンカ別れをしたというのに。それだけじゃない。こっちが心おきなく飛べるよう、心配しなくていい、とまで書いてくれている。

　今だけじゃない。宙士選抜試験のときも、宙士訓練のときもそうだった。

　ちょっと口調や行動が乱暴だったりもするが、彼女はノトのことをいつも、心の底から気遣ってくれているのだ。

（レンビア、ありがとう……俺おれ、行ってくるよ……！）

　もう、ノトは十分だった。

　自分はレンビアのことが好きだ。本当に好きだ。

　それを、この手紙を読んで確かめることができた。

　だからもう、十分だった。

　これで、心おきなく月へ行ける。

　本当はもう一目だけ、レンビアにきちんと会ってさようならを言っておきたかったが、それは求めすぎというものだろう。

　手紙の内容を読むに、自分はレンビアの命令をきくことはできないし、許してもらうこともできないだろう。でも、それでも――

　ノトは手紙を丁寧に巻くと、そっとリボンを結び直した。

　そして、懐ふところにいつもしまっている天央樹イエーサーの青葉を手にとってそっと握りしめた。

　よし、これでもう思い残すことはない。

　さあ。行くぞ！

　――月へ！



　報ほう天てんの島に繁しげる木々が、ピンク色の花を満開にさせていた。

　吹雪のように舞うその花びらの中を、宇宙服を着たノト、ナキアミ、サベラが人力車で運ばれていく。

　人力車はさらに後ろに何台も続き、ハヤン人の技師たち、南部諸侯連合ヴイストニアの科学者、黒い肌のゲーナ人、新大陸パーゲイア出身の恵人エルフ、そしてかつてパリヴィオン建造に携わっていた努人ドワーフなんかもぞろぞろとついてきていた。

　総勢10名の乗組員は報ほう天てんの真下まで来ると人力車から降り、吊つり籠かごの前へと集合した。

　そして、１人、また１人、地上に手を振りながら報天の各部分へと乗り込んでいく。

　束ねられてスカートのように広がった７本のロケットにそれぞれの乗員が乗ると、次はノトたちの番だった。

　微かすかな南風に少しだけ揺れる吊り籠から下界を見下ろすと、洋上には見物にきたハヤン船が集っており、爆竹を鳴らしたり、大小の銅ど鑼らを鳴らしたりして盛り上がっていた。

　湾岸の方を見ると、こちらも無数のハヤン人たちが見物に押しかけていて、わいわい歓声を上げている。ユァンの意図通り、まさに国を挙げてのお祭りといった雰囲気だ。

　ナキアミをユキダルマの頭部に入れ、サベラを胴体部分に押し込むと、ノトは遠い群衆に向かって振り返り、大きく手を振ってみせた。

「みんな、ありがとう！　――行ってくる！」

　声が聞こえたわけではないだろうが、姿は見えていたらしい。人々はひときわ大きく歓声を上げると、銅鑼や爆竹を派手に打ち鳴らして激励してくれるのだった。



　ラカオ港に停泊する大御船ダーヤーチヤンの甲板上に、ユァンと、ハヤンの科学者たちの姿があった。

　わくわくした表情のユァンは白びやく檀だんの杖つえを握っており、その先端には報天の各部と通じる音鏡石リンコツトがいくつも据えられている。

「こちらユァンぢゃ。ではこれより最後の確認を行う」

　ユァンは杖の先にそう語ると、かつん、と石突きを甲板に突いて鳴らした。

　ハヤン中から集まった天才科学者たちが、その音を合図に姿勢を正す。

「全員、妾キエが読み上げる各項目にちょっとでも問題を見つけた場合、遠慮なく途中で止めろ。いいな？」

　しゅらり。ユァンは手にした巻物を開き、内容を読み上げ始めた。

「１段目燃料。２段目燃料。３段目の清素シルフエンタンク、同じく爆素ヒドランタンク。雷圧。油圧。気圧。気密。熱遮しや蔽へい。六分儀。転輪羅針儀。速度計。温度計。重力計。時計――」

　延々と読み上げが続き、音鏡石リンコツトは沈黙を守り続ける。

「――環境。生命維持系。医療器具。体。気。心。全すべて良ハ好オか？」

『良ハ好オ！』

　そこでようやく、音鏡石リンコツトから10人の声が一斉に上がった。

　甲板上の科学者たちが、拍手を鳴らす。

「報天、こちらからも問題は見あたらぬ。というわけで打ち上げは予定通り行うぞ！

　現在、時は12時７分、天気は快晴。気温、23度。南の風、風力は微ピーぢゃ」

　ユァンの声に続いて、船上の大おお銅ど鑼らが３回連続で鳴らされた。打ち上げ決定を、民に報しらせる合図である。それを聞いた港の群衆からは、わあっと喝かつ采さいが上がった。

　ユァンはツノを立てて笑顔になると、杖つえに向かって甲かん高だかい声で叫んだ。

「打ち上げ５分前！」



　ああ、まだ、夢を見ているかのようだ。

　宙士アストロとしての月面踏破は、とっくにあきらめたハズだったのに。裏方としての宇宙開発でさえ、一度は潰ついえた夢だったのに。

　ありがとう。みんな、本当にありがとう。

　ユキダルマの中のサベラは、自分を支えてくれた全すべての人々に感謝の祈りを捧ささげていた。

　打ち上げ３分前を示す銅ど鑼らが、鳴り響く。

「――整備塔解除・発射台注水、願う。環境は全て緑。慣性航宙盤、南１６３度・９―７―１。重心軸のぶれ・ひずみ・ゆがみ――素晴らしい、ほとんどゼロだ」

　音鏡石リンコツトにそう報告すると、続けて竹の整備塔が四方に倒れて行く音が聞こえた。

　これで、いまこの報ほう天てんは地面から斜めに伸びた３本の支柱に中ほどを支えられ、宙ちゆう吊づりの状態となったのである。

『発射台、注水完了したぞ』

「ありがとう。離陸準備完了。ユァン、報天は本当に素晴らしいロケットだ」

　ユァンの声に、サベラは満足げに応こたえた。

　報天の真下には、今、小さな池のように水が張られた。この水は噴射の轟ごう音おんで報天自身が傷つかないようにするため、衝撃を吸収する役割を果たすのである。

　ああ、ついに。ついにこの時がきた。

　サベラは座席に寝そべったまま、大きく深呼吸をした。

（お兄様、見ていて下さい。私は月面に降り立ち、人類の世界を広げてみせる――！）



『打ち上げ30秒前――25秒前――では行くぞッ、１段目・２段目、点火！』

　興奮したユァンの声に続いて、ノトの体を突き上げるような振動が揺らした。

　報天を囲む６基の１段目ロケットと、それに囲まれた２段目のロケットが、一斉に炎を噴き出したのである。

　だが、報天はまだ地上を離れない。機体はまず地面から伸びた３本の支柱に留められた状態で、宙吊りのまま噴射力を上げていく。そして打ち上げの瞬間に合わせて、この噴射力を報天の重量より大きくするのだ。

　これは大型ロケットを１段目に使わない、ハヤンならではの打ち上げ方法だった。

『離陸15秒前』『現在の噴射推力、２割５分です』『バランスは万全だ』

『離陸７秒前』『推力、７割５分』『バランス良りよう好こう、行けるぞ！』

　１段目の乗員や地上班、そしてバランスを見るサベラの声が、宇う宙ちゆう兜かぶとの中の音鏡石リンコツトから矢継ぎ早に聞こえてくる。

　交錯する音声の中、ノトは一人静かに目を閉じた。

　――これが、最後のチャンスだ。

　絶対に、失敗は許されない。

「頼むぞ、報ほう天てん」

　ノトは眉まゆを吊つり上げると、左手でコツンと航宙カプセルの壁を叩たたいた。

　そしてその手を、操そう縦じゆう桿かんに戻す。

『全推力、解放！』

『３、２、１――ゼロ！』

「支柱解除！　報天、離陸するッ！！！」

　一応の船長に任命されていたノトが、最後の号令を行う。

　報天を地上に縫い付けていた３本の支柱が、花が開くように倒れていく。

　ふわり。大勢の人々に力強く持ち上げられたかのような感触がして――

　ノトたちは、地表を離れた。



　洋上から見ていると、報天ははじめ地表からゆっくりと、とても穏やかに上昇を始めた。

　それが報天自身の高さほどまで上がると、一気にわーっと加速していく。

　そして、あっという間に天高く昇っていった。

「安心して飛べ、報天！　今日は快晴ぢゃ、雷雲は無いぞッ！」

　ユァンは両手を高々と掲げ、大きな扇を振って応援する。

　岸辺では気の早いラカオの民が、早くも打ち上げ成功を祝う花火を上げ始めていた。



　眼前の薔ば薇ら水晶に従って、ノトは姿勢制御に集中していた。

　報天では10人が協力して打ち上げ時の制御を行うので、パリヴィオンⅠほど複雑な操作は求められない。

『現在、高度８０００メテ。速度、３２０メテ毎秒。順調に上昇中だ……間もなく、高度１００００メテ』

　サベラの報告に続き、激しい振動が急に収まり始めた。

　窓の外に、無いハズの雲が一瞬、報天を囲む輪のように生じてすぐ消えていった。

　雑音も、一気に半分ぐらい減った気がする。

『船内の重力、３倍。機体が音速を超えたのだ。計器は全すべて正常』

　音鏡石リンコツトに耳を傾けながら、ノトは暗くなってきた窓の外を横目で見る。

　これは、夜になったのではない。宇宙が近付いているのだ。

　打ち上げから２分ほどで、１段目の６本のロケットから燃焼終了の報告が入ってきた。

『高度46キラメテ。速度、１７６０メテ毎秒。船内の重力、４倍。全て予定通りだ』

　サベラの報告を聞いて、ノトは操そう縦じゆう桿かんを握り直した。

「――１番から６番までの全１段目機、切り離す！　１段目のみんな、ありがとう！」

　がこんっ、という音が報ほう天てんの外殻を通じて伝わってきた。

　いま、１段目のロケットはその役割を負え、一斉に本体から切り離されたのだ。

　６本のロケットは花びらが散るように報天を離れ、海へと降下していった。

　ロケットの殻は洋上に浮くようにできているので、あとはハヤンの帆船に回収してもらう手はずになっている。

　１段目を切り離して軽くなった報天は、ぐんぐんと加速していった。

　船内の重力も、刻々と増していく。現在、６倍だ。

　がきんっ、という音がして、２段目のロケットも切り離されて地球に墜おちていく。ノトたちはそのままさらに加速し、地表に対してほぼ水平の軌道へと進路を傾けていった。背面飛行している姿勢になるが、もう、上下の感覚は無い。

『こちらサベラだ。今は予定の軌道に乗るための最終調整を行っている。高度は２１０キラメテ。速度は７・９キラメテ毎秒。よし……いま、軌道に乗った！』

「了解！　機関――停止――ッ」

　ノトが操縦桿を回すように大きく押すと、３段目のロケットが噴射をやめた。

　次の瞬間、激しい重力に耐えていた背中の圧迫感が、すっ、と抜けた。

　ふわり。

「あっ」

　操縦ペダルを踏んでいたノトの足が。

　操縦桿を握っていたノトの手が。

　すかっと、ふわっとなった。

　体に密着していた宇宙服が、皮膚を離れてふよふよしている。

　一気に、ハダカになったような感じさえする。

「ふぅ、ようやくこれを外せるな」

　かぽっ、と宇う宙ちゆう兜かぶとを脱いだサベラが頭を左右に振った。

　すると宙に浮いた彼女の銀髪が、孔く雀じやくの羽根のようにふわぁーっと広がる。

　その様子に笑いつつ、ノトも宇宙兜を外した。

　すると、外した兜かぶとが、落ちてこずに頭上に漂う。

「ノト、つっっっかれたよぉぉぉー……」

　２人の前にある丸い扉が開き、そこからへろへろになったナキアミが出てきた。

　その光景に、ノトとサベラは息を呑のむ。

　ナキアミはまるで水中を泳ぐように、浮いた状態のままこっちへ漂ってきたのである。

　顔を見合わせてから座席のベルトを外すと、ノトとサベラもふわりと浮かび上がった。

　なんということだ。

　ここには上も下も、前も後ろもなかった。

　これが、宇宙か。

『聞こえるか、報ほう天てん！　まずは、おめでとうぢゃ。天文台から音鏡石リンコツトで連絡をもらった。

　お前たちは無事、人工衛星サテリツテになったぞ。とりあえずここまでは、だぁーい成功ぢゃ！』

　宇う宙ちゆう兜かぶとから漏れ聞こえてきた明るいユァンの声の後ろで、銅ど鑼らと爆竹の音が鳴り響く。

　３人は上下入り乱れた顔を見合わせると、まずは夢への第一歩――宇宙への到達を、歓声を上げ、抱き合って喜ぶのであった。



　それからしばらくして、３人は宇宙服を旧ガルニア宙軍の制服に着替えた。計器担当のサベラはさっそく機材のチェックをするとかで、ユキダルマの頭の方へ入っていく。

　宇宙兜や宇宙服を収納棚にしまっていると、ノトは窓際にいたナキアミに手招きされた。

「何だ？」

　壁を小さく蹴けって窓の方へ移動すると、ナキアミは嬉うれしそうに外を指さしている。

「ノト、見て見て」

　狭い窓から２人で外を見ると、そこには――地球があった。

　視界にはレクト亞大陸がまるごと入り、その上を流れる雲が綿のように見える。その雲は地上に黒い影を落としており、所々に雷が小さく光っているのも見えた。北の山脈に雪が積もっているのも、南の海に渦巻状の台風が発生しているのも分かる。そして苦笑いしてしまうことに、地図に必ず描かかれていた『国境線』は一本も見えないのであった。

　２人は黙って、ただ、ただ、美しい大地を見つめ続けた。

「ノト。ナキ、これを見て、なんだか生まれ変わったような気がするよ。とっても、勇気が湧わいたの……」

　ナキアミは、その黒い瞳ひとみになにやら熱いものをみなぎらせている。

　そうだ、そういえばナキアミは聖サナターン祭のときに言っていた。

　――『宇宙まで行けたら、好きな人に告白する』、と。

「よし！　じゃあいま、宇宙兜を持ってきてやるぞ。音鏡石リンコツトで、地球にいるその男にナキアミの気持ちを伝えてもらおう！」

　と、ノトは兜かぶとをつなげてある座席の方へ行こうとした。

　しかし、ナキアミはそんなノトの手をくいっと引っ張って引き留めた。

「ううん。それはいらないの」

「……なんでだ？　じゃあ、どうやって伝えるんだよ」

　ノトは首をかしげた。

　音鏡石リンコツトは、宇宙兜の内側に設置されている。

　あれがなければ、地球と連絡が取れないではないか。

「言葉で伝えるよ」

「そんなら、やっぱり音鏡石リンコツトがいるだろ？」

「――ノト」

　ノトの言葉を遮さえぎるように、ナキアミがこっちに向き直った。

　な、なんだろう。

「ノトは、ナキと初めて会ったときのことを覚えてる？」

「えっ？　あー、えーっと。あれはたしか……ガルナの裏路地だったよな」

「うん。あのとき、ノトはナキを助けてくれた。ラタラのムラから出てきたばっかりで、分からないことだらけで独ひとりぼっちだったナキを……まるで、おとぎ話の勇者さまみたいに助けてくれた。ノトはあの時とっても、とってもカッコよかったんだよ」

「あ、ああ、そう」

　ノトは照れくさくなって、後ろ頭を掻かきながらうなずいた。

　そういえば、そんなこともあったかもしれない。しかし、それはだいぶ昔のことだ。なぜ今、改まってお礼を言われる流れになっているのだろうか。

　今の話題はナキアミの好きな人への告白についてだったハズだ。

　話の前後関係が、さっぱり分からない。

「それからもノトは、ずっとずっと、カッコよかったんだよ。試験のときも、訓練のときも、いまだってそう。どうしてそんなに月に行きたがるのかは分からないけど、でも、がんばるノトの姿はとってもステキなんだよ。ノトががんばってるのを見てたから、その姿がステキだったから、ナキもここまでがんばれたの……」

　ナキアミは、だんだんと言葉に熱を籠こもらせつつ語ってくる。

　ノトはこの状況にようやく不穏な空気を感じ始め、たらりと汗をかいた。

　そのタラ汗が水玉になって、ぽよん、と皮膚から宙に漂う。

　なんだか、ものすごーく、イヤな予感がする。

　つまりその、ナキアミが言ってた『好きな人』というのは、ひょっとして……

　あまりのあんまりな展開に、ノトは全身を硬直させてしまった。一方のナキアミは頬ほおを赤らめ、瞳ひとみを潤うるませ、唇を震わせながらぽわーんとノトを見つめている。

「ノト」

「え、ああ！」

　そこでナキアミは意を決したように大きく息を吸い、

「好きです」

「「」」

　声が連つらなったので見上げると、上の扉からこの現場をサベラが覗のぞき見していた。

「ノトこっち向いて。よそ見しないで」

「あ、は、はいっ」

　熱く震えるナキアミの声に、ノトは再び姿勢を正す。視界の端では、なぜかサベラも姿勢を正して硬直していた。

　ナキアミはもういっぱいいっぱいになって、ノトの手を熱い手で握ってきた。

　そして、そのくりっくりの瞳から涙を宙に舞わせつつ、改めて愛を告白する。

「……ナキは、恋してるの。その相手はノトだよ。ナキはノトが好き。好き。大好き。もう、どうしようもないくらい、好きなの。愛してるの――」

　ぼんっ。

　ノトの顔面から火が出た。

　と自分で錯覚するぐらい、ノトは一瞬で赤くなった。

　ふわ、ふわ、と目の前をルビーの玉のようなものが横切ったので漂ってきた方向を向くと、そこでは石像のように固まったサベラが、鼻血の水滴を宙に放出していた。

「さ、さ、サベラ！　鼻血なんて噴いてないで、これ、なんとか言ってやってくれ……！　船内の風紀的にどう、とか！」

「……あ、いや、わ、私はその、れ、恋愛のことは分からんッ！」

　サベラは腕を組み、なぜかキレ気味に胸を張る。

　だあああっ！　と頭を抱えたノトに、ナキアミは振り返る。

「……ノト……ノトは……いやなの……？　ナキのこと、きらいなの？」

　うるるるるっ。ナキアミはその黒い瞳ひとみをいっそう潤うるませた。

　ぽよ。ぽよ。ぽよん。乙女の涙が、無重力空間に次々と生み出されていく。

「えっと……いや、その、だな……！」

　思い詰めまくった感じのナキアミの顔を見て、ノトは浮かびながらわたわたする。

　まずい。



    

  
    
      



    

  
    
      　この状況は、非常にまずい。ナキアミは『ごめんなさい』されたら首でも吊つりかねない雰囲気である。いや、ふよふよ体が浮いてるから首吊りはできないと思われるが……

　そうなったら報ほう天てんは、旅程の出鼻でいきなり大切な頭脳を失ってしまうのだ！

「い、いや、俺おれは、お前のことをキライとか、そういうことじゃなくてだな……その、」

「うれしいよ……うれしい！」

「聞けよ人の話を最後までっ！」

「じゃあノト、ナキを……ノトの、お嫁さんにしてくださいっ！」

　もうたまらなくなったらしく、ナキアミはしっぽで壁を押してノトに抱きついてきた。

「ちょっ！　よっ、ヨメって、いきなりすぎるだろそれは！」

「ノト、ナキはノトのためにならなんでもするよ。どんなコトだってできる。だって、愛してるんだもん。恋してるんだもん。命だって、惜しくない――！」

「ちょっ！　ちょーっ！　せめて時間をっ！　かっ、考える時間をくれぇ―――!!」

　胸に頬ほおをうずめてきたナキアミに、ノトはどどーっと汗をかきながら慌あわてまくる。

　ノトのタジ汗、サベラの鼻血、ナキアミの涙。三者三様の分泌物が、船内にふよふよ行き来して、もうなんだかメチャクチャだ。どれを避よければいいのか。どれもか。



　――まずは月面までの旅に集中しよう！　回答はその後で！

　ということでなんとかその場を収めたノトは、一応の船長として次の手順――星空の観測をするよう、ナキアミとサベラに指示をした。地球の周りを回りながら、全天星図を完かん璧ぺきに暗記しているナキアミと六分儀を持ったサベラが報天の現在位置を正確に計測する。

　そしてその情報をもとに、ノトが３段目のロケットを最適なタイミングで噴射させた。

　カラになった３段目を切り離して航宙カプセルだけになった報天は、地球から月へと向かう見えない回廊を歩き始めた。

　あとは慣性に任せて、月に到達するのを待つだけだ。

　――１日目。２日目。ノトたちはときどき針路を微調整しながら、ハヤン製の食糧を食べ、果汁を飲み、アルコール水で濡ぬらしたタオルで体を拭ぬぐい、寝袋でふわふわ眠った。

　時が経たつうちに地球はどんどん小さくなっていき、かわりに窓には月が迫ってくる。

　そうして宇宙を旅すること３日目――報天は無事、月を回る軌道に乗ったのであった。

　窓の外に広がる月の大地を眺めて、ノトたちは生なま唾つばを飲み込んだ。さすがにここまでくると、月はやっぱり巨大な天体なのだと分かる。まさに、天空の新大陸だ。

「ユァン、ユァン。聞こえるか？　こちらノト。いま俺たちは、月の上空まで来た」

『おおぉう、でかしたぞ報天！』

　ユァンの嬉うれしそうな声が、宇う宙ちゆう兜かぶとの中から聞こえてくる。

「こちらサベラ。こ、これから月を回りつつ、予定通りまず私が、次にノトがガイアエルダの原に着陸する。予定時刻は――じゅ、12時27分」

『よし分かった。楽しみぢゃのう。朗報を待っておるぞっ』

　ユァンとの会話の後、報ほう天てんは月の裏側へと回り込んでいった。窓に見える地球が、月の地平線へと沈んでいく。そして、月を回って戻ってくると再び地球が昇ってきた。

　それを合図に、ノトとサベラは月面着陸の準備を始めた。宇宙服を着込み、体の前後にスプーマあぶくと名付けられた袋を装着する。スプーマの中にはそれぞれ半球状の巨大な風船が折りたたまれて入っており、ヒモを引くだけで爆発性の気体がそれを一気に膨らませる仕組みになっていた。

「――サベラ？」

　サベラに宇う宙ちゆう兜かぶとを渡そうとしたとき、ノトは彼女の異常に気付いた。

　いつの間にかサベラは顔面蒼そう白はくになり、小刻みに震え出していたのである。

　世紀の一瞬を前に、緊張しているのだろうか。そういえばさっきのユァンとの連絡でも、サベラは珍しくセリフを噛かんでいた。

　ノトがサベラの顔をのぞき込むと、サベラはその紅あかい目をきゅっと閉ざした。

「ノト、済まない……だ……だめだ、できない……私は、降りられない……！」

　震える声で呟つぶやくサベラに、ノトは目を丸くした。

　降りられない？　この期に及んで、突然なにを言い出すのか。

「サベラ、落ち着いて。どうしたの？」

　ナキアミが問いかけると、サベラはその長いまつ毛の下から涙をこぼした。

「無様だ……ファーマイン家の名折れだ……２人とも済まない、今の今まで、黙っていて……だって、私は、とっくに、克服できたと思っていたから……」

　サベラは２人に背を向け、鼻声で語り始めた。

「な、何の話をしてるんだサベラ。克服って……何のことだ？」

「私は……実は、兄のことがあってからずっと……高いところが怖かったのだ。

　でも、もう治ったと思ってた。報天に登ったときも平気だったのに……いざ、と、飛び降りると思ったら、急に、また……兄の墜落を思い出して……こ、こわくなって……

　だ、だめだ……できない……できない……」

　サベラが顔を覆おおってしゃくり上げるように泣き出した時、時計は12時20分を指した。

　予定では既に、彼女が気密室に入っていなければいけない時刻である。

　予想外の事態に、ノトは眉まゆを寄せて戸惑った。

　ノトには、みんなの努力やユァンの厚意をムダにしないためにも――サベラを報天に置いていくわけには絶対にいかない、ある理由があった。

　――なんとかして、彼女の恐怖感をぬぐい去らなければならない。

　ノトはサベラの両肩をつかみ、強引にこっちを向かせた。

「サベラ！　今さらそんな臆おく病びよう風かぜに吹かれるなんて、カッコ悪いぞッ！　ナキアミは月面での活動訓練を受けてない。月面着陸の人数も変えられない。だから、答えは一つしかない――『やるしかない』！　あんたと、俺おれが、やるしかないんだ！」

「ノト……でも、わ、私……こ……怖くて……」

　振り返ったサベラの紅あかい瞳ひとみから、涙が宙に漂った。

　かつての鬼教官が、今はノトの腕の中で、まるで怯おびえる小ウサギのようになっている。

　それを見たノトは、荒々しい手つきで自分の宇う宙ちゆう兜かぶとを手に取った。

「サベラ。それなら、俺おれが先に行く」

「ノ……ノト……？」

「お前の目の前で、無事に着陸してやる。そうすれば、もう怖くないだろ！」

　そう言うと、ノトはサベラを押しのけて気密室の方へと歩み寄った。

　サベラを飛び越えるようにして、ナキアミがそれを追ってくる。

「ノト！」

「ナキアミ。俺が降りたあと、サベラがまだぐずるようだったら……蹴けっとばしてでも、気密室に押し込んでやってくれ」

「け、蹴ったりはできないけど……分かったよ」

　ナキアミはノトとサベラを交互に見ながら、こくこくうなずいた。

「……ノト。ナキ、お月様のまわりで、ずっと待ってるからね。だからノト、必ず、必ず、生きて帰ってきてね。ナキ、待ってるから……」

　なにかを直感しているのか、ナキアミの言葉はどこか不安そうだった。

「――次は月面から通信する」

　ノトは宇宙兜をかぶりながら、そう返した。

　彼女の願いには、何も答えずに。



　気密室から船外に出たノトは、泳ぐようにして航宙カプセルの壁面にへばりついた。そして、そこに据えてあったコメッテほうき星と呼ばれる小型ロケットを１つ取り外す。

　ノトはコメッテの取っ手をつかみ、報ほう天てんから月面を睨にらみ――

　だん、と船体を蹴って飛び降りた。

　それから手順通り、コメッテを断続的に噴射させて降下スピードを調整する。

　高度はぐんぐん下がっていき、地表が近付いてくる。見上げれば、ナキアミたちのいる航宙カプセルはもう遥はるか上空に遠ざかり、小さな銀細工のように見えた。

　十分に減速すると、ノトは取っ手のそばから伸びる鎖を持ち、コメッテを真横に蹴った。

　しゅるしゅるしゅる。コメッテはノトから遠ざかり、鎖が伸びていく。

　そして、ぼふ。

　ノトからだいぶ離れた所でまずはコメッテの周囲にスプーマが広がり、大きなボールのような姿になった。音はしなかったが、振動は鎖を通じて微かすかに感じられる。

　そのボールと平行して落ちるノトの高度は、さらに下がっていく。

　灰色の砂地や岩石が、見えてくる。もう月面は目と鼻の先だ。

「こちらノト。ユァン、聞こえるか？」

『おう、いまどこぢゃ』

「いま月面に向かって降下中。着陸順を変更して、俺おれが先に降りることになった」

『ほ。サベラになにかあったか？』

「いや。だいじょうぶだ。サベラも、もうじき降りてくる』

『――了解ぢゃ。では幸運を祈るぞ、ノト！』

「ありがとう。間もなく着陸する。スプーマを展開させるぞッ！」

　ノトは鎖を放はなすと、自分の身体からだの前後に突き出たヒモをぐいっと引っ張った。

　っぼばん！

　押しつぶされるような衝撃があって、ノトの前後にそれぞれ半球状の巨大な風船が一気に広がった。

　そして、次の瞬間――

　ノトは月面に着地して、ぼよん。

　跳ね返った。

　ぼよん。ぼよよん。

　２度、３度とバウンドしてから、ノトはごろごろと月面に転がり、停止した。

　それを確かめてから、ノトは宇宙服の腰に収納してあったナイフ――ガルナの港町でいつも背中につけていた、使い慣れたあの守り刀だ――を、抜く。

　びりびり、びりりりり。

　スプーマを引き裂いて、ノトは卵から生まれる雛ひなのように布をかき分けた。

　そして――

「着いたぞばかやろ―――！！！」

　月面の大地に降り立ちながら、宇宙に向けて絶叫するのであった。



　ガイアエルダの原と名付けられた平へい坦たんな砂地を、ノトはカンガルーのように飛び跳ねて移動した。予想通り、月面ではジャンプするだけで驚くほど遠くまで移動できる。

　地上にいる感覚で加速したノトは急停止できず、自分から少し離れたところに落ちていたもう一つのスプーマ――コメッテを囲んでいるやつだ――にぶつかってぼよんと跳ね飛ばしてしまった。今度はそーっと近付いて、ナイフで布を裂いて中身を取り出す。

　中から自分のコメッテを回収すると、ノトはその小型ロケットを抱えて出力の調整を始めた。そうこうしているうちに、さらなるスプーマが２つ、ノトから２００メテほど離れたところにぼてんぼてんと落ちてきた。月をぐるりと回ってきた報ほう天てんから投下された、サベラと、彼女のコメッテである。

　ぽん、とスプーマが弾はじけて、中から短剣を持ったサベラが起きあがるのが見えた。

　サベラはこっちに向かって大きく手を振ると、何度か、首もとを指して示す。

　音鏡石リンコツトを使え、と言っているのだろう。

　音声が交錯した場合に備そなえて、音鏡石リンコツトは宇宙服の首についている金具を回すことで一つ一つ個別に消音することができるようになっていた。

　そしてノトは月面着陸の直後から、全すべての音鏡石リンコツトによる通話を切っていたのだ。

　ノトはサベラとの距離を目で測ってから、首筋に手をやった。

　大丈夫だ。この距離なら、急に駆け寄ることはできないだろう。

　それを確認したノトは、彼女とつながっている音鏡石リンコツトだけを通話できるようにした。

「サベラ」

「ノト！　よかった……なにか事故でも起きたのかと思ったぞ」

　よし。ノトは心の中で小さくうなずいた。少し興奮気味ではあるが、月面に降りたサベラの口調はほとんど普段通りのものに戻っている。

　これなら、一人でも月面の調査をきちんとやってくれることだろう。

　ノトは宇う宙ちゆう兜かぶとの中で大きく深呼吸すると、音鏡石リンコツトに小さく囁ささやいた。

「サベラ。俺おれと会話する以外の音鏡石リンコツトを、切ってくれ」

「……なぜだ？」

「サベラ、頼む」

　有無を言わさぬノトの口調に、サベラが首筋の金具を動かす音が聞こえてきた。

「ど……どうしたんだノト。いまそっちへ行く」

「来ないでくれ」

「……？」

「サベラ、済まない。俺は、もう帰らない」

　ノトはそう言うと、コメッテの取っ手をつかんだ。

「どういう……ことだ？」

「俺のコメッテは、移動用に使う。いま、そういうふうに調整したんだ」

「なっ、なにを言ってるんだノト。コメッテは、報ほう天てんに戻るために使うロケットだぞ？」

「サベラ。あんたはここで、ファーマイン家の使命を果たすんだ。この月の大地を調べて、地球のみんなのために、ここでの５時間半を使ってくれ。そして――一人で報天に帰ってくれ。俺には、俺の、どうしてもやらなきゃいけないことがあるんだ」

「ノト、いまそっちへ行く。お前は錯乱している」

　サベラが慌あわてた調子で歩き始めたのを見て、ノトはコメッテを構えた。

　その噴射口を垂直ではなく、威い嚇かくするように水平に向ける。

「来るな！」

「なにをしている！　コメッテの燃料に余裕はない！　ほんの少しでも別のことに使えば、お前は報天の高度まで上昇できなくなるんだぞ！　自殺行為だ！」

「分かってる！　それは分かってる！　――でも！

　……でも、どうしても、どうしてもやらなきゃいけないことがあるんだッ！！！」

　大声で叫ぶと、ノトはコメッテのレバーを引き、推進ボタンを押した。

　上空へ向けてではなく、ほぼ真横に向けて、コメッテが音もなく動き始める。

　燃料の消費。

　――それはノトの、逃れようのない死を意味する行為であった。

「ノト！　ノト―――――っっっ！！！」

　サベラの叫び声を振り切るように、ノトは音声を切った。

　そして、コメッテにしがみついたまま――月の地平へと飛び立って行く。



　ノトは、自分がどこへ行けばいいのか、怖いほど明確に分かっていた。

　音の無い世界を、目的地へ向けて飛ぶ。

　灰色をした不毛の大地が、恐ろしいほどの速度で流れていく。

　燃料計を見ると、コメッテの推進剤はもうほとんど使い果たしてしまっていた。

　だが、目的地まではもう少しだ。

　きっとたどり着ける。

（……分かる……近付いてる……！　こっちだ……！）

　その存在を感じる方角へと、針路を微調整する。

　そして――

　ついに、それが肉眼でも見えてきた。

　月面の地平線に光る、銀色の弧――明らかに人工物と分かる、ドームが。

　ノトはコメッテを減速させつつ、その銀色のドームに近付いていった。

　なぜ、人類未踏のはずの月面にこんなものがあるのか。

　いつ、どうやって来たのか。

　なにもかも、まったく分からない。

　だが、一つだけ分かる。

　――そこに、『誰だれがいるのか』。

　それだけは、分かるのだ。

　全すべての感覚が、燃えるように昂たかぶっていく。

　心臓が、破裂しそうなほどに高鳴る。

　自分自身の呼吸音が、宇う宙ちゆう兜かぶとの中に荒く響く。

（いる……！）

　激突しないようにと、ノトはコメッテをドームの手前１００メテほどの所で止めた。

（いるんだ……すぐ、そこに……！）

　震える足で、地面に降り立ったその時――

　ノトの心臓が、肋ろつ骨こつの裏側を思いっきり蹴けった。

　銀色のドームから、真紅の宇宙服を着たその人が、出てきたのだ。

　ノトは、一歩、また一歩とその人影に近付いていく。

（ああ……やっぱり……）

　そして、その人も――音もなく、ノトに歩み寄ってくる。

（……やっぱり、俺おれの『恋する共感ラビン・シンパシア』は、まちがってなかったんだ……）

　足も、手も、胸までもを震わせながら、ノトは歩いた。

　感じる。

　感じるのだ。

　――『恋する共感ラビン・シンパシア』で。

　いま、そこに、

　彼女が、いることを。

「レンビア」

　聞こえるハズのないこの真空の世界で――それでもノトは、彼女の名を呼んだ。

　10歩ほどの距離で、２人はお互い信じられないという風にいったん立ち止まった。

　そして、こわごわ、その距離を詰めていく。

　お互いの宇う宙ちゆう兜かぶとごしに、その顔が見えてくる。

「――！」

　そのレンビアを見て、ノトは再び息を呑のんだ。

　レモン色の金髪は、ツインテールに加えて後ろ髪が背中へと長く伸びている。

　ツンツンした目つきは、少し柔らかく落ち着いている。

　身長も、ノトと同じぐらいの高さに伸びている。

　だが、驚きに見開かれたその翠みどりの瞳ひとみ――そして、宇宙服にかけられた三日月型の緑ミスリルのペンダントは、間違いなくレンビアのものだった。

　――大人に、なっている。

　呆あつ気けにとられているノトに、そのレンビアは手招きをした。

　そして、導くようにドームの方へと歩き出す。

　ノトは何度かつまずきそうになりながら、震える足でそれについていった。

　――スッ。

　２人がドームの入口をくぐると、背後で二重扉が自動的に閉まった。

　ガラスの天窓の脇わきに赤く灯ともっていた水晶玉が、緑色に変わる。

　レンビアはそれを確認すると、おもむろに自分の宇宙兜を外した。

　どうやら、この空間に空気が満たされたらしい。

　それを見たノトは、自分も慌あわてて宇宙兜を外そうとする。

　だが、指先が震えて、できない。

　そんなノトに、レンビアは優しい手つきでノトの宇宙兜を外してくれた。

　そしてその両手で、無事を確認するようにノトの頬ほおに触れてくる。

「ノト……あなた、本当にノトなのね」

　レンビアの言葉に、ノトは溶けてしまいそうなぐらい感動した。

　ああ。

　分かる。

　直感的に、感覚的に分かる。

　この声、この目は――やっぱり本当にレンビアだ。

　レンビアなんだ。

「……そうだ……そうだよレンビア」

　目にいっぱい涙を溜ためながら、ノトは広い天窓を指さした。

　ガラス窓の向こうには、満月の４倍ほどの大きさをした地球が青い光を放はなっている。

「俺おれは、お前を助けにきたんだ――あの星から」

　そう。あの星から。

　ノトは雲を越え、空を越え、重力を振り切り、宇宙の海を越えて……やってきたのだ。



　――あのレンビアの誕生日の朝、ノトは『恋する共感ラビン・シンパシア』でもう一人のレンビアを感じた。

　そして時計台に駆け上って月を見渡し、その存在を確信したのである。

　どうしてなのか、どうやってなのかは全く分からなかったが――そのレンビアはたった一人で月面にいて、悲しみ、怯おびえ、迫り来る死の恐怖と必死に戦っていた。

　だから、ノトはここまでレンビアを助けにきたのだった。

　愛いとしい人の、声を聞いたから――

　――ただ、それだけの理由で。



　宇宙服を脱いでドームの奥に入ると、そこには広くて温かい部屋があった。

　ノトは白いテーブルでレンビアが淹いれてくれたコーヒーを飲みながら、恋する共感ラビン・シンパシアと恋愛感情の関連性だけは伏せつつ、自分が月面に来た理由を語った。

「それで、ここまで来てくれたのね……」

　ノトの話を聞いたレンビアは、何かを思い出すような表情で翠みどりの眼めをそっと閉じた。

　長い沈黙のあと、そのまつ毛の下に――一筋の涙が、ゆっくりと落ちた。

「だから、あの時のノトは……あんなに月に行きたがってたのね。あたしのために……」

　そう呟つぶやいたレンビアは、再び、愛おしむようにノトを見つめてくる。

「あの時のノト？」

　不可解な言葉に、ノトは眉まゆを寄せた。

「そう。あなたは『あの時の』、つまり……・年・前・の・ノ・ト・なのよ。あたしにとってはね。あなたの視点に立って言い換えると、あたしは、10年後の未来から来たレンビアなの」

「じゅっ、10年後っっっ!?」

　コーヒーをひっくり返しそうになりながら、ノトは声を裏返らせる。

「そう。あたしは『物質転送テレポーテ』の魔法の副作用で、時を遡さかのぼってしまったのよ――」

　そう言って語り始めたレンビアの話は、これまでのノトの体験に匹敵するほどのトンデモない内容だった。

　――未来の世界で――レンビアは物質転送テレポーテの研究を進め、家ほどの大きさのものを、見える範囲にならほぼどこまででも飛ばすことができるようになっていた。

　荒削りな実験結果には賛否両論あったが、レンビアはその天才的な発想力を認められ、ついには史上最年少の教授アルタとしてガルニア大学院の要職に就くまでに出世したのである。

　そこで研究資金を得たレンビアは、物質転送テレポーテの魔法研究の総仕上げとして、子供の頃ころに吟遊詩人が歌ってくれたときからの夢だった『月への旅』を実現することにしたのだ。

　そうして、10年後のある日、レンビアは自分自身をこのドームごと月へと物質転送テレポーテさせることに成功する。移動は滞りなく完了し、レンビアは月面に立てた喜びに打ち震えた。

　しかしその喜びもつかの間、すぐレンビアは異変に気付くことになる。音鏡石リンコツトにいくら実験成功を報告しても、誰だれも応こたえないのだ。不審に思って周囲の様々なものを観測するうちに、レンビアは空に浮かぶ星々の位置が微妙におかしいことに気付いた。

　それをもとに計測と推理を繰り返したレンビアは、恐るべき事実を発見する。

　――どういうわけかは分からないが、自分は、10年前の月面にいるのだ――！

　この異常事態に、レンビアは物質転送テレポーテの実験データを何度も読み返した。そして月面で孤独な調査を続けるうちに、自分がかつてノトに語ったある言葉に思い当たったのだ。

『見てよノト、これなんかひどいわ。ガルナ大学からユーラ砦とりでまでの転送結果なんだけど、到着時刻が転送時刻の１秒前になってる。これはきっと、観測した人間によるミスね』

　あの時は人為ミスと決めつけていたが――あれが、ミスでなかったとしたら？

　――本当に、１秒前に到着していたのだとしたら？

　レンビアはその仮定に基づいて、実験データを再び洗い直した。そして、驚きよう愕がくの調査結果を導き出す。『到着時刻が転送時刻の過去になっている』ために失敗とされた実験結果の記録が、物質を遠くへ飛ばす実験であればあるほど発生していたのである。

　そこから、レンビアは新しい事実を導き出した。

　物質転送の魔法とは、時間遡行を伴うものだったのだ。そして、物質を遠くへ飛ばせば飛ばすほど、移動した物質も遠い過去の世界へと飛ばされてしまうものだったのである。

　亞大陸での実験では大した距離を飛ばしていなかったから、過去への遡そ行こうはたかだか１秒、大きくても２秒程度だった。しかし月面までという超・長距離の転送には、長大な時間――10年もの遡行が伴ってしまったのである。

「物質転送テレポーテの魔法の原理は、時空に開けたトンネルを通るものなの。だから、帰還の魔法さえ発動させることができれば、同じトンネルを通って出発時の同じ場所に戻ることができる――ハズだったわ」

　そこまで説明すると、テーブルの向こうのレンビアは顔を曇らせた。

「……ハズ？」

「月面で、大きな地震が起きたのよ。ドームの近くに、大きな隕いん石せきが落ちたの。対策は十分にしていたつもりだったんだけど、おかげで、魔力を封じ込めたビンがいくつか割れてしまって……そのせいで、帰還用の魔力が足りなくなってしまったのよ。

　不足分の魔力は、ほんの少しだった。だからあたしは魔力の元を探して、月面をさまよい歩いたわ。でも……それは虚むなしい努力だった。意外な物がいくつか見つかったりはしたけど、月には、魔力を含む物質は何一つ見つからなかったの」

　レンビアの話に、ノトは心の中で何度かうなずいた。

　そう。レンビアは確かに必死に生き延びようともがいていた。清素シルフエンの尽きる半年後までに、何とかしてそのわずかな魔力を得ようとしていた。それも、ノトは感じたのだ。『恋する共感ラビン・シンパシア』で。

「そうか。そういうことだったのか……」

　ノトはそう呟つぶやくと――胸元から、『天央樹イエーサーの青葉』を取り出した。

　宙士選抜試験の前に買った、強い魔力を秘めた霊木の葉である。

　その葉を、両手のひらに乗せて差し出す。

「……天央樹イエーサーの青葉……！」

　さすがレンビア。十年ぶりでも、一目で見抜いてくれた。

「ほんっと、お前って世話が焼けるよなぁ……」

「……あなたは……これを届けるために、ここまで来てくれたの……？」

「わざわざ持ってきてやったんだから、ありがたく受け取れよな」

　いつだったかの夜、レンビアに食べ物を持っていってやったときと同じセリフを言いながら、ノトはいつの間にか自分の目に涙が溜たまっていくのを感じていた。

　それは、安あん堵どの涙だった。

　よかった。

　金も仕事も、レンビアとの関係も、仲間の信頼も、自分の命さえも……何もかもを投げうったが、でも、その甲か斐いはあった。

　だって、愛するレンビアを救うことができたんだから。

　よかった。

　もう、思い残すことはなにもない。

「ノト？」

「レンビア……これで、レンビアは帰れるんだよな？　地球に、帰れるんだよな……？」

「ええ――これがあれば。あなたのおかげよ……ノト。ありがとう」

　――ありがとう。

　その言葉を聞いて、ノトの中でずっと張り詰めていた緊張の糸がぷつりと切れた。

　次の瞬間……ノトの目からは、熱い涙が溢あふれ出していた。

　この星の緩やかな重力のおかげで、涙はやけにゆっくりと流れ落ちていく。

「ノト……」

　テーブルを回り込んできたレンビアが、そんなノトをそっと抱き留めた。

「レンビア……よかった……よかったよ……」

　長くしなやかになったその腕を取って、ノトは再び涙を流す。

　レンビアはただ黙って、ノトを抱き続けるのだった。

　ただ、そっと――どこまでも、優しく。



　ドームの入口前で、宇宙服を着たノトはレンビアと並んで空を眺めていた。

　物質転送テレポーテの魔法はすでに準備ができており、あとは天央樹イエーサーの青葉を持ったレンビアがドームの中に入れば、ドームごと自動的に10年後の地球へ転送される手はずになっている。

　２人の頭上には、暗い宇宙に輝くただ一つの青い星――地球がぽっかりと浮かんでいた。

　心ここ地ち良くて温かいような、やわらかな光。

　それが、地球の光だった。

「あの辺が、レクト亞大陸よ」

　地球の一部を指さしながら、赤い宇宙服を着たレンビアがノトに言う。２人は声を伝え合うために手を繋つなぎ、肩と肩をぴったりくっつけて会話していた。

　恋人のようにレンビアと並んで立ったノトは、彼女の背が自分よりちょっと高くなっていることや、その横顔がクラッとくるほど美人になっていることにドギマギする。

　あのレンビアが、ここまでスラリとキレイな女性に成長してくれるとは。

「じゃあ、あの端の辺りに俺おれの家があるんだな。レンビアの家は、そのちょっと横だ」

「そうね。あたしの煉れん瓦が長屋から少し離れた広場には、リンゴの木があって……」

「ああ。あそこの木は、冬になると真っ赤な実をつける。食べるのは早い者勝ちだ。すっぱくて、甘くて、おいしいんだよな」

「あの木は今でも、かわいい実をつけてるのよ」

　そう言うと、レンビアはノトの腕を自分にそっと抱き寄せた。

「あの木でのこと……あたし、まだ覚えてるんだよ」

「……えっ？」

「小さかった頃ころ、あたし、あの木のリンゴを取ろうとして……木から下りれなくなった。それを、あなたが助けに来てくれたの。あの高さに登るのって……あの歳としの子供にとっては、本当に命がけだったと思う。でも、あなたは登ってきた。あたしのせいで木から落ちた時も、あなたは自分の額ひたいの傷を放ほうって、あたしにケガがなかったか聞いてくれた……」

「あ……あ、あぁー……あの時のことか。あんな昔のこと、もう忘れてくれよ」

　恥ずかしがるノトに、レンビアは体を寄せて語り続ける。

「ううん。あたし、あの時のこと、一生忘れないよ。恥ずかしくて、あなたにはあれから一度も話したことなかったけど……ホントは、あなたの額の傷を見るたびに、あの木でのことを思い出して……感謝の気持ちでいっぱいになってたの。

　それからだってあなたはいつも、あたしが困ってる時には不思議と現れて、助けてくれたよね。病気で寝込んだ時も、運河で溺おぼれかけた時も、野犬に囲まれた時も……いつも、あなたが駆けつけてくれた……」

「壁に突っ込んで抜けなくなった時もな」

「や、やだっ……そ、そんな時のことこそ、忘れなさいよっ……あんな恥ずかしい、10年も前のこと……！」

「俺おれにとっちゃ去年のことだよ」

　ノトが振り向きながら笑うと、レンビアもつられて小さく笑った。

　そして気恥ずかしそうに、嬉うれしそうに、ノトの顔を見つめてくる。

「あのリンゴの木の時から、ずっと、あなたはその能力であたしを守ってくれていたのね」

　レンビアはノトに少しだけ寄りかかりながら、申し訳なさそうにそう言った。

　ノトは恥ずかしげに目を逸そらすことで、それを認めた。

「……また、同じ事、させちゃったんだね」

「き……気にするなよ。別に、俺は、俺はただ……あれだ、おせっかい焼きなんだよ」

　そう言いながら、ノトはごまかすように地球を見上げた。

　一緒になって、レンビアも地球を見上げる。

「……帰りたいな」

「そうね」

「よしッ、レンビア……もう帰ろう。こんなとこ、何もないよ」

　と、ノトはレンビアに笑ってみせた。

　――すると、いつの間にかレンビアは深刻そうな表情になっていた。

「ノト……言っておかなければいけないことがあるの。このあと、あなたは……」

　重い口調で語ってきたレンビアを、ノトは毅き然ぜんとした表情で制した。

「何も言わないでくれ、レンビア。俺は、なにも知りたくない」

「でも、ノト。これは重要なことなのよ」

「いいんだ。分かってるんだよ。コメッテの燃料を使っちまったから、俺はもう航宙カプセルには帰れないんだ……でも俺、死ぬ前に、レンビアが立派な大人になった姿を見れてよかったよ」

　ノトはまた涙ぐみながら、それでも精一杯の笑顔でレンビアに語った。

　10年後の世界に帰れば、レンビアには輝かしい未来が待っているのだろう。月での研究結果を持って帰れば、教授アルタどころか魔法大学院の院長になることだって夢じゃない。

　そして、家には最高の夫が――ルージーンが、待っているはずだ。

　そう思うと、ノトは泣けて泣けて仕方なかった。でも、レンビアが幸せになれるならそれでいいと思う気持ちも本物だった。

　だから、一生懸命に笑顔を作るのだった。

　何かを言おうとしたレンビアを、ノトは突き放はなすようにしてドームへ押し込んだ。それを合図に物質転送テレポーテの魔法が発動を始め、ドーム全体が金色の輝きを放ち始める。

　あと１分もすれば、レンビアはこのドームごと10年後の世界へと帰るのだ。

「ノト！」

　ドームの縁ふちから伸ばされたレンビアの手が、ノトの腕をつかんだ。

「どうしてあたしを助けて、あなたが死ぬの！　どうしてなのよ！」

「レンビア……」

　ノトは大粒の涙をこぼしながら、レンビアを見つめた。

　ああ、レンビア。

　いいんだよ。

　もう、俺おれの役目は終わったから。

　だから、もういいんだ。

　でも、一つだけ、未練があるとしたら。

　まだ、言ってない。

　まだ、伝えてない。

　俺の気持ち――

　お前のことを想おもう、俺の、本当の気持ちを。

「レンビア。

　それは……俺、レンビアのためになら、死ぬのなんて怖くないって思ったからなんだ。

　本気で、そう思ったからなんだよ……」

「ノト……！」

「俺、お前に……小さかったころからずっと、何年も、どうしても言えなかったことがあるんだけどさ……でも、今なら……今なら、言える気がするんだ……」

　そこまで言うと、ノトは勇気を出して――トン。

　地面を蹴けって、地球の６分の１しかない重力の助けも借りて――

　レンビアを、抱きしめた。

　そして。

「レンビア。レンビアのことが、俺――」

　ああ、ドームを包む光が、もう眩まぶしいほどに強まっている。

　レンビアの身体からだも、同じ光に包まれている。

　その存在が、時間も空間も、遥はるか遠くへ飛んでいこうとしているのが分かる。

　ノトはその顔を上げて、宇う宙ちゆう兜かぶとをレンビアの宇宙兜にくっつけた。

　まるで、キスするように。

「――好きなんだ――！」

　言えた。

　ついに言えた。

　ノトの心臓はもうそれだけで、失神してしまいそうなくらいに高鳴るのだった。

「ノト……！」

　もう、十分だった。

　なにもかも、十分だった。

　数時間後、この宇宙服の中の空気が尽きた時、自分は死ぬ。

　でも、もういいんだ。

　自分は、せいいっぱい生きたんだから。

　愛した女のために、せいいっぱい頑張って、やり遂とげたのだから。

「ノト！　オリオンの翠星ヴエルデ・オリオネに向かって飛びなさい！」

　叫ぶレンビアはもう、その存在を遥はるか未来の地球へと移しつつあった。

　その手が、自分の宇宙服にかけられた三日月のペンダントを外すのが見えた。

「ノト、生きて――！」

　――生きて――

　その最後の声と共に、レンビアは消えた。

　さっきまで眼前に建っていた白銀のドームも、ウソのように消えている。

　帰れたのだ。

　レンビアは、帰れたのだ。

　10年後の未来に、帰れたのだ……

　ノトはその嬉うれしさを噛かみしめながら、崩れるようにその場へと座り込んだ。

　その時、ふわり。

　ノトの首筋に下げられてついてきた、翠みどり色いろの金属があった。

（これは……俺おれがあげた、ペンダント……！）

　それは物質転送テレポーテの刹せつ那な、別れ際にレンビアがノトの首にかけてくれたものだった。

　三日月型をしたそのお守りを手に取りながら、ノトはガルニアの言い伝えを思い出す。

　――好きな異性にペンダントを渡し、長い時間をおいてから返してもらうと恋が叶かなう。



    

  
    
      



    

  
    
      　そう、このペンダントはもともとノトがレンビアにあげたものだった。

　それがいま、長い時を経へてノトの手元に返ってきている。

　じゃあ、ということは、それはつまり、恋が叶かなうということなのだ。

　恋が叶うということは、告白だけして死に別れることではきっとない。

　レンビアは最後の最後に、生きて、と言った。

　そう言ってくれた。

　――そうだ。

　生きなきゃ。

　この恋はまだ、途中なのだから。

　生きなきゃ、恋は叶わないのだから。

（オリオンの翠星ヴエルデ・オリオネ――）

　ノトは立ち上がると、空にその星を探し求めた。

　まるで、新しい旅を始めた旅人が、新しい標しるべを求めるように。



    

  
    
      第６夜：‥帰還軌道



    

  
    
      
『サベラ……報ほう天てん、もうすぐガイアエルダ上空を通るよ。ノトは……？』

「……応答無しだ。姿も……見えん」

　涙声のナキアミに答えながら、サベラは懐中時計を握りしめた。

　もう、月面から飛び立つ予定の時刻は、１時間も前に過ぎてしまっている。

　不測の事態に備そなえて、月面滞在の時間は１時間７分30秒――ナキアミを乗せた航宙カプセルが月を３周する分だけ、延期できるようにしてあった。

　だが、もう、これが限界だ。

　次にカプセルが上空を通過するのに合わせて飛び立たなければ、地球には戻れない。

　サベラはその紅あかい瞳ひとみで、改めて月の地平線を見渡した。

　この小さな天体の地平線は、わずか２キラメテ先にある。とはいえ、仮にノトが歩いて引き返してきたとしても、もう姿が見えていなければ間に合わない。

　もし、ノトが帰ってきたら――

　サベラは自分のコメッテをノトに渡し、一人、月面に残るつもりだった。

　貴族の命は、民衆のためのもの。サベラは両親からそう教わって育った。だからこういうとき、ノトたち平民を守って死ぬのが貴族の役目なのだ。そう、覚悟していた。

　それにサベラは、ファーマイン家の使命を果たしたことに十分満足していた。人間は、他ほかの天体に渡ることができる。自分はその先導者となり、自らそれを証明してみせた。

　自分が調査した月面の資料は、ノトたちが地球に持って帰ってくれればそれでいい。

（だから、ノト、帰ってこい――）

　ファーマイン家の人間は、空で死ぬと旅人を守る精霊になる。

　ここも、空には違いない――だから私はこれから精霊になって、お前たちを守ってやる。だから帰ってこい、帰ってくるんだ、ノト――！

　祈るように念じながら、あと何分待てるか、と兄の形見の金時計に目をやったとき。

　音鏡石リンコツトの一つから聞こえてきた雑音に、サベラの心臓が跳ねた。

　首筋の金具で音量を調節して、それが彼との回線であることを確かめる。

『……サベラ……』

　姿は見えない。だが、それは確かに、あの声だった。

　サベラの脳裏を、宙士選抜試験の時の彼の姿がよぎる。

　煙の中から自分を呼んできた、あの、兄と同じ眼めをした少年の姿が。

「――どこだ!?」

　叫び、慌あわてて周囲を見回すと――地平線の端に、一つの星が昇ってきていた。

　いや、それは星ではなかった。何かの噴射炎だ。

　コメッテ？　いや、違う。もっと強力で、大型のロケットではないか。

　その見たこともないロケットはみるみるうちにガイアエルダの原を渡ってきて――

　サベラから若干離れた場所に、砂さ塵じんを巻き上げながら停止した。

　コメッテより一回り大きな、しかしそっくりな謎なぞのロケットにまたがってやってきたのは、やはり――

　そう、ノトだった。



「サベラ」

　ノトはロケットを降りると、家出から戻った子供のようにこわごわ話しかけた。

　サベラは無事を確かめるようにノトの両肩をつかんでから――大きく溜ため息をついた。

「……どうせ……帰ってくると思っていたぞ」

　そして、ぐい、と顔を上げたかと思うと――

　べち！

　いきなり宇う宙ちゆう兜かぶとの頬ほおに平手打ちをくらわせてきた。

　ノトはよろけて地面に膝ひざをつきながら、サベラを見上げる。

　サベラは手を腰にあててまっすぐ立ったまま、ノトを見下ろしていた。

「ノト。私は、お前のことはよく理解しているつもりだ」

　自分で叩たたいたくせに、サベラは立ち上がろうとするノトに手を貸してくれた。

「お前はまっすぐで、強情っぱりで、隠し事がヘタで……よほどの理由がない限り、人を裏切ったり騙だましたりはできない男だ。私は、そのお前がここまで黙っていたことをムリに聞こうとは思わない。だから、何も言わなくていい」

　と、そっぽを向いてから横目でこっちを見てきたサベラに、ノトは思わずまた涙るい腺せんがゆるんでしまうのを感じていた。

「ありがとう……サベラ、ありがとう……ごめんな……」

　ノトは胸が一杯になって、立ち上がりながらサベラに向き直った。

　ぐすん、という音が宇宙兜ごしに聞こえてきたのでふと見ると、サベラもまた安あん堵どの涙を流しながらノトに抱きついてくるのだった。

「ノト……よかった。私は、本当に、本当に心配したんだぞ……！　それにしてもノト、お前はこのロケットを、いったいどこから……？」

「こいつは、アクアエリスの太洋に捨ててあったんだ。操縦方法もコメッテとほとんど同じで、驚いたよ。けっこう飛んだのに……燃料も、たっぷり残ってる」

　ノトはレンビアと別れたあと、オリオンの翠星ヴエルデ・オリオネに向けてコメッテで飛び、燃料を使い果たしてからもまっすぐに月の大地を歩き、アクアエリスの太洋と名付けられた広大な平野に到達していた。そして――そこに、誰だれかが建てた無人の施設を見つけたのだった。

　その施設は作りかけだったのか、壊しかけだったのか、屋根と骨組みだけの状態で遺棄されていた。そしてその下には同じく遺棄されたと思われる四輪の乗り物や――なんと、コメッテそっくりのこのロケットが何本も並んでいたのである。

「……いったい誰が、ハヤンやガルニアより先に月面に到達していたというのだ？　もしや、海の外か山脈の向こうに、レクト亞大陸より進んだ文明国があるというのか……？」

　呟つぶやきながらロケットに近付いて、サベラはその表面に描かかれてある文字に触れた。

「……ＮＡＳＡナーサ……？」

「読めるのか、サベラ」

「ああ……これは……まだほとんど未解読の文字だが、旧文明の言葉だぞ……！」

「旧文明――!?」

　サベラの言葉に、ノトも目を丸くする。

「そんな……だってこれ、どう見たって新品だぞ!?　サビ一つないのに……」

「月面には雨も降らず、風もない――だから、森しん羅ら万ばん象しようがそのままの形で永遠に残るのだ。

　……そうか……あなたたちも、ここを夢見て、やってきていたのだな……」

　サベラは自分と同じ夢を抱いていた太古の人類に、時を超えて語りかけるように呟く。

　そして、その手で――13条の紅白の横よこ縞じまをベースに、左上の青い長方形の中に白い星を沢山描いた旗――今はどこの国のものでもないその紋章を、そっと撫なでるのであった。



　月面に向けて高度を下げてきたナキアミの母船めがけて、ノトとサベラはそれぞれのロケットで飛び上がった。遮さえぎる物の何もない空を、まさに流星のような速度で駆ける。

　報ほう天てんの側面に小さく突き出た十字弓から、ナキアミが２人めがけて網を飛ばし――２人は魚のように網に身体からだを絡めつつ、それぞれのロケットから離れた。

　こうして、ノトとサベラは無事、報天に戻ることができたのであった。

　気密室の扉を順番にくぐって、ノトとサベラは船内で宇宙服を脱いだ。

　普段の制服姿に戻ると、ナキアミが壁を蹴けって飛びついてくる。

「ノト！」

「おいっ……！」

　しっぽをぴこぴこ振りながら熱く抱きついてきたナキアミに、ノトはたじろいだ。

「心配したんだよ？　呼びかけても呼びかけても、ずっとお返事してくれないから……」

「わっ、悪かった……ちょっと、音鏡石リンコツトがその、着地の衝撃で故障したみたいでさ……ほんとに悪かった。謝る」

「ううん、もういいの。こうやって無事に帰ってきてくれたんだもん。ナキはいま、天使さまになっちゃいそうなぐらい幸せだよ。ノト、ノト、ノトぉ……」

　全身をすり寄せながら頬ほおずりしてくるナキアミにちょっと引きつつも、ノトは心配をかけたお詫わびにとその長い耳を優しく撫でてやるのであった。



　サベラは丁寧な観測を行ってから、現在位置の情報をナキアミに渡した。ナキアミは地球に帰還する見えない回廊を計算で示し、ノトが航宙カプセルを操ってそこに乗せる。

　そして往路と同様、３人は慣性に任せてカプセルが地球に着くのを３日間待った。

　その――３日目。

『ノト、こちらユァンぢゃ。言ったところでどうにもならんことぢゃがな、ちと耳を貸せ』

　何やら深刻そうなユァンの声に、計器をチェックしていたノトは顔を上げた。ふよふよと宇う宙ちゆう兜かぶとの所まで漂っていき、その内側に耳をそばだてる。

「こちらノト。何かあったか？　こっちはあと１時間ほどで、大気圏に突入する予定だ」

『それがな。ポート湾上空が、マズイことになっておる』

　ポート湾。それはハヤンとガルニアの間にある海で、ノトたちの着水予定地点だった。

　重々しいユァンの声に、ナキアミとサベラもノトの所へ集まってくる。

「マズイ……って、何がだ？」

『台風ぢゃ』

　その言葉に、ノトたちは顔を見合わせる。

『この季節にはめったに来ないんぢゃがの。急に、進路を変えよった』

「――気圧と風速は？」

『……６５３汞圧コンヤツツ、70メテ毎秒、らしい』

　ユァンから伝えられた数値に、ノトは息を呑のんだ。

　――そんな強力な台風、聞いたことがない。

　もしその数字が本当なら、記録的な超大型台風である。

　設計上、報ほう天てんはある程度の強風になら耐えられるようになっている。だが、それもせいぜい常識の範囲内、秒速40メテ程度までである。

　着水地点を、その２倍近い威力の台風が襲うとは――なんという不運だろうか。

『なんとかできんかと、事態を亞大陸中に公表して相談したんぢゃがの。結局、今の今まで名案は浮かばんかった――すまぬ……』

「着水を延期できないの？　地球のまわりを回って様子を見るとか……」

　ナキアミの提案に、サベラが小さく首を横に振る。

「いや……ムダだろう。数時間回ったところで、そんな台風が急に弱まるとは考えにくい。それに、どうせ延期できるのは１時間半か、その程度だ。月周回軌道からの離脱が遅れた分、報天は予備の雷気も清素シルフエンもほとんど使い果たしているからな――」

　サベラの言葉にノトが済まなさそうに顔を上げると、彼女はその紅あかい目を細めて、ノトに小さく笑ってみせた。

「ノト。答えは、一つしかないのだ――『やるしかない』。だから、悩む必要もない」



　不安は、いろいろあった。

　そもそも大気圏突入は、月面踏破の全行程の中で最も難しい挑戦の一つである。少しでも突入角度が深ければ突入カプセルは大気との摩擦で燃え尽きてしまうし、逆に浅ければ、水面に投げた石が跳ねるように空気に弾はじかれて、宇宙の彼方かなたへと飛ばされてしまう。

　許される誤差は、角度にして、わずか１・８度だ。

　模擬訓練でも、大気圏突入はその通算成功率が１割９分と最も低かった。最初の頃ころは１００回以上連続で失敗してしまっていたし、訓練の最終段階でも、生還率は半々よりちょっとマシといった程度だった。

　さらに、その狭い角度を見事に突いて大気圏に戻れたとしても、そこには人類史上希まれに見る超大型台風が待ちかまえている。その暴風に、カプセルを減速させるためのパラシュートがもぎ取られてしまうおそれもあった。

　そんな不安をよそに、報ほう天てんは地球に近付くにつれ、重力の影響でぐんぐん加速していった。目に見える地球の大きさは、今や窓を覆おおうほどになっている。

　大気圏突入の30分前、ノトたちは訓練通りに３人で航宙カプセルの上階へと入り込んだ。折りたたみ式のイスを広げて、肩をぴったり寄せ合うような形で並んで着席する。

　ベルトで身体からだをイスに固定した３人は、ユキダルマ型の航宙カプセルの首と胴体を切り離す手順に入った。首の部分の二重扉を閉めてその中間で船体を切り離すと、扉と扉の間の空気が弾はじけて、報天はクシャミをするような音を立てて上下に分裂した。

　丸窓から見えた報天の下半身は、ふよふよと宇宙を漂いつつ頭から離れていった。

　月往復の旅程のほとんどをあの下段の中で過ごしたノトたちにしてみれば、感覚的には、窓の外に見える部分こそが報天の本体だった。

　役目を終えたユキダルマの下半身はこれから一足先に大気圏に墜おちて、燃え尽きるのである。

「報天――いい船だった」

　窓の外を見ながら、サベラが呟つぶやく。

「そうだな」

「バイバイ、報天」

　ノトとナキアミも声を連つらね、３人は音もなく離れていく報天を見送るのだった。

　ユキダルマの頭――改め大気圏への突入カプセルは、高速度を保ったままぐるりと地球を回り込んで飛んでいった。

　予定通りの時刻に、真っ白な月を地球の弧が隠していく。

　その代わりに、眼下に迫るように見えてきたものがあった。レクト亞大陸である。

　広大な亞大陸はいま、夜明け前の時刻を迎えていた。

　薄うす闇やみの中、ほのかに浮かぶその懐かしい地形に、ノトたちは胸が切なくなるような郷愁の思いをおぼえた。

「あれは……なんだ？」

　ノトが気付いて指さしたのを皮切りに、３人はその光を次々に見つけた。

「――ユァン、亞大陸の各地に、線のような光が見える。何だか分かるか？」

　サベラが音鏡石リンコツトに尋たずねると、返事がすぐに返ってきた。

『かがり火ぢゃよ。民が、お前たちのために灯ともしているのぢゃ』

　その言葉に驚いて改めて地球を見下ろすと、人々が亞大陸のあちこちからノトたちへ光を連ねてメッセージを送っているのが分かった。

　ハヤンの平原には、ノトたちが方角を見失わないようにだろうか、東西を示す直線がまっすぐに輝いている。ガルニアの海岸線には砂浜に沿うようにして、ノト、サベラ、ナキアミの名前が綴つづられてあった。南部諸侯連合ヴイストニア領には山間を縫うようにして、十字教徒による十文字の祈りの印が描えがかれてある。他ほかにも砂漠や蛮地、洋上の船までもが、思い思いの光をノトたちに向けて煌きらめかせていた――がんばれ、生きて帰ってこい、と。

「ユァン、そこの人たちに、ありがとうと伝えてくれ。とてもキレイな光を、ありがとう。嬉うれしくて、嬉しくて……それ以上に、言葉が見つからない」

『んー、妾キエも見てみたかったの。ま、礼はお前たちが生きて帰ってきて直接言うがよい』

　感動を伝えるノトに、ユァンはいたずらっぽい声で応こたえた。

「ああ。そうするよ」

　ノトは笑顔になると、床からせり出させたペダルに足を置き直した。

　――さあ、いよいよ大気圏突入だ。

　生死を賭かけた大一番を前に、カプセルの中には緊張した空気がみなぎっていく。

　カチャ、カチャ、とヘンな音がするので隣を見ると、そこではナキアミが宇う宙ちゆう兜かぶとを頭に固定するベルトを留めようとしていた。しかし、緊張のせいでうまくできないらしい。

「落ち着け、ナキアミ」

　ノトはそう囁ささやくと、ナキアミの兜かぶとのベルトを締めてやる。

「う、うん……」

　うなずきながら、ナキアミは焦点の合わない目をして、まだ小さく震えていた。

　大気圏突入の成否は、人間計算機カリキユラトリエのナキアミが鍵かぎを握っている。

　突入コースの角度計算・突入姿勢の算定・開傘のタイミング指示など、複雑な演算は全すべて彼女に一任されているのだ。プレッシャーを感じるなという方がムリだろう。

「ナキアミ、こっちを向け。いいものをやるから」

　ノトはごそごそと自分の胸ポケットをまさぐると、こういう時のためにとっておいた小さな氷砂糖を取り出した。そしてそれを、ナキアミの震える唇にあてて食べさせてやる。

「ノト……おい、しい……」

　ナキアミはそのつぶらな瞳ひとみでノトを見上げて、ちょっと赤くなった。

「帰ったら、大皿に山盛りの氷砂糖を食わしてやるからな」

「……うん」

「他にもうまいモノ、いっぱい作ってやる。ノト屋の全メニューを制覇して、伝説を作れ」

「うん！」

　ころころと口の中で氷砂糖を転がしながら、ナキアミはいつものとびっきりカワイイ笑顔になった。

　ノトはナキアミの頬ほおを安心させるように撫なでてやってから、操そう縦じゆう桿かんを握りしめる。

　そして、突入時刻が近付いていることを時計で確かめると、熱い眼まな差ざしで左右のサベラとナキアミを順番に見つめた。

「サベラ。ナキアミ。今までありがとう。一緒に飛べて、本当に良かった――」

　その言葉に、２人も左右からノトに微笑ほほえみかける。

「私も、名誉に思っている。お前たちは最高の仲間だ」

「ノト、ナキも愛してるよぅ」

　会話が噛かみ合っていない者も約１名いるが、それはまあ今はおいておこう。ノトは気を取り直すと、ぎり、と操そう縦じゆう桿かんの噴射スイッチに指をかけた。それを合図に、サベラは測量のためのスコープをのぞき込み、ナキアミは宇う宙ちゆう兜かぶとに最後の銀線を接続する。

「さあ、ポート湾の青い海が待ってるぞ――降下、開始ッ！」

　３人が連携してカプセルの操作を始めると、機体のあちこちで姿勢制御用の噴射口がカチカチと音を立てた。

　地球に向けてカプセルが降り始めると、さっきまで空中に漂っていたメモ帳がゆらりふわりと床に落ちていく。船内に、地球の重力が戻ってきたのだ。

　細かい姿勢制御に集中している間に、カプセルは予定通りピンク色の炎に包まれていった。カプセルの表面に塗りつけられた遮熱材が燃え上がり、流れ星のように炎の尾を引きはじめたのである。この遮熱材はハイランドに棲すむ大おお蜘ぐ蛛もの分泌物を石綿に練り込んで作ったもので、気化熱を奪うことでカプセルを熱破壊から守るということになっていた。

　だが、それでも船内の気温はぐんぐん上がっていく。30度、60度、90度と温度が上昇していくうちに、ノトたちは茹ゆでられたようになって意識が朦もう朧ろうとしてきた。

　さらにカプセル内の重力も加速度的に増していき、今や、早くも８倍を記録している。

　３人の足元には、もうその全体を目視しきれないほどの巨大な台風が大きく口を開けていた。ちか、ちか、と雲の中で雷が明滅しているのが見える。

「い、いまだよ……ノト！　パラシュート……開いて！」

「了解――開傘するッ……！」

　ノトは失神しそうになるのを必死に堪こらえながら、開傘スイッチを押した。

　がこんッ。

　パラシュートが飛び出した音が、頭上で聞こえた。音がするということは、空気中にいるということだ。その事実に感動したのもつかの間、３人は薄れる意識の中で息を呑のんだ。

　――パラシュートが、開かない。

　小さな天窓を見上げると、いくつか束ねて収納されていた薔ば薇ら色いろのパラシュートは台風による暴風で煽あおられ、そのせいで絡み合い、開かずにいるのであった。

　パラシュートは右に、左にと嵐あらしに揉もまれ、絡まったヒモがさらに絡まっていく。

　解ほどけろ――解けろッ！

　そう念じながら、ノトは視界が暗くなっていくのを感じていた。

　10倍を超えた予定外の重力に、意識が保てなくなってきたのである。

　隣では、ナキアミが宇宙兜をかぶったまま眠るように気を失っていた。

　開け、開いてくれ――！

　せっかくここまで来たのに――開いてくれなきゃ――！



　音鏡石リンコツトは１００度を超すような高熱に晒さらされると機能を失ってしまうため、大気圏突入時にノトたちからの応答が途絶するという事態は十分に予想されていたことだった。

　しかし実際に通信ができなくなると、船上のユァンは気が気でなかった。

　カプセルは軌道から外れたかもしれない。38万キラメテもの長旅を経へた船内が、どこか壊れていたかもしれない。そして――落下傘が開かないかもしれない。

　もしパラシュートが開かなければ、ノトたちは時速３００キラメテで海面に激突するという結末を迎えることになる。

　そうなれば３人は、比ひ喩ゆ表現ぬきで挽ひき肉にくになるのだ。

『通信が途絶したか。最悪の事態というヤツだな』

　音鏡石リンコツトを通じたレドライアス大王からの声に、ユァンは振り返った。

「何を言うか」

　ユァンは南の空を見つめながら、夜明けの光の中で笑う。

「これは、栄光の瞬間になるのぢゃよ」

　強がりながら、ユァンは生まれて初めて、人ならざる運命の舵だ手しゆに祈りを捧ささげるのであった。

　天よ、ノトたちを守りたまえ――



　意識を失う寸前、サベラは小さな天窓のむこうにその奇跡を見た。

　流星のようなものがカプセルに平行するような形で飛来し、追いついてきたのである。

　信じがたいことに、それは１騎の若い竜騎兵であった。

　彼は天窓ごしにサベラに微笑ほほえんだかと思うと、構えたランスの穂先で小さくパラシュートを突いた。

　するとまるで手品のように、絡まっていたヒモがするりと解ほどけた。

（――お兄様!?）

　ファーマイン家の人間は、空で死ぬと旅人を守る精霊になる――

　自分で何度も言ってきたその言葉が頭の中で弾はじけた瞬間、ばさっ、という音と共にカプセルは急減速した。

　パラシュートが、一斉に開いたのである。



　開傘の衝撃で、ノトは短い気絶から意識を取り戻した。

　強い風に揉もまれてはいるものの、突入カプセルはどんどん減速しながら降下している。

　帰ってきた。

　そう感じた瞬間カプセルは波にさらわれるようにして着水し、いったん海中に沈んでから、月面着陸時に使用したスプーマの要領で風船を広げて浮上し始める。

　見上げれば――銀の針みたいな真夏の日光が、揺れる水面にきらめいていた。

　それは、ノトがひっかけ屋クリツパーをやっている時によく見た、懐かしい光景だった。

　風船はカプセルを中心にして四角形にふくらみ、水面をイカダのように漂い始めた。

　天窓を見上げると、そこには意外なことに青空が広がっていた。左右の窓から外を確認して分かったが、どうやらノトたちはいわゆる『台風の目』にいるらしかった。

「ナキアミ、ナキアミ」

　まだ気絶しているナキアミから宇う宙ちゆう兜かぶとを外してやると、ぴこ、ぴこ、と長い耳が動いた。

　ノトは座席から立ち上がりつつ、ナキアミの腰や足を縛るベルトを解ほどいてやる。

「……ノト……？　ここ、どこ……天国……？」

「測量してみないと分かんないけど……たぶん、違うぞ」

　ノトの言葉に、ナキアミは顔を上げて細目を開けた。

「じゃあ、どこ……？」

「海だ」

　縛ってまとめていた髪をファサッと解きながら、サベラが笑い混じりに言う。

「海……！　それって、つまり……」

　ナキアミは疲れ果てた表情で、それでもようやく愛らしい笑顔を見せた。

　３人は顔を見合わせ、

「地球だ！」

　と声を合わせて叫び、とにかく、とにかく、大笑いしまくるのであった。



　翌日。

　台風一過の晴天の下、パラシュートを利用した即席の帆を張って波間を漂うこと数時間――ノトたちは半なかば座礁するような形で、珊さん瑚ご礁しようの無人島にたどりついた。

　エメラルドグリーンの海岸に漂着したカプセルから這はい出たノトたちは、星の形をした砂でできた浜辺に仰あお向むけになった。

　青い空。白い雲。空気が、おいしい。

　潮の匂においを胸一杯に吸い込みながら、ノトたちは背中に地面を感じられることが嬉うれしくて、また笑い合うのであった。

「地球って……キレイ。ナキ、この星のこと、もっと大好きになっちゃったよ……」

　上体を起こしたナキアミが、砂浜をしっぽで撫なでながら微笑ほほえむ。

「見ろ――」

　サベラの声に振り向くと、彼女が指した水平線のそばには白い月が浮かんでいた。

　月。

　３人はつい３日前まで、あそこにいたのだ。

「ナキたち、あそこまで行ってきたんだね……」

「なんだか、自分でも信じられんな」

「でも、本当なんだ」

　ノトたちは砂浜から、ただ静かに、万感の思いを込めて月を見つめ続けるのだった。



　３人は海を金色に染める夕日を眺めながら、訓練通り狼煙のろしを上げて救助を待った。

　台風ももう通過したし、ラカオ港やガルナ港からはノトたちを回収する船が出てこのポート湾を航行していることだろう。早く、見つけてくれるといいのだが。

　ノトは島の深部に水や食べ物を探しに行こうかと思ったが、どういうわけか手足が妙に重くていまいち身動きが取れなかった。仕方がないのでカプセルの中から残りの水と食料を取り出してきて、３人でそれを分ける。白くてもちもちしたハヤン製の宇宙食を食べながら、ノトたちが思い出話に花を咲かせていると――

　夕日の向こうから、何か白いものが飛来してくるのが見えた。

　羽ばたいている。目を細めてよく見ると、それは一匹の白竜であった。

「……!?」

　こっちに近付いてきた白竜の足元を見て、ノトは砂浜から文字通り飛び上がった。

　砂を巻き上げながら浜辺に着陸した白竜は、その足の爪つめで――

「レンビア!?」

　なんと、レンビアを運んできていたのである。

「ノト！」

　見間違いではない。白竜に腰と頭を鷲わし掴づかみにされているのは、本当にレンビアだ。

　ごろ、と乱暴に砂浜へ転がされたその体は、両腕を背中の方で縛られていた。

「――ノト、逃げて！」

　叫ぶ彼女の横では、白竜がみるみるうちにその姿を変えていく。

　数秒後、砂浜に立っていたのは……宮廷魔導師の制服に身を包んだ、ルージーン筆頭魔導プリモ・マツギその人だった。

　目を丸くするノトたちを一いち瞥べつしてから、ルージーンは波打ち際に転がる突入カプセルに向き直った。

「前回は雷。今回は台風を呼んだのですが……帰ってきちゃったんですね、やっぱり」

　その発言に、そしてこの不可解な状況にノトたちは眉まゆを寄せる。

「ルージーン……貴様、それはどういう意味だ。それに――その悪ふざけは……！」

　眉まゆ尻じりを上げたサベラが、レンビアを指さして立ちあがったとき。

　ルージーンは足元に倒れるレンビアを片足で踏みつけたかと思うと、人差し指を自らの額ひたいに寄せた。

　そして、ぴんっ、とその指を突入カプセルの方に弾はじく。

「――！」

　ノトは、驚きに目を見開いた。

　ルージーンの指から飛んだ小さな火の玉が、ハエの形になり、蝶ちようの形に変わり、鳥に、狼おおかみに、そして炎の獅し子しへと、ほんの数瞬の間に形を変えながら巨大化していったのだ。

　そして、燃えさかる獅し子しは――轟ごう音おんを上げて、突入カプセルに飛びかかった！

「やめてえっ！」

　跳ねるように起きあがったナキアミが、爆風で砂浜に弾はじき返された。

　ノトとサベラも、突然の衝撃に吹っ飛ばされる。

　突入カプセルは炎の獅子もろとも粉々に崩壊し、さらに水辺にあるにもかかわらずその破片の全すべてが跡形もなく燃え尽きていく。

　ノトはルージーンの方を睨にらみながら、なんとか立ち上がった。

　隣ではサベラとナキアミが、揃そろって爆発の衝撃で意識を失ってしまっている。

「ル……ルージーン……お、お前……なんてことを……ッ！」

　その声に、ルージーンは濃紫ヒースの瞳ひとみを細めつつ穏やかに振り返った。

「このカプセルは、大気圏で燃え尽きたんです。そういうことに、するんです。あっ、でもこれはちょっと変ですねぇ。カプセルが燃えたのに、宙士アストロが燃えてないってのは……」

「――ノト、逃げてええっ！」

　ノトたちに指先を向けたルージーンの足下から、レンビアが悲鳴に近い叫び声を上げる。

「ぜんぶ、ぜんぶ、こいつのせいだったのよ！　あたしは見た！　ルージーンの屋敷に、呪のろいの儀式をやった跡が……！　それを見つけた途端に、こいつが豹ひよう変へんして――うっ！」

　言葉を遮さえぎるように、ルージーンはレンビアのツインテールを片方握って引っ張り起こした。

　その強引な手つきに、ノトは慌あわてて一歩前に出る。

「ルージーン！　――やめろッ！」

　だが、それ以上進むことができない。

　ルージーンは片腕でレンビアの首を締め上げ、もう片方の手をその喉のどぶえにあてていた。

　その爪つめが――いつの間にか、鋭い刃物のように伸びている。

「……いやぁー。パリヴィオンはみんなに憎まれてたから、かーんたんに呪えて、墜おとせたんですけどねぇ。報ほう天てんはハヤン人たちから妙に祝福されながら飛んじゃってたから、イマイチ呪いがかかりにくかったんですよね」

　いつものゆるい調子で語るルージーンに、ノトは眉まゆを寄せた。

「パリヴィオンを……墜とした……!?　呪いで……!?」

　そういえば宙士試験を受けたとき、ルージーンは自己紹介で「災害を起こしたり呪いをかけたりするのが得意」と自ら言っていた。

　今にして思えば不自然すぎたパリヴィオンⅠへの落雷――そして、昨日の台風。

　あれはどっちも、この男の呪いによる災害だったというのか!?

「ははっ、そんなに驚くことじゃないですよ。落雷の呪じゆ文もんって、けっこうカンタンなんです。１００年以上生きてる魔導師なら、誰だれでもできちゃうんじゃないかな？」

「なんでだ……なんでなんだ、ルージーン！　パリヴィオンを墜とした、だなんて……どうしてお前はそんなことを……どうしてみんなを、ガルニア宙軍を裏切ったんだ!?」

「裏切ったのはガルニアのほうだッ！」

　突如悪魔のような声を上げたルージーンに、ノトは心臓を鷲わし掴づかみにされたような恐怖感を覚えた。目を吊つり上げて叫んだルージーンの表情は、全くの別人のようだ。

「あっ、いやぁ、すみません。ビックリさせちゃいました？」

　ルージーンは再び普段の甘い表情に戻りながら、ニッコリと笑った。

「聞いてくださいよ、ノトくぅん。最近のレドライアスって、ホントにひどいんですよ？　『科学』なんかにばっかり予算を使うもんだから……魔導宮だって貧相になっちゃったし、僕のかわいい教え子たちもいっぱいクビにされちゃって、今はどーしているやら。僕は領地だって縮小されちゃって、ガルナの邸宅も７つあったのが今は５つだけ。

　――いいですか？　人類にはもう魔法っていうステキな技術があるんです。それを蔑ないがしろにして科学に乗り換えようだなんて、歴史に対する冒ぼう涜とくですよ。

　ロケットだって、あんなにあちこち隅々まで魔法の道具を組み込んで動かしてるのに……レドライアスは、パリヴィオンを科学の象徴として見ていた。

　だから、そんなモノはうまくいかないんだ、必要ないんだ、ってことをきっちりお教えして差し上げる必要があったんです。

　それに、立体魔法陣キユビ・マギルスだって……ロケットなんか使わなくたって、どこの国にでも撃ち込めるんですよ。コイツの物質転送テレポーテを発展させれば――ね？」

　ルージーンはふざけるように、レンビアの首筋を爪つめでひと撫なでする。

「立体魔法陣キユビ・マギルスと物質転送テレポーテが揃そろえば、ガルニアは魔法の力によって世界の覇権を握れる。そして――僕たち宮廷魔導師は、その中枢に返り咲くことができるんです」

　にやり、と笑ったルージーンの邪悪な笑顔に、ノトは背筋が凍るような思いがした。

　あの聖サナターン祭の夜に見た、レンビアとルージーンの密会の光景が脳裏をよぎる。

　そうか。

　それでか。

　そういう裏があったから、物質転送テレポーテの魔法陣が欲しかったから、ルージーンはレンビアを拐かどわかそうとしていたのか。

　あんなふうに地位や金を与えたり、誘惑するような手まで使って。

　ゆるせない。

　絶対に、ゆるせない。

「こッ……このッ……人でなし！　あんたのためになんか、二度と、魔法陣なんか描かいたりしてあげないからッ！」

　首を抱えられたレンビアは、苦しげな表情でわめく。

「――バカが。お前も魔法陣師アラベスカの端くれなら、自分がこれからどうなるかぐらい分かるだろう。この数時間のことはキレイに忘れて、明日からも俺おれのために働くんだ。

　お前には、まだ利用価値があるからな……物質転送テレポーテの魔法陣が完成するまでは、生かして、使ってやるよ」

　再び冷たい口調になりながら、ルージーンはそっとその片手を下げた。

　そしてその鋭い爪つめで、レンビアの胸をなぞるように触る。

「それに、もう少し育てれば……ほかの用途にも使えそうだしなぁ……？」

「――やめろ……やめろおおおッ！」

　絶叫しながら、しかしノトは前に出ることができない。

　レンビアを人質に取られては、何も、何もできない――！

「くははッ……！　いいな、お前のその顔……！　やっぱり、コイツを持ってきて正解だったぜ……！　ほら、もっと悔しがれよ――なぁ！　ほら！　アストロノト君よォ！」

　ルージーンはレンビアの制服を爪で裂き、胸元に深く、深く、手を入れていく。

「……う……くっ……うぁ…………！」

　それまで耐えていたレンビアが、ついに、気丈な表情のまま悔し涙を流し始めたとき。

　――じゅうッ、ばちッ！

　何かが焦こげるような、そして、小さな雷が落ちるような音が上がった。

「――――うおぁっ！！？」

　弾はじかれたように、ルージーンがレンビアの胸元から手を抜く。

　その指先が――雷にでも打たれたかのように、焦げている。

「！」

　次の瞬間、ルージーンはさらなる苦く悶もんの表情になってのけぞった。



    

  
    
      



    

  
    
      　がう！

　と、レンビアがその鋭い犬歯で、ルージーンの腕に噛かみ付いたのだ。

　振り払われるようにしてルージーンから逃れると、レンビアは星砂を蹴け立たててノトの方へ走ってきた。

　その胸元からこぼれ出た緑ミスリルのペンダントが、夕ゆう陽ひにきらめく。

　それを見て、ノトはハッと気がついた。

　レンビアの瞳ひとみと同じ翠みどりの輝きを放はなつあのミスリルには、強い魔よけの効果がある。

　――それは、この魔導師にも効き目があったのだ！

　魔法大学院のテラスでレンビアがこのペンダントを下げていたときも、ルージーンは何やら理由をつけて付けないようにと命じていた。

　その命令を、レンビアは守らなかったのだ。たとえ筆頭魔導プリモ・マツギの命令を破ってでも、ノトにもらったお守りを肌身離さずつけてくれていたのだ。

「ノト！」

「レンビア！」

　２人は再会を喜ぶヒマもなく、ルージーンに向き直る。

　ルージーンは傷ついた手を押さえながら、怒りで顔を痙けい攣れんさせていた。

「……うッ、うかつだったぜ……こんなところで、緑ミスリルとはな……！　だが……！　だが、その程度の質量なら、まだ……なんとか、ギリギリ、耐えられるッ……！」

　しゃがれたような――そう、それこそ２３０歳の老人のような――声になりながら、ルージーンは砂浜に踏みとどまった。

　そして、最後の力を振り絞るように、白い雪ゆき豹ひようへと姿を変えていく。

　夕陽を背にこっちを睨にらみつけるその瞳は白く光り、瞳どう孔こうが二重三重の輪のようになって見える。

　威い嚇かくするような唸うなり声に、ノトは本能的に背中のナイフを抜いた。

　そしてとっさに、逃げてきたレンビアを背後にかばう。

「ルージーン！　もうやめるんだッ！」

　ノトの絶叫とほとんど同時に、ルージーンはツメとキバを剥むいて飛びかかってきた。

「もう、もうやめてくれぇぇ――ッ!!」

　ナイフを持つのと反対の手で、ノトは自らの服の襟元をむしるように引き裂いた。

　そこからは――もう一つ、月面でレンビアにもらった三日月形のペンダントが――！



　――ザシュッっ――！！！



　ノトとルージーンはもみ合うように倒れ、ごろごろと砂浜を転げて――

　動かなくなった。

「――ノト！」

「…………う……」

　レンビアの叫び声に続いて――先に動いたのは、ノトだった。

　上体を起こしたノトは、自分の手からいつの間にかナイフが離れていることに気づく。

　周囲を探すと、守り刀は元の姿に戻ったルージーンの脇わき腹ばらに深々と刺さっていた。彼はノトに飛びかかった時、自らの勢いでナイフに身体からだを突き刺してしまったのだ。

「…………ちくしょう……こ、小僧……の……呪のろってやる……呪ってやる…………！」

　まだ憎々しげに呟つぶやいているところを見ると、傷は致命傷ではなさそうだ。だが、魔導師の服を赤く染めて倒れるルージーンには、もう何の力も残されていないようだった。

　その証拠に、自分の傷を治すことも、刺さったナイフを抜くことすらもできずにいる。

「ルージーン……」

　ノトがそばに片かた膝ひざをつくと、ルージーンは「うっ……」とうめきつつ、ノトの胸元に下がる緑ミスリルのペンダントから顔を背そむけた。よっぽど、この物質が苦手とみえる。

　飛びかかってきた時もおそらく、これのせいで目測を誤ってしまったのだろう。

「ノト……ノト……！」

　涙声で近付いてきたレンビアの手首から縄を解ほどいてやると、ノトは彼女の体をしっかりと抱き留めた。

　お互いの両腕が、無事を確かめ合うようにお互いの背中をさすり合う。

　どーん……ばりばりばり……という微かすかな音に水平線の方へ振り向くと、そこには夕ゆう陽ひに浮かぶようにしてハヤンの大御船ダーヤーチヤンが見えてきていた。

　船はノトたちに分かるようにと花火を上げ、派手派手しく爆竹を鳴らしている。

　花火の弾はじけるさらに上空では――今夜も、満天の星がきらめき始めていた。



    

  
    
      最終夜：‥それぞれの宇宙へ



    

  
    
      
　大御船ダーヤーチヤンの船員たちはノトたちを船内に保護すると、検査も兼ねて、これでもかというほどに丁寧な手当てを施してくれた。おかげでナキアミとサベラはすぐに意識を取り戻し、ノトと手を取り合って無事を喜ぶのだった。

　ルージーンは魔法封じのお札を貼はりまくられてから腹部の刺し傷を応急処置され、しばらく後に島へとやってきたガルニアの軍艦へと引き渡されていった――

　翌朝、ごちそう攻めにされながらハヤンに帰ったノトたちは、ラカオ市民の熱烈な歓迎を受けた。ユァンがどうしてもというので、人力車に乗ってラカオの街をぐるりと一周パレードすることにまでなってしまう。ラカオの家々からは市民がノトたちのために花びらを撒まいてくれており、それはまるで夢の中にいるような光景だった。

　人々の待つ中央広場に着くと、３人は報ほう天てん楼ろうという新しい建物に案内された。

　そして、力の入らない足でへろへろと階段を上がり、露台に姿を再び現す。

　露台でノトたちを出迎えたユァンは、いつもの金魚みたいに派手な服の袖そでから大きな扇を出して掲げた。

　それを見た人々は、街を揺るがすほどの大歓声を上げる。ユァンは杖つえの音鏡石リンコツトを確認すると（おそらくガルニアや南部諸侯連合ヴイストニアにここの様子を中継しているのだろう）、扇を降ろして胸を張った。

　それを合図に、広場は静まっていく。

「皆の衆、祭は無事に終わった！」

　ユァンはツノみたいな髪をぴきんと立て、甲かん高だかくてカワイイ声を張り上げる。

　手にした杖にはどうやら拡声の魔法もかかっているようで、ユァンの声はこだまのように遠くまでキレイに響くのだった。

「いま、ガルニア人を乗せた、南部諸侯連合ヴイストニア製の宇宙カプセルが、我らハヤンのロケットで月まで行って、帰ってきた！　亞大陸の全人類は、この成功の意味を知るがよい！

　よいか皆の衆。これは奇跡ではない。断じて、奇跡などではない。これを成し遂とげたのは、人間の夢見る力ぢゃ！邪よこしまな志ではなく、正しき夢を原動力にしたからこそ、国境や人種を越えて皆が力を合わせたからこそ――この大祭は成功したのぢゃっ！」

　扇を再び広げて振り上げたユァンに、人々はまた拍はく手しゆ喝かつ采さいを送った。

「ほれノト」

「？」

　ユァンが杖を渡してきたのを見て、ノトは首を傾かしげた。

「お前たちも何か言え」

「おっ、俺おれたちも？」

　戸惑いながらのノトが杖を手に取ると、民衆はざわつきながらも静かになった。

　――宙士アストロたちの声を、聞きたいのだ。

「えーっと、あの……」

　ノトは大きく息を吸った。イキナリのことなので、何も準備ができていない。

　だからノトは、とりあえず心のままに、思ったままを叫ぶことにした。

「――みんなの火、見えたよ！」

　その声に、広場はまた火が点ついたように盛り上がった。

「俺おれたち……本当に、みんなのおかげで月まで行って、帰ってこれたんだ！　だから、亞大陸中のみんなに、お礼を言わせてほしい！　ありがとう――本当に、ありがとう！」

　そこまで言うと、ノトは喝かつ采さいを浴びながら杖つえを隣のナキアミに渡した。

　すると、大勢の前で喋しやべるのが苦手なのか、ナキアミは両手で杖を持ってカチコチになった。

「あ、あの……う、宇宙から地球を見たら、ナキは、お母さんを思い出しました」

　緊張のせいか妙なことを言い出したナキアミを、ノトとサベラはそれぞれ心配そうな目で見る。しかしナキアミは大きく深呼吸すると、凛り々りしい表情で言葉を続けた。

「そしたら、ナキは分かったんです。地球は、みんなのお母さんなんだなぁって。そう……この星はキレイで優しくてあったかい、みんなのお母さんなんです。だから人種とか民族とか、そういうのは本当は関係なかったんです。人間も亜人も、みんな家族だったんです。だからみんな、これからも家族仲よく、いろんな夢を一緒に叶かなえていこうね」

　ナキアミの言葉には、ラカオに住む異邦人たちから特に拍手が上がっていた。

　ほとんど単一民族であるハヤン人たちにはピンと来ない内容だったかもしれないが、このスピーチはきっと記録され、あっという間に亞大陸中に伝わることだろう。そうなれば聖サナターン祭のときに聞いたナキアミの夢も、実現へ向けて一歩前進するに違いない。

　ナキアミは人々に微笑ほほえむと、最後に杖をサベラへと手渡した。

　サベラは杖を構えると、びし、とキレイな姿勢で民を見下ろしてみせた。

　まだ身体からだに力が入らないハズなのに、さすがは元・将軍といったところか。

「私は一つ約束する――」

　何やらカッコいい入り方である。

　前の２人が喋ってる間に、ネタを考えていたに違いない。ズルイ。

「いまここにいる人たちの中にも、宇宙を目指してる人がいると思う。この言葉を後から伝え聞いたり、書物で読む人もいると思う。その人たちに、言わせて欲しい」

　そこまで言うと、サベラは銀色の髪をキラキラときらめかせながら、天を指した。

「いつか――あの空の向こうで会おう！」

　サベラのセリフに、ハヤン人たちはまたしても広場を揺るがすほどに盛り上がった。

　歓声は止やむことなく続き、ほどなく始まったお決まりの打ち上げ花火と銅ど鑼らの音が――この祭の終わりを、賑にぎやかに飾るのだった。



　それから一週間ほどの日々を、ノトたちはラカオ郊外にあるユァンの離宮で過ごした。

　ガルニアに帰国する船旅の前に、宇宙で弱った体を療養するようにと医者に指示されたのである。

　とはいえ特別に何かをするわけではなく、昼は海で泳いだりスイカ割りというゲームをしたりして過ごし、夜はいい匂においのする檜ひのきでできた大きなお風ふ呂ろに入ってから、浴衣ゆかたというゆったりしたハヤン製のローブに着替えて野原を散歩すればよいのであった。

　そうやって楽しい時を過ごすこと数日、ノトたちはすっかり地球の重力に慣れ、元通りの元気な体を取り戻すことができた。

　そしていよいよ明日、ガルナ港へ向けて出帆するという段になって――夜の散歩中に、サベラがノトの手を引いて宮殿の裏へと連れ込んだ。

　裏庭には早生の秋桜コスモスがいっぱいに咲いており、ピンク色の花びらが白い月光に照らし出されていた。見渡せば、青黒く夜空にそびえる遠い山脈には天の川がかかっている。

「ノト、これを見てくれ」

　シリアスな表情でそう言ったサベラは、小さな手て提さげ袋から箱を取り出した。

　フタを開くと、そこには細いガラスの筒が並んでいる。

「これ……月の石か？」

　と言うノトにうなずくと、サベラは箱の中を熱っぽい手つきで示した。

「私はこれを調査したのだ。そして分かった。月は――まさに人類の新天地だったのだ」

「つ、月が？」

　サベラの言葉に、ノトは肩をすくめた。レンビアのことで必死だったから詳しくは覚えていないが、月面は見渡す限り不毛の大地だったはずだ。

「月の石には、金属……鉄、オリハルコン、アルミニオが含まれていた。砂を加熱したら、人類が知らなかった新しい気体も出てきた。しかもその気体は、加工次第では強力な燃料に転用できそうなものだったのだ」

「そ、そーだったのか……」

　そう言われて、ノトはサベラの箱を改めてのぞき込んだ。

「ノト。月旅行で、私たちは地球から他ほかの天体へと移動する技術を確立した。この技術と月の資源を組み合わせれば、きっと、もっと遠い宇宙も拓ひらけるのだ。

　最初のレクト人たちが亞大陸を冒険したように、レオンハイム公が新大陸パーゲイアを発見したように、鳩王ラ・ドユヴエダリウスが北方を目指したように――私たちは、宇宙という新世界を広げることができる。そしていつかそこに、人々を導くこともできるのだ」

　目をキラキラと輝かせて語るサベラに、ノトは微笑ほほえんだ。

「そうか……そうだったな。サベラのファーマイン家は、新天地を見つけ、そこに人々を導く『先導者』の一族。サベラはその栄光を、ちゃんと継いだんだな」

「ファーマイン家……そうだな。きっかけはそこだったのかもしれない。でも今はもう、この夢は私の、私個人の夢だ。もう私は家を離れて、遠い、私の宇宙にいる。

　だから私は、もうファーマイン家には――ガルニアには、帰らないことにした」

「えっ!?」

「ガルニアは、一国でのロケット開発を中止した。その代わり今、ハヤンを中心にした国際的な宇宙開発が本格的に始まろうとしている。私はその一員として――宙士アストロとして、そして新しい宙士アストロたちを育成する教官として、ハヤンに残ることにしたのだ。レドライアス大王陛下のご認可も、もういただいている」

　ノトは目を丸くして、新しい希望に燃えるサベラの顔を見つめた。

「そっか……立派だよ、サベラ。お兄さんもきっと、喜んでると思う」

「ありがとうノト。兄は……そうだな、あの顔は嬉うれしそうな顔だった」

　まるで兄に会ってきたかのような口調のサベラに、ノトは小さく首を傾かしげた。

　サベラは頬ほおをゆるめながら箱をそっとしまうと、再びノトに向き直った。

「ノト。お前はあの月面で、誰だれかに会っていた」

　その言葉に、ノトは無言で表情をこわばらせる。

　しばらくの沈黙が、肯定の意味を持って２人の間に流れた。

「それが誰だったのか。あそこで何をしてきたのか。それは月で言った通り、聞かない。

　……でも私は考えた。お前は、どうしてその存在に気づいたのか？

　答えは一つしか考えられなかった。お前には、遠くの誰かを感じられる特殊な能力がある。そしてお前はその能力でこの地上から誰かの存在を感じて――月まで行った」

　ずばり、サベラはノトの『恋する共感ラビン・シンパシア』について言い当ててみせた。

　ノトは少し赤くなりながら、ただ、黙る。

　それを見て自分の説が正しかったと確信したらしいサベラは、ノトの手を取りながら顔をのぞき込んできた。

「ノト。これからも私と一緒に、宇宙に行こう。これからの人類は、もっともっと宇宙へ出ていく。その時、お前のような能力を持った人間が必要なのだ。たとえ宇宙の果てにいても、誰かと心を通わせられるような人間が……！」

「サベラ……」

　ノトは済まなさそうに苦笑いすると、そっと首を横に振った。

「ありがとう。そうやって期待してくれるの、嬉しいよ。でも、俺おれは月に用事があったから行っただけなんだ。もう、その用事は終わった。だから……俺はガルナに帰るよ」

「ノト。自覚がないようだから言っておくが、お前は世界の英雄なのだぞ。お前ならハヤンはぜったい大歓迎する。ロケットにだって、ガルニアでやったような試験を受けなくても優先的に乗せてもらえる。あの広大な宇宙に、また行けるのだぞ――？」

　必死に説得しようとしてくるサベラを、ノトはそっと手で制した。

「サベラ。俺たちはもう、宇宙にいるんだ」

「……？」

「地球の外に出て、俺は感じたんだ。地球も月も、その外もみんな同じ、宇宙の一部なんだなって。だからサベラも、俺も、ここも、宇宙の一部なんだ」

　ノトは月を見上げつつ、サベラに語り続けた。

「月から亞大陸を見下ろしたとき、俺おれは無性にガルナの下町に帰りたいって思った。それはとても淋さびしい、でも、とっても幸せな気持ちだった。帰りたい場所がある……どんなに遠く離れても、帰りたい家が。それは、とても素晴らしいことだって思った。

　だから、俺はそこに帰るよ。ガルナの港でひっかけ屋クリツパーをやって、夜はノト屋を開いて……ときどき、レンビアに会いに行く。その日常こそが、俺の宇宙でいちばん大切なものなんだ。だから、それを守るためになら、俺は月面でも宇宙の果てにでも行く。でも今は、その日常を取り戻すことができた。だから……ごめん」

　月からサベラに視線を戻したノトは、彼女のがっかりした目につい謝った。

　サベラは首を小さく横に振ると、再びいつもの気丈な顔を上げた。

「……それが、お前の宇宙なのだな。分かった。お前は、お前の宇宙を大切にしてくれ」

「サベラ……ありがとう。お前の宇宙も、俺、応援するからな」

　２人はしっかりと握手を交わし、手を離してからも目と目で見つめ合うのだった。

「ノト。私はこれからもどんどん宇宙を拡ひろげていく。いつか土星の輪っかに立って、地球に手を振ってやるんだからな」

「ははっ。そん時は、こっちからも手を振るよ」

　笑いながら、ノトは胸に淋しさがこみ上げてくるのを感じていた。

　これからの２人は、違う人生を歩む。だから、ここでいったんお別れなのだ。

　それが、切なくて。

「ノト」

　そんなノトを前にして、サベラは姿勢を正し、急に改まった声で名前を呼んできた。

　がさり。秋桜コスモスの原に、ファーマイン鳳ほう爵しやく家けの淑しゆく女じよがひざまずく。

「ありがとう、ガルナのノトノト・ディ・ガルナ」

「サベラ……そ、そんな大げさなっ」

「けじめだ、ノト」

　そう言うと、サベラはノトの手を取り――その甲に２回、そっとキスをした。

　ああ、とノトは気づいた。

　小さな時に、教会で聞いたことがある。

　これは貴族の、別れの儀式なのだ。

「あの宇宙での６日と22時間は、私の人生最大の誇りだ。生涯、忘れない」

　そう言うと、サベラは胸元から短剣を取り出した。

　ファーマイン家の紋章が入ったそれは、サベラが宙士選抜試験のときにロケットを示し、月面着陸の際にスプーマを切り裂いた、思い出の短剣であった。

　精せい緻ちな装飾が施されたその剣を、そっとノトに差し出す。

「サっ……サベラ、これ、大事なものなんじゃ……」

「受け取ってくれ、ノト。お前にもらってほしいんだ」

　気高い紅くれないの瞳ひとみが、まっすぐ、ノトの鳶とび色いろの瞳を見つめている。

　ノトはそっと短剣を受け取ると、ルージーンとの戦いでナイフを失っていた背中にそれを差した。とても、しっくりくる。

「ありがとう、これ、一生大事にするよ……さよなら、サベラ。お前に会えて良かった」

「私もだ。さようなら、アストロノト――私の宇宙を拓ひらいてくれたひと――」



　ガルナ港に戻ったノトは、世界の英雄になんかならなかった。

　もちろん初めは偉業を成し遂とげた少年を祭り上げようという人も少なからずいたのだが、当の本人がそれを望まない上にひっかけ屋クリツパーとノト屋の仕事で忙しかったため、とりつく島もなかったのである。

　そうこうしているうちに、１か月が経たち、２か月が経ち、３か月の月日が流れた頃ころには、ノトはもう出発前と何も変わらない生活を取り戻していた。

　――そんなある夜、深夜も０時を回ったころ。

　ノト屋の掃除を終えたノトが屋根裏部屋で今日の売り上げを数えていると、コンコン、と階下の扉をノックする音があった。

　こんな時間に誰だれだろうか。

　そーっと１階に降りて扉を開けると、そこには藍あい色いろのぞろっとした民族衣装を着た、ナキアミの姿があった。

「ナキアミぃ！　ひっさしぶりだなぁー！」

「ノト！」

　ばふ、と抱きついてきたナキアミを引きずるようにして店内に入れてやると、ノトはロウソクに火を灯ともして部屋を明るくした。

　ノトと同じくガルニアに帰ってきていたナキアミは、騒ぎを嫌ったのか、帰国後しばらくガルナの街から姿を消していた。１か月ほど前にもらった手紙ではラタラ族の村に里帰りしているとのことだったが、どうやらまたいつの間にか戻ってきていたらしい。

「ノト、これ見て。ナキが描かいたの」

　と言いながら、ナキアミは机の上に大きな地図を広げて見せた。

「なんだこれ？　どこの地図だ」

　ノトは眉まゆを寄せてその奇妙な地図を見た。

　全く、見たことのない地形である。

　分からないでいるノトに、ナキアミは地図の中央、半島状になった部分を指して示した。

「ここがレクト亞大陸だよ。これ、世界の地図なの」

「せっ、世界地図!?」

　ノトは飛び上がり、改めて地図をのぞき込んだ。

　世界地図。それは渡れない海や越せない山に四方を囲まれたレクト亞大陸人の、長年の夢の一つだった。

　それがいま、この机の上にぺらりと置いてあるのだ。

「あのね。ナキ、宇宙から地球の陸地を見て、位置と形をぜんぶ覚えたの。それを帰ってきてから紙に描かいてたら、その話を聞きつけた版木屋さんがナキのところに来たんだ。それで、写しが１枚売れるごとに５００銅ルビくれるって言うから、完成した地図をあげたの」

「そ、そんで……売れたのか？」

「うん。今日聞きに行ったら、今までの３か月で、半島中で２５万６７１１写し売れたんだって」

「ちょまっ……！　って、ことは、えっ、いくらだ。ちゅうちゅうたこかいな……」

「１億２８３５万５５００銅ルビ。３２０８金アダガ３５銀シエル５００銅ルビだよ」

「んぼあっ！」

　ありえない声を上げながら、ノトはその場にイスごとひっくり返る。ついでに何回か真後ろにでんぐり返って、壁に後頭部を激突させてしまった。

　そんな大金、見たことも聞いたこともない。

　ヘタな貴族より、金持ちじゃないか。

「い、いきなり億万長者になったな……お前……」

「持ちきれないから、両替屋さんにあずけてるの」

　ふらふらと起きあがるノトに手を貸しながら、ナキアミは苦笑いしてみせた。

「あのねノト。ノトたちがナキを月旅行に連れていってくれたおかげで、ラタラ族はいま少しずつ世の中に認められ始めてるんだよ。この世界地図だって、『ラタラ地図』って呼ばれてるの。

　それでね、こないだムラに帰ったら、ラタラ族の子たちもナキみたいに外の世界に出てみたいって思い始めてくれてたんだ。だからナキはこの地図で稼いだお金を使って、ラタラ族の子どもたちをガルニアに留学させてあげようと思うの」

　おお、とノトは身を乗り出した。

　そいつはたしかに、有効なお金の使い方っぽい。

「だからね……今夜ナキは、ノトにさよならを言いに来たの」

「……さよなら？」

「うん。本当はノトと一緒にいたいんだけど……ナキはこれから、ラタラの村で子どもたちの先生になるんだ。子どもたちを留学させる前に、外の世界について基本的なことを教えるんだよ」

　そこまで言うとナキアミは少し黙って、ノトをじっと見つめた。

　まるで、これが見納めだと言わんばかりに。

「ノト。ナキはお月さまのまわりでノトたちを待ってるとき、最初、とってもとっても淋さびしかったんだ。でもあのとき……ナキは自分の中に宇宙を見つけたの。この宇宙と同じぐらいに大きな宇宙が、ナキの中にもあったんだよ。そこにはちゃんとノトもサベラもいて、ナキが今まで触れてきた全すべてのものがあったの……」

　ナキアミは、耳を小さく羽ばたかせるように動かして微笑ほほえんだ。

「それに気がついた時から、ナキは淋さびしがりやじゃなくなったんだ。だって、ナキにはいつもノトがついてるから。ノトの中にも、きっと、ノトの宇宙があるんだよ。そこにはいつでもナキがいるよ。だから今も、さよならは言うけど、お別れじゃないの。ここに宇宙がある限り、みんな、だれも、お別れすることはないから……」

　そう言うと、ナキアミはそっと自分の胸に手をあてて目を閉じた。

　さすが、頭のいい子は考えることが違う。と、ノトは密ひそかに感心していた。

　地球の外へと広がっていく、サベラの宇宙。

　心の中に見み出いだされた、ナキアミの宇宙。

　そして、今ここにある、ノトの宇宙。

　３人は同じ旅を経へて、それぞれ別の宇宙を見つけて帰ってきたのだ。

「ナキアミ……分かった。お別れじゃないよな。いつも、ここにいるから――」

　ノトも、自分の手を胸にあてて微笑ほほえんだ。

　それを合図にしたかのように、ナキアミはノトに抱きついてきた。

「ノト。ナキ、何年かして後輩が育ったら、きっとガルニアに戻ってくるからね。その時は嫁入り道具を持ってくるから、ノトもここにナキのお部屋を建て増ししておいてね！」

　にこ、と幸せそうな笑顔を上げてきたナキアミに、ノトは頬ほおを引きつらせる。

「よ……嫁って……」

　ノトはナキアミにぎゅうぎゅうと抱きしめられながら、魂が抜けたかのようにあははははーと空笑いした。空笑いするしかなかった。

　ナキアミはまたしばらく故郷に帰るようだが……どーすりゃいーんだろうか。この問題。

　だが、まあ、この調子では何を言ってもここに戻ってくることは確実だろう。

　じゃあもう、そんとき改めて考えるか――と、ノトは力なく空笑いを続けるのであった。



　ナキアミと別れた翌日は、光曜日。週に１日の休日だった。

　ノトは新調した紺色のズボンに爽さわやかな白シャツを重ね、こちらもおろしたての濃いブラウンの革靴をはき、いざ出陣とばかりに自宅を出る。

　待ち合わせの場所は、高台の公園にある火の女神・ステッファニアの巨像前だ。

　新しい靴のヒモを結ぶのに手間取ったため、ノトは遅刻ギリギリに待ち合わせの場所に着いた。ステッファニア像の足元で、同じくぎりぎりに着いたと思われるレンビアと息切れしながら挨あい拶さつを交わす。

　レンビアは旧ガルニア宙軍の制服をちゃっかり私物化しており、胸元を、ツインテールを結ぶのと同じ細いリボンですっきりとまとめていた。

「お前、宙軍の制服……もらった時は文句言ってたくせに。気に入ったのか？」

「けっこう涼しくて楽なのよ、これ。だから夏服にすることにしたの」

　ひら。レンビアは自分の服を見ながら、ニコッと笑って振り返るように半回転した。

　夏の陽ひ射ざしにきらめくレンビアの美少女っぷりに、ノトは軽い目まいすら覚えてしまう。カワイイ。元々ちょっとキツめの顔つきをしてるだけに、笑うと２倍カワイイ。

　――実を言うと、ノトがガルナに帰ってきてから２人がこうしてきちんと会うのは、今日が初めてのことだった。

　最近のレンビアは研究とその資金繰りで地方を行あん脚ぎやしていたし、ノトは溜たまった仕事に追われていて……２人とも、息をつくヒマもないような日々を送っていたのである。

　そうこうしている内に時は流れ、お互いちょっとずつ生活が落ち着いてきたので、こうして丸々１日一緒に遊ぼうよという流れになったのだ。

　ノトは公園の野原を見ていたら宙士アストロだった頃ころの習慣でひとっ走りしたくなってきたが、いつも籠こもりっきりのレンビアを急に運動させてもアレなので、少し歩いてから芝生にぽふんと座った。

　ぽんぽん、と思い切って自分の隣の芝生を手で叩たたくと、レンビアは案外すぐにストンと真横に座ってきた。

　お、おい、ちょっと近いよ。

　声や表情には出せなかったものの、オシリとオシリ、肩と肩が触れ合うぐらいの距離に座ってきたレンビアに、ノトは内心かなりびびった。

　レンビア自身は割と平気な顔をしているが、ノト的には驚きの急接近である。

「あーあ。今さら言うのもナンだけど、あんたに先を越されちゃったのねぇ」

　いつも通りの口調で言いながら、レンビアは空を見上げた。

　爽さわやかな青空には、千切れ雲の向こうに真っ白な三日月がある。

「……なんの先だよ？」

「覚えてない？　あたしたちが小さかった頃、孤児院に旅の吟遊詩人がきたのよ。彼から月まで行く旅人の歌を聴いて――あたしとノトは、月まで競争しようって約束したの。

　あたしが『物質転送テレポーテ』の魔法陣を開発し始めたのも……実は、それが一番最初のきっかけだったのよ？」

　やわらかな秋風に、レンビアのレモン色のツインテールが揺れる。

「そ、そーだったのか……でもどうかな、時間軸的にはお前の方が先かも」

「？」

「あ、いや、なんでもない」

　翠みどりの瞳ひとみを間近から向けられて、ノトは苦笑いしながら手を振った。

　ノトは月で未来のレンビアに会ってきたことは、こっちのレンビアには何も話していなかった。未来について話してしまうことで、現在のレンビアに影響が出てはいけないと思ったからである。だから結局いまだに、ああまでして月に行った理由も秘密のままだ。

「ルージーンのこと……ざ、残念だったな。お金とか、大変だろ？　いま」

　話題を逸そらすついでに、ノトはルージーンの話を振ってみた。

　彼はいまガルニアで最も堅固な牢ろうに入れられ、最初の裁判を待っている。

　パリヴィオンⅠを墜落させた容疑、帰還した宙士アストロたちに対する殺人未遂で――ルージーンは死刑を言い渡された上で、『その類たぐい希まれな魔法の腕を王国のために再び陰から活いかすなら』という条件付きで終身刑に減刑されるだろうというのが大方の予想だった。

「うーん、大変は大変だけど……筆頭魔導プリモ・マツギの件は、今にして思えば話がうますぎたわよね。ほんと、魔導師の世界は魑ち魅み魍もう魎りようの世界だってことがよく分かったわ。気をつけなきゃ」

　気恥ずかしそうに頭を掻かくレンビアの隣で、ノトは密ひそかに安あん堵どの息を漏らしていた。

　こっそり発動させた『恋する共感ラビン・シンパシア』によれば、レンビアの胸には、失恋したとか、ルージーンに対する未練とか、そういう感情はない。

　――２人の間には、たぶん何もなかったのだ。

「あのさ」

　と、レンビアは話題を変えるように、振り返ってノトに笑いかけてくる。

　至近距離で見つめられて、ノトはまた、ドギマギしてしまう。

「なんだよ」

「あんたさ……月に行ってきてから、ちょっとオトナになったよね」

「えっ……そ、そうか？」

「うん。前のあんたはずっと一生懸命だったけど、すごく危なっかしい感じがしてた」

　そう言うとレンビアは、ノトから顔を逸そらして前を向いた。

　そして、赤くなりながら、その翠みどりの目だけでチラッとこっちを見て……

「でも……今はなんだか、安心して……こう、できるよ」

　と。

　ノトの肩に、そっと……頭を預けてきた。

　ふわ。甘酸っぱいレンビアの髪の香りが、鼻をくすぐってくる。

　温かい頬ほおが、ノトの肩に乗っている。

「……！」

　ノトは無言のまま、石像のように固まってしまった。

　ああ、何と言えばいいのか。

　幸せだ。

　幸せすぎる。

　幸せすぎて、なんかバチが当たらないか不安になってくる。

「……あれっ？　ちょっと。それ、あたしのと同じのじゃない？」

　と、肩口からこっちの胸元をのぞき込んできたレンビアに、ノトはビックリして襟首を押さえた。

　ちゃり。

　レンビアが自分の胸元から出してきたのは、例の誕生日にあげた緑ミスリルの三日月ペンダントである。

「あ、いや、ちがうっ」

「えっ、ぜったい同じヤツよー！　ちょっと見せて！　ほら！」

「ダメだダメだっ、これはホントにダメなんだよっ！」

　慌あわてて、ノトはペンダントを守ろうとした。

　これはレンビアからもらった大事なものなのだ。好奇心旺おう盛せいなこのレンビアの手からは、なんとしても守らねば。ああややこしい。

「だぁー！　ダメだっていってるだろ！」

　と叫んで振り向くと、ごち。

　ちょうどこっちに頭を突き出していたレンビアと、おでこ同士がぶつかった。

　いきなりのことに、ノトは目をまん丸に見開いて硬直してしまう。

　心臓の鼓動が急激に速まり、一気に血が巡ってきて、何も考えられなくなる。

　そうだ、忘れてた。

　いま自分は、レンビアとはほとんど密着して座ってたのだ。

　だから振り向けば文字通り、目の前にレンビアの顔があったのだ。

　慌てて姿勢を変えようとして、芝生に手を突き直すと――

　偶然、その手がレンビアの手の上に重なってしまった。

「あ、あ、ごめッ……」

　ノトは硬直しながらわたわたするという、端から見たらかなり気色悪い動きで慌てた。

　レンビアはというと……

　前髪をノトと絡ませたまま、おかしそうにクスクス笑っていた。

「ノト」

　目の前で、レンビアの翠みどりの瞳ひとみが微笑ほほえんだ。

　ああ、とノトの胸に熱い想おもいがこみ上げてくる。

　それはあの、月面のレンビアと同じ――

　ノトを、優しく愛いとおしんでくれている瞳だった。

「な、なんだよ」

　真っ赤になっておでこをくっつけたまま、ノトは鳶とび色いろの目を逸そらす。

「おかえり」

　大好きなその優しい声で、レンビアが言った。

　その言葉に、ノトは再びレンビアと視線を合わせた。

　うれしかった。

　ただ、ただ、その言葉がうれしかった。

「た……ただいま」

　息のかかるような距離で、ノトが言った。

　ああ、帰ってきたんだ。

　雲を越えて。

　宇宙を越えて。

　死にそうな目にも何度か遭ったけど――帰ってきたんだ。

　こいつの、となりに。

　すっ、と――

　自分でも驚くほど自然に、ノトは、レンビアの後ろ頭に手を回していた。

　レンビアはその翠みどりの目を一瞬ビックリしたように見開く。

　その白い頬ほおが、みるみるうちにピンクに染まっていく。

「………きょ……今日だけ……だからね？」

　囁ささやくような声で言うと、レンビアはゆっくり、ゆっくり、目を閉じた。

　ノトも静かに目を閉じ、レンビアの鼻が自分の鼻に触れ、唇が近付いていくのを感じた。

　そして、38万キロの旅を終えた唇と唇が、距離をゼロに――



　月だけが、それを見ていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　距離をゼロに――しなかった。

　ものの見事に、ジャマが入ったのである。

「おうここにいたかノト！」

　ばさっ。

　扇を広げる音に、ノトとレンビアは揃そろって振り返った。

　２人の背後にはあの太陽みたいな笑顔をしたユァンと――ハヤン風のスラッとしたドレスを着た、サベラの姿があった。

「ゆッ、ユァン!?　サっサっ、サベラもっ!?」

　ずざ。ずざざざ。ノトは座ったまま、キモい動きで後ずさる。

「ノト。お前も意外と色ボケ男だな。ナキアミを連れてこなくて正解だったぞ。修羅場になったら収拾がつかなくなるところだったからな」

　青いハヤンドレスをきらめかせながら、サベラは腕を組んでため息をついた。

「ちょっ！　おまっ！　余計なこと言うっぐうぇぁっ!?」

　慌あわてるノトの襟首を、レンビアがつかみ上げてきた。

　がう！　と、八や重え歯ばぎみの犬歯を噛かみ付かんばかりにむき出している。

「ちょっとッ！　なんであたしとナキアミが修羅場になるのよッ？　説明しなさいッ！」

「おうおう、仲良きことは良きことぢゃな！」

　服が破けたおかげでなんとか一命をとりとめたノトに、ユァンがからからと笑いかける。

「ど、どこをどう解釈したらそう見えるんだよっ！　いま俺おれ、死にかけて……！」

「そんなことよりノト！　妾キエはな、お前を宙士アストロとしてもっぺんスカウトしに来たのぢゃ！　やはりお前ほど優秀な操縦士は、なかなかおらんでな！　どうぢゃ、来年の今ごろ、また飛んでみんか！　ナキアミもいずれらち……じゃない、来てくれる事になっておる！」

「いま拉ら致ちって言ったろ、ぜったい拉致って言った！」

「そんなことより！」

　天てん真しん爛らん漫まんな笑顔で、ユァンは扇を高く掲げてごまかした。

「いま造ってるロケットはスゴイぞノト！　話を聞けば、お前もきっと興味を持つ！」

「な、なんだよそれ……」

「報ほう天てんの10倍の出力を誇る５段式の超大型ロケット、『驚きよう天てん』ぢゃ！」

「そ、そんなでかいロケットでどこへ行けってんだよっ！」

　やけくそ気味に尋たずねたノトに、ユァンは満面の笑みで空を指した。

「――火星ぢゃ！」



（了）



    

  
    
      
あとがき



レンビア　ツンデレツインテール（表紙の右側）

ナキアミ　おどおどケモノっ子　（表紙の左側）



■三叉路のカフェ『ヴィルドシュート』にて



　カランコロン♪



レンビア「あっ来た来た。おーいナキアミこっちよこっちー　ほら早く来なさいよ！」

ナキアミ「あ、うん。……わぁ。ちょっと薄暗いけど、いいフンイキのお店だねー」

レンビア「ここはね、この本の作者・赤あか松まつ中ちゆう学がくがよく小説を書いてるカフェなんだって」

ナキアミ「へえーそうなんだぁ……でも、レンビアはどうしてここにナキを呼んだの？」

レンビア「ここにね、あたしたちに宛てた書き置きがあったって連絡がきたのよ」

ナキアミ「書き置き？」

レンビア「そう。これを見てよ。こいつをどう思う？」



　　『　あとがき　まかせた　』



ナキアミ「まかせた……って……この本の作者のひとが、ナキたちに？」

レンビア「そう。どうも、ネタが思いつかなくて姿をくらましたらしいのよね」

ナキアミ「に、逃げちゃったんだ……」

レンビア「そう！　しかも自分の仕事を人に押しつけて！　サイっテーのヘタレよね！」

ナキアミ「え、えーっと、うん。サイテーの、ヘタレ？　だね……」

レンビア「で、どうしよっか。あたしたちが代わりに書かなきゃいけないみたい」

ナキアミ「えーと……じゃ、じゃあ、かわりばんこに何か言おうよ。――お礼とか」

レンビア「ああもうじゃあそれで！　まずはこんな赤松をいつも支えてくれた家族・モノカキ仲間・友人・先輩後輩のみなさん！　この小説を『ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞』の優秀賞に選んでくれた選考委員のみなさん――！」

ナキアミ「２人がかりでご指導してくださった担当のＷダブルＳさん。カワイくてキレイなイラストを描いてくださったｂｏｍｉさん……本当に、ありがとうございました！」

レンビア「そして今この本を手に取ってくれたそこのあなた！　いますぐレジに持っていって、お買い上げするのよ！　さもなくばビンタ＆噛かみ付きの刑だからね！」

ナキアミ「アストロノト！はこれで終わりじゃないよ、まだまだもっと続くんだよ！」



平成十九年十月　レンビア＆ナキアミ拝



    

  
    
      　著者

　赤松中学（あかまつ・ちゅうがく）

　　生年月日、年齢、出身地、現住所に至るまで全てが不明の覆面作家。

　　ＭＦ文庫Ｊ編集部でも、まだその姿を見た者はいない。

　　本作「アストロノト！」で第３回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞優秀賞を受賞。

　　相当なヘタレであることと逃走癖が、本書のあとがきで明らかになった。



　イラスト

　bomi（ぼみ）

　　１９８２年２月26日生まれ、戌年。

　　ゲーム原画家兼イラストレーターとして活動中。

　　猪突猛進で天邪鬼。



    

  
    
      アストロノト！



著者名……赤松中学

発行者……三坂泰二

発行所……株式会社メディアファクトリー

　　　　　http://www.mediafactory.co.jp/
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